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国連17 のSDGs に対する 
2015年に国連の場で持続可能な社会の発展に共同する世界の
リーダー達は、2030年までにより良い世界を作るための17の目
標を設定し、SDGs（Sustainable Development Goals）として
承認した。これらの目標は貧困を撲滅し、不平等と闘い、気候変
動に終止符を打つことを世界に強く訴えかける。それらに導かれ
た行政、企業、地域・市民社会、一般大衆が協働し、誰一人として
取り残さずより良い未来を築く。その成否は、今や我々全ての機
敏な行動に左右されている。 
https://www.globalgoals.org/
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序　　文
SDGs (持続可能な開発目標）は、

私たちが地球を守りつつ、繁栄を築くことを望むための
迅速な行動を起こす呼びかけである。

それらは、国や地域、国と地方の政府、企業および財務組織、
市民社会と私たち一人ひとりが

それぞれ気候変動を抑止し、持続可能な振る舞いを推進するための
国際的な共同とパートナーシップへの呼びかけである。

建築家は、我々が未来に持続可能な都市およびコミュニティを実現できる
アイデアを生み出し、具体的な提案をすることができる。

そして開いた議論を仕掛け、我々により良い解決手段をもたらす
パートナーシップによる協働を推進し、

関連する当局をして必要な決め事を前進させることができる。

本書はまさに上記に関する理念と実践を示す
極めて価値の高いものである。

Mogens Lykketoft

元デンマーク財務・外務大臣
国連総会議長 （2015.9-2016.9；この期間に国連 SDGs が承認され、

パリ気候条約が調印された）

2020 年10月

Artists’ Residency and Cultural Center by Toshiko Mori Architect featured on p. 154 / Photo: Iwan Baan



築家や建築環境に関する当事者達が、課題に積極的に取り組むことを
期待するものである。我々一人ひとりが、目標の実現に寄与することが
求められているのだ。

本書の意図は、第1巻と合わせて、目標の達成に向けた建築ガイドを全
世界に提供することである。17の章立ては各目標の国連による定義づけ
を示したうえで、その建築環境との相互関係を概説し、次いで建築的な
貢献を彩る既に実現した優れたプロジェクトの事例で構成されている。

その多くの事例は一つ以上の目標に関連しているが、ここでの目的は個々
の持続可能なプロジェクトの全体像を詳述することではなく、目標が建築
と関連している概要を理解することである。前述した通り、全てのケースは
実際に完成した建築プロジェクト、プランニング、構造等である。我々の望
むことは、これらの事例が、いかにして建築環境がそれぞれの目標に寄与
できるかについて議論を始めるためのきっかけを提供することにある。

この建築ガイド第2巻においては、各目標につき世界中から4～5の事例を
示した。それらは第1巻同様、建築家と建築がいかに目標の達成に寄与で
きるかを具体的に示すことができる、既に実現したものに限っている。本ガ
イドに掲げた各事例はすばらしい発想の源となり、注目すべきものだが、
建築環境がいかにして目標の達成に寄与できるかという問いに対する最
終的な解答ではない。なぜなら、それは一つの答えだけではないからだ。

目標の達成に向けて行動するには、地域の気候、文化、課題に適用され
るべき数多くの新たな答えが必要である。それも理念としてだけではな

国連17 の持続可能な開発目標に対して
建築が貢献できること

国連の17SDGs(Sustainable Development Goals)より持続可能な未
来に向けた国連加盟国の人々の願いを代表しています。

この目標は、全ての人々にとって、より良く、より持続可能な未来を達成
するために必要な、17の取組課題を定義づけている。そして、貧困、不平
等、気候変動、環境劣化、繁栄、平和、正義などといった、我々が直面する
グローバルな問題を明示している。それぞれの目標は互いに深く関連づ
けられ、誰一人として取り残されず、各目標を2030年までに達成できる
よう、全世界がこの重要な行動に今すぐ着手すべきことを求めている。

建築環境、プランニング、建築、およびデザインは各目標と相互に連動す
る。そして最も重要なことは、単に望ましいレベルや未来の可能性の記
述に留まることなく、世界中に実現した建物、施設群、都市の精査をすべ
きである。建築的な答えは既に至るところに存在し、持続可能なコミュニ
ティや生活の質の向上に貢献している。しかしながら、建築環境は現在の
課題、すなわちエネルギーや天然資源の主要な消費者としてその原因の
一部であり、建物の建て方によっては不平等をさらに悪化させ、健康を害
する恐れがある。

以上の理由で、デンマーク王立美術アカデミー建築学部デザイン・保存
学科建築技術研究所、デンマーク建築家協会、UIA（国際建築家連盟）国
連SDGs常置委員会は、目標の達成に向けて本建築ガイド第2巻を2020
年10月に作成した。第1巻は2018年に出版され、ともにデンマーク王立
アカデミーおよびUIAのウェッブサイトから自由にダウンロードできる。 
我々は、このガイドブックによって建築環境と目標との関係を明示し、建
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く、地上に実現し、実際に使われているものであるべきだ。このような建
物、まち、プランニングの実例を通して、その効果が環境および生活の質
の向上が達成できる実態を知ることができる。

本書は建築、プランニング、デザインの将来を形作る建築の学生、建築と目
標との間の関係性を理解することで彼らを支援する政治家、そしてこれか
らの総合的な課題に取り組むすべての市民、専門家、組織のために作られ
た。それは地球を保全しつつ、地域社会のニーズに応えることに他ならない。

本書編集委員会を代表して

編集主幹
Natalie Mossin (ナタリー・モッシン)
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この「誰一人として取り残さない」という誓いはUN17SDGsの全項目にか
かわる価値観であり、建築環境の全ての要素に深く関連する。その中心的
位置には、全ての建築、建物、団地、公的空間、そしてインフラがあらゆる
人々を包摂するようにデザインされ、建設されるべきことを意味し、とりわ
け阻害されることのリスクに特別な注意を払うべきである。

全ての建築はこの包摂性に寄与しなければならず、それにはデザインと建設の新
たな方法への取り組みが求められる。 私たちは最も遠くに置かれた存在の人たち
に最初に届くよう努力しなければならない。そして、貧困やその他の脆弱な状況に
暮らす人々を取り込み、同様に障害があり病気の人々、子供、青年、年上の人々、そ
の土地の人々、難民、迫害を受ける人々、移住者等のニーズに応えねばならない。

このことは、学校の主玄関を身体障害者がクラスメートと同様に使えるようなユ
ニバーサルデザインの原理に基づきデザインすること、公衆便所が全てのジェン
ダーにとって安全で使いやすくデザインすること、公共の空間や公園を貧しい生
活を送る人々にも平等に使える施設としてデザインすること、そして公共施設を
出自や宗教に拘わらず全ての人々にとって安全に使えるようにデザインすべきこ
となどを意味する。

真に持続可能な開発は「人権宣言」の中心的な価値を守り抜くことなしには実現
不可能である。すなわち、全ての人々が平等に扱われ差別されない権利である。
建築環境において、このことは建設するたびに、そして建築環境の要素を改良し
開発するたびに、誰が最も遠くに置かれた存在なのかを自問しなければならな
いということに他ならない。そして、我々が建てるものが脆弱な人々を社会から
遠ざけるのではなく、包摂することを推進するために、そうした人々に最初に届く
ことを自ら決めなければならない。

誰一人として取り残さない
Leave No One Behind

私たちがこの遠大な旅に出発するにあたり、「誰一人として取り残さない」
ことを誓う。人間の尊厳が根本的であることを認識しながら、私たちはこ
れらの目標とターゲットがすべての国々、人々、社会の構成員に向けられ
ていることを望みたい。そして、私たちは最も遠くに置かれた存在の人た
ちにまず届くように努力したい。¹

国内にあっては、すべての人々はその背景如何に拘わらず、生きるポテン
シャルを満たし、健康な環境の中で品位があり、尊厳に満ち、報われる生
活を過ごす権利と責任を持つ。このことは、目標とターゲットがすべての社
会的構成員にあてはまることを意味している。彼らの声を聴き、積極的な
参画が変化の要因となるように推進されなければならない。²

Leave no one behind に関しては、以下を参照。
https://unsdg.un.org/2030-agenda/universal-values/leave-no-one-behind

¹	 国連文書 “Transforming Our World: The 2030 Agenda for 	Sustainable Development”
 	 から引用
²	国連ニュースレター“Leaving no one behind” から引用
	 https://www.un.org/development/desa/en/news/sustainable/leaving-no-one-behind.html
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貧困をなくそう
あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ1

貧困とは、持続可能な生計を立てられる収入と資産が不足している状態
以上のことを意味する。そこには飢餓と栄養不足、教育やその他の基本
的な社会サービスへの限られた機会、社会的偏見と排斥、そして意志決
定への不十分な参加等も含まれる。¹

世界的に極端な貧困は改善しつつあるが、近年その速度は低下してる。 
その割合は 2000 年以来半分に減少したという事実にも拘わらず、収入
を上げ、苦難を和らげ、極端な貧困に生きる人々のレジリエンスを支援す
るには、さらなる多くの努力が求められている。²

1	 �国連SDGsから抜粋。以下参照  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/poverty/

2	 �国連SDGs資料集から抜粋。以下参照  
https://sustainabledevelopment.un.org/sdg1

建築が人々を貧困から救い出すことができるわけではありませんが、手
の届く価格の住宅や衛生、教育機関、医療施設、娯楽スペースの利用の
提供を通じて、建築環境が貧困の人々の生活に対する影響の大きさを
左右することが可能です。

建物のデザインやプランニングを通じて、建築家は低コストで安全かつ健全な建
物や住環境を開発することができます。その事例として、公営住宅制度、生活共同
組合、都市改良事業などが挙げられます。 

貧困をなくすという目標に建築家が貢献するための包括的な原理として、建物や
公共スペースは社会から取り残された人々や貧しい人々にも手の届く、利用しや
すいサービスを提供するのに役立つものでなければなりません。そのためには、
低コストの建築基準、自然光と自然換気、地元産資材の使用、利用可能な材料
の再利用を重視した新しい建築ソリューションが必要です。環境に対する害と
ならないような製品や材料を使って建物を設計する一方で、そのソリューション
の手ごろな価格も維持しなければなりません。さらに、構成、ランドスケープ・デ
ザインおよびプランニングは建築環境を現地の気候や地理的、文化的背景に適
合させ、周辺環境に敵対するのではなく、それと調和しながら、生活の質を高め
るものでなければならない一方、電気代などのランニングコストの節約などで住
人の手助けとなることも求められます。その一環として、開発事業に携わる建築家
は地域コミュニティと連携し、社会から取り残された貧困層の人々が自分たちの
属する建築環境における当事者意識を持つことができるように支援しなければな
りません。そのうえ、建築プロセス自体も、環境や労働者などのステークホルダー
を保護する条件の下で進められなければなりません。
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Origin/team
Aquitanis O.P.H. de la communauté 
Urbaine de Bordeaux (CUB)
Anne Lacaton & Jean-Philippe Vassal Architectes, 
Fréderic Druot Architecture, 
Christophe Hutin Architecture avec Julien Callot, 
Marion Cadran, 
Vincent Puyoo, 
Marion Pautrot
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Grand Parc
ボルドー市、フランス

取組課題
戦後多くの国々で予想もつかなかったほど多くの社会住宅プロジェクトが
あった。今日では当時の大規模な社会住宅群の質が低下し、社会的に不
名誉な烙印を押される事態に陥っている。安普請で建てられ、維持管理費
が高く、社会から疎外されたこの時期の社会住宅は、本来は基本的なアメ
ニティを付与できるはずだが、建築的な質の低さが大きな批判の対象と
なってきた。建築はこの問題に関わりを持つ一方、その変革をもたらすポ
テンシャルもある。 住人がこうした非難に左右され、この問題に厳しく対
処するために警察までが導入されることによって、立ち退き、解体、根こそ
ぎ除去されることが、決してこのような時代の遺産や住み手の課題に対す
る最善の策ではないことがますます強く認識されつつある。

事例の貢献概要
グラン・パーク計画には1960年代に建設された社会住宅3棟の改修が含まれて
いる。これはボルドーの4千以上の住戸からなる地域である「グラン・パークのま
ち」改修計画の一部である。当初解体が予定されていた計530戸からなる3棟が
改修されることとなった。本計画の財務方針は、基本構造に大きな手を入れず、
増築・増床に重きを置いた既存建物を更新する方針に基づいている。具体的に
は南側に面するファサードに温室を付加し、北側の外壁の断熱性能を改善する
ことなどが含まれる。この取り組みによって、全体的に建築的質および建物性能
の大幅な向上を実現することができた。この事例は社会住宅の更新がいかにす
れば経済的に実現可能で、各戸のグレードアップだけではなく、1960年代の大
規模社会住宅群について回る汚名を返上することに貢献できるかを示している。
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Venligbolig Plus
フレデリクスベルグ、デンマーク

取組課題
現在の住宅市場の状況は、都市域における住宅需要の増大とともに、価
格の上昇に圧力をかけている。このことは、低所得者層に対する低価格
でまともな住まいの建設を困難にしている。さらに、社会の経済力が都
市の高級化や近隣社会の分離を招き、社会的平等性の獲得に悪い影響
を与えている。したがって、社会的包摂性や都市の持続可能性を手にす
るには、建築家は低価格で小規模でスマート、かつ快適性や機能性に留
意した住宅をデザインしなければならない。

事例の貢献概要
Venligbolig Plusのコンセプトは、ONV 建築事務所と We Do Democracy に
よって開発されたもので、社会住宅会社KAB および FFB と、Venligbolig市とが
共同して建設された。Venligbolig Plus とはおおよそ「Friendly Housing Plus」
を意味し、社会の低所得者を対象とした新たなマイクロ住宅の類型である。2019
年に78人の学生と避難民が、この4階建ての3つの棟に計41戸からなる住宅に入
居した。戸当たり約50m²の41戸はそれぞれ2人を収容でき、各人の個室と共用の
厨房、居間と、トイレ、浴室、バルコニーがある。

この事例の重要なポイントは、いわゆる「バディスキーム」と呼ばれるもので、学生
の住人は日常的に避難民を幇助する生活を送る。 個人用の床面積は収納の上に
ベッドを上げることで最小限に抑え、コミュニティの交流が図れるように、異なる
大きさやレベルの空間の最大化を目指した。 建設費は壁式木構造のプレハブモ
ジュールシステムによって低く抑えられた。このモジュールシステムは持続可能
な建設を可能とし、建設期間や建設廃棄物を減少させ、品質管理を建設前から
始めることでミスや欠陥のリスクを減らすことができた。Venligbolig Plusのビ
ジョンは、デンマークのコミュニティとの物理的・社会的統合による避難民差別
の撤廃および社会的、文化的、経済的境界を越えた市民による受け入れの統合
であり、これはその成功事例である。

Origin/team
ONV Architects 
We do Democracy 
Frederiksberg Municipality 
FFB/KAB 
Øllgaard Rådgivende Ingeniører 
VEGA landscape 
Holte Projekt 
BM Bygge Industri

Photo: ONV arkitekter
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Origin/team
Gert Lüdeking, Architect maa, 
UN-Habitat Director a.i. (Ret.),
Geneva Humanitarian Affairs Office.
Project Coordinator: Yuka Terada.
National Officer: Jeremiah Ougo.
UN-Habitat Kakuma Office: Naoya Kuboshima, David Kaloki
Kitenge, Catherine Witt.
Implementation partner: Peace Winds Japan (PWJ),
Association for Aid and Relief, Japan.
UNHCR, the Kenya Ministry of Interior, Coordination of 
National Government and the Turkana County Government.
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Kalobeyei New Settlement
トゥルカナ郡、ケニア

取組課題 
過去50年の間に、増加し続ける難民の危機を招く問題が世界中に広が
った。サハラ砂漠以南のアフリカでは、難民の数が1970年の985,145人
から、2015 年には4,472,440人に増加した。この難民流入の急増によっ
て影響を受けた国々では地域開発が深刻な問題となり、人道的な支援
の必要性が増している。ケニアでは、難民人口の増加が難民と受け入れ
側のコミュニティとの間の軋轢も増大しており、新たな問題が発生しう
る状況を作り出している。

事例の貢献概要
ケニア北部にあるカクマ・キャンプの混雑を和らげる必要に応え、難民がより自立
できるように「統合的難民居留地コンセプト」が2015年6月に導入された。カクマ・
キャンプから30kmの位置にある 「Kalobeyei 新居留地」は、難民と地域の人々の
ために作られた統合的居留地であり、双方の自立を推進するという革新的なコン
セプトに基づいている。この新たな居留地コンセプトは単にカクマ・キャンプを拡
張するのではなく、計 6万人の難民と地域住民を収容できるように計画された都
市計画の取り組みを代表しており、都市計画、社会的・物理的インフラ、そして多
様な経済的機会等の要素で構成されている。

今日では、Kalobeyei は個々のシェルター、菜園、都市インフラ、太陽光発電街路
灯、市場、学校、病院および周辺農地からなる整然とした居留地であり、そのすべ
てを難民および地域住民が共に利用できる。このKalobeyei の取り組みは、物理
的および社会的インフラからなる物理的開発と、平等な所得および増収の可能性
のある経済成長の意図的な統合によって、広域Kakuma地域における繁栄を推
進するレシピであり、その有効性が証明されている。国連のUN-Habitat 報告書
によれば、Kalobeyei計画の実践から学べる最も重要な教訓は、難民と受け入れ
側コミュニティという多くの場合対立するグループ間の公平な成長を推進できる
こと、そして地域レベルの人道主義的かつ開発上の諸問題を橋渡しするための投
資の必要性を理解できることにある。
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Origin/team
Tatiana Bilbao Estudio, 
Mexico’s federal housing 
agency INFONAVIT, 
The State of Coahuila

Photos: Jaime Navarro 

Acuña Housing Prototype
アクーニャ郡、メキシコ

取組課題 
1億2千8百万人以上の人口からなるメキシコは、安価な住宅の不足に喘
いでいる。これは2001年時点の問題でもあり、国は郊外やニュータウン
に数百万人のための新たな住宅を作り出すという大胆な計画を打ち出し
た。そして約２千万人の人々が新しく低廉な住宅に入居したが、今日では
その質が貧弱で狭小となり、ニュータウンも社会的な力と独自性に欠ける
という事態を招いている。

事例の貢献概要
廉価な住宅を作るには、それが公的であれ私的であれ、建設費もまた投資家にと
っても安価であるべきだ。しかし、そのことは部材あるいはデザインの質が貧しく
て良いということを意味しない。アクーニャ市では、建築家タチアナ・ビルバオ女
史が2015年に発生したトルネードによってホームレスとなった23世帯のための
住宅を、従来とは異なる方法に取り組みながらデザインした。

ビルバオ女史は上記の住宅不足問題に対処するよう任され、アクーニャの住宅
計画は彼女の事務所による既往の計画、プロトタイプ、研究実験の成果に基づ
いている。この住宅は、拡張でき内壁を加えて分離した寝室等を付加できるモジ
ュールでデザインされている。建築材料は主としてコンクリートと木材で、内部
構造は木質パレットのようなリサイクル材を使用している。

以前のメキシコ流の住宅難に対する取り組みはひたすら数量に重きが置かれ、最
も安い価格で最も迅速に建てることに邁進したが、ビルバオ女史のチームは異な
るアプローチを取った。担当した建築家達は、家族や将来の入居者達に時間をか
けてインタビューし、そこから彼らの住まいに関するニーズや希望を抽出しより良
いアイデアを得た。その結果、完成した住宅は耐久性があるだけでなく、共用スペ
ースや屋外がコミュニティの姿を生み出すことが重要であることがわかった。 建
築家達はその後も家族を訪ね、将来の社会住宅計画に役立つデータを収集する
ためにインタビューを繰り返している。
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Origin/team
Urban Think Tank,
Alfredo Brillembourg, 
Ikhayalami, 
BT Section Site C Development 
Committee, 
City of Cape Town, 
Design Space Africa, 
The Swiss Re Foundation, 
Vhernier and Individual Donors, 
De Villiers & Hulme, 
ETHZ, 
Transolar, 
OKRA Landscape Architects, 
Arturo Brillembourg, 
Riverside Consulting

Photos: Urban Think Tank LLC

Empower Shack Housing Project
ケープタウン市、南アフリカ

取組課題
都市化は世界中の傾向であり、地球上の都市に大きなプレッシャーを
与えている。安価な住宅が不足していることによって、都市社会における
不平等を生み、そのコミュニティが持つ可能性を実現できない結果を招
いている。ケープタウンではアパルトヘイト後に制定された憲法がすべ
ての人々に「適切な住宅を手に入れる権利」を謡っているにも拘わらず、
この傾向が顕著である。

事例の貢献概要
ケープタウンの仮設住宅地 Khayelitsha は、上記のような多くの問題を抱えて
いる。そこには非衛生な下水道に加え、防火対策やまともな社会インフラが無
い。 このことは、住民にとって安全性や健康上のリスクが著しく大きいことを意
味する。Empower Shack計画は、こうした諸問題のすべてに総合的、持続的な
方法で取り組んだ、大胆なパートナーシップによる計画のプロトタイプである。

デザインはフレキシブルで、家族構成が増えるに伴って拡張できる複層構造であ
る。ユニットは小さなグループで構成され、建物の周辺により多くのユニットや共
用空間のある計画的なコミュニティを形成することが容易にできている。 またデ
ザインはモジュールに基づき、自分で建てられるような周辺で手に入る建材で作
られ、ユニット間の耐火壁で火災の危険性を最小化している。

さらにこの計画は、近隣やブロック内のユニットの配置をデジタル方式で設計で
きるように、オープンソースの設計ツールを導入している。 これによって、異なる
敷地ごとに自治体やコニュニティーが適切な全体像を手早く把握することができ
る。 この設計ツールには小口金融スキームも組み込まれており、住民は Empower 
Shackに建設するか増床するときに小口で倫理的なローンを組むことができる。 
住み手は現在この小口金融によって、部屋の大きさと世帯入手可能の評価に基づ
き、平均して建設費の14％を支払っている。
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第2の目標の詳細については、以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/hunger/

1	�国連 SDGs から抜粋。 詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/hunger/

いかにして我々の食糧をもっと持続可能な方法で栽培し、共有し、消費
することができるのだろうか。もし、それが正しくできれば、農業、林業、
漁業は全ての人々に栄養のある食糧を提供し、しかるべき収入をもたら
すことができる。その一方で、人間中心の地域開発を支援しつつ、環境
を保全することもできる。

しかしながら現在、土壌、淡水、海洋、森林、そして生物多様性は、急速に劣
化しつつある。 近年の気候変動は、我々が依存する資源に、干ばつや洪水
などのような災害を伴うリスクを増加させながら、さらなる負荷を与えて
いる。 地方に暮らす多くの男女は、もはや彼らの土地で収支を合わせるこ
とができず、就業の機会を求めて都市に流入することを強いられている。¹

飢餓をゼロに 
飢餓に終止符を打ち、食糧の安定確保と栄養状態
の改善を達成するとともに、持続可能な農業を推
進する

2

建築環境は、既存の生態系を保護し、食料生産地域の保全および拡大
を優先するプランニング、ランドスケープ、建築デザインを通じて食料供
給の確保に貢献します。

持続可能な農業を支える条件の整備は建物開発と一体の部分として進められ
なければならず、都市密度、厳しい気候条件、アクセスの制約などの理由から肥
沃な土地が稀少な場所では特にその必要性が高くなっています。プランニング、
ランドスケープ、建築デザインは、さまざまな規模での食料生産に適した土地利
用を促進する建築環境を整備することで貢献が可能です。 
その例として、都市型農業プロジェクト、難民のためのマイクロガーデン・イニシア
チブ、生産協同組合、再生ランドスケープ・デザインなどが挙げられます。さらに、建
築環境は開墾された土地や郊外の集落の他、密集した都市部においても、種の多
様性を維持および再構築するのに役立ちます。これは、現地の地理や気候条件、現
地に適応した作物を食料生産地域のデザインに取り入れて行う必要があります。 

食糧生産を目的とするエリアデザインは、マイクロ規模であるかそれ以上の規模
であるかに関わらず、極端化の進む気象や干ばつ、洪水といった気候変動に対
して強く、これにうまく対処できるものでなければなりません。また、現地の生産
エコシステムは木材やレンガなどの建築資材の生産と食料の生産の共存が可
能で、食糧生産が建築資材の生産とどのように作用しあっていくかを考えること
が重要になります。さらに、建物とランドスケープのデザインには、食料生産の関
係性と持続性を確保するために、食料生産エリアをデザインする際にエンドユ
ーザーを関与させる必要があります。
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Alaska Seeds of Change
アンカレッジ市アラスカ州、USA

取組課題
アラスカが購入する食糧の 95%は輸入に頼っており、食の安全性はこの
州の大きな問題である。過去何年もの間、商業規模の食糧生産を確保する
ための農地を開発する取り組みは、高い開発コストや土地管理の失敗と
いった多様な理由で成功しなかったが、その一方で都市開発によって郊外
に同州における最良の農地を作ることができた。そして補助的な農業、狩
猟、漁業が地方の食糧のかなり大きな割合を賄う一方、都市人口の大部
分は価格が高いだけではなく、供給が不安定な輸入食糧に依存している。

事例の貢献概要
アラスカにおける不安定な食糧供給の問題に応えるために、2012年時点で国の
平均の13倍に上る直接売買によって、地域における消費のための小規模農業の
開発が増大している。そして、公的および私的ファンドにとって、革新的な農業と
流通、教育と技能訓練、および能力の付与に関するより広い視野とまちづくりが
関心の的になりつつある。

Alaska Seeds of Changeは、労働力の開発プログラムであり、約30万人の人
口からなるアラスカ州最大の都市アンカレッジの中心市街地に位置する水耕栽
培の食糧生産施設である。最初の種は2016年に植えられ、現在では1500の「成
長する塔」、すなわち何千もの植物 （葉状植物、野菜、新鮮なハーブ等）を含む
垂直の柱で特徴づけられている。この施設は地域のコミュニティに向けたファー
マーズマーケットで売られる新鮮な生産物をもたらし、都市部にある飲食店にも
供給されている。さらに、地域の青年達を雇用し、新鮮な生産物を育て売るために
自立性とコミュニティの参画を促進している。このプログラムはシニアメンバーの
支援を受けた16歳から24歳までの若い青年によって運営されている。そしてこの
NPOは税金、調理、食事計画、そして予算などを含む自立した生活のための付加
的なスキルも提供している。

Origin/team
Alaska Seeds of Change is 
owned and operated by 
Anchorage Community 
Mental Health Services.
Ryan Witten, 
Greenhouse Manager, 
Alaska Seeds of Change,
Anchorage Community Mental 
Health Services
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Photo: Tiago Da Costa Vasconcelos
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La Caverne 
パリ市、フランス

取組課題
世界の人口は絶え間なく増え続けており、私たちの都市はその規模と人
口ともに急速に増大している。このことは、地球資源に熾烈な負荷を与え
ている。今日の我々の食糧生産システムは世界の人口を賄うには十分で
はなく、従ってこの状況は将来の世代の環境と可能性の両面で深刻な脅
威となっている。

事例の貢献概要
欧州における脱工業化時代の都市は、自動車のためにデザインされたインフラ、
すなわち高速道路、駐車場、地下駐車施設で溢れ、多くの都市空間を占有し、お
そらく第二次世界大戦後における経済成長の効果的な反エコシステムとしての
近代的都市計画の手法によって、負の結果を招くに至っている。

今日、欧州の都市ではカーボン・フットプリントを減らし、人間のための都市となる
ようなエコロジカルな変革に取り組んでいる。いくつかの都市では、環境汚染を最
小化し、自転車や歩行といった持続可能な交通手段を推進するために、中心市街
地への自動車の乗り入れを禁止している。この変革によって、都市にコンクリート
の自動車専用インフラが放棄されたまま取り残されることになった。

パリでは、若い農民が自治体の支援を受けてこうした使われなくなった構造体
を利用し、都市農園を作っている。シャペル地区の低所得者コミュニティに放棄
された地下構造体に、サイクロポニック計画によってLa Caverne、すなわち「地
下貯蔵庫」を意味する地下農地を作り、有機キノコや有機野菜を栽培している。 
この農園の産品はファーマーズマーケットで売られ、上階に住む社会住宅の住
民にも安価で提供されている。Cycloponics 社はその考え方をその他の放棄さ
れた地下空間に拡張し、持続可能な地域産食糧と雇用を同時に生み出している。

今日、都市農園は我々の食糧の20%を生産しており、このLa Caverneは高密度
な都市のなかにあっても、いかに普通とは違った場所が持続可能な農業のための
スペースになり得るかを示している。

Origin/team
Cycloponics, Lita.co, 
LaNef Société coopérative 
de finances solidaires, 
Agricultures & Territories 
Chambres d’agriculture, 
ECO Cert Photos: ICF La Sabliere - Cycloponics
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Micro Gardening in Refugee Camps
コックスバザール市、バングラデシュ

取組課題
不安、虐待そして気候変動に係る自然災害による移住は、世界的に拡大
する問題である。 多くの場合近隣地域の貧しく、狭小あるいは無味乾燥
な敷地が貧弱な財源で難民用のシェルターとなっている。難民とホスト
コミュニティの双方が、増大する人口と地域の自然資源に対する高まる
需要が原因で、栄養失調と貧困を被るリスクに直面している。

事例の貢献概要
バングラデシュのロヒンギャ難民キャンプはこの数年の間に人口が約30 万人か
ら120万人に拡大し、地方自治体、国連、NGOがテントやインフラ、衛生設備を
設置した。世界にあるその他の多くの難民キャンプと同様、この過密なキャンプ
は隣接するコミュニティとフェンスで遮られ、極めて狭小なスペースしかなく住
民の生活レベルを改善する余地も殆どない。栄養失調に対処するために、NGO
は Micro Gardening Kit をベーシックな食糧配給とともに、難民と近隣コミュ
ニティに配分している。

FAO (UN Food and Agriculture Organization:国連食糧農業機関)とIOM 
(International Organization for Migration: 国際移住機関)はバングラデシ
ュ政府の農業拡大省とパートナーシップを組み、2018年初期にこのキットを開
発し、難民キャンプに2万6千、ホストコミュニティに 3万6千に及ぶキットを届け
た。この配分はコミュニティ間の支援のバランスを改善することを意図し、同時に
実施された。このプログラムはまた、ホストコニュニティへの農業支援の大規模な
発表会を伴い、そこには機械化、トレーニング、自治体スタッフ能力開発、灌漑、温
室、収納施設が含まれている。

キットには鉄分が豊富なホウレンソウやカボチャ等の様々な植物の種、コンポス
ト、鋤、潅水用の缶、湿った季節に腐敗を防ぐ防水の60㍑食品容器ドラム、そし
て個々のテントやシェルターの縁の12インチの空間に生産管理をする方法に関
する 1時間の個別指導プログラムなどが含まれている。それに加えて、屋上やテ
ントの間に生育する植物は、蒸発によって僅かに気温を下げ、微気候を改善す
るのにプラスの効果がある。

Origin/team
Initiators of The Micro Gardening Kits initiative: 
UN Food and Agriculture Organization (FAO), 
IOM, Bangladesh Department of Agriculture 
Extension ¹ 

Photos: Natalie Mossin
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The Rwanda Institute for 
Conservation Agriculture (RICA)
ガショラ郡、ルワンダ

取組課題
ルワンダは 1 km² 当たり441人を超えるほど人口密度が高く、2050年ま
でにその2倍に達するとみられている。この成長は、急速な土地開発に拍
車をかけ、農地を入手することが困難になっている。ルワンダは国民を支
えるのに十分な食料供給が追い付かず、農業生産のラジカルな変革なし
には国の大きな課題となる。

事例の貢献概要
ルワンダ農業保全協会 (The Rwanda Institute for Conservation Agriculture: 
RICA) はルワンダにおける農業に革命を起こすことを目標にしている。 そのコン
セプトは Howard G. Buffett 財団が着手し、農業保全、すなわち持続可能性と
高度な生産性を結ぶ長期的な農業の取り組みの次世代のリーダーを育成する
役割を負っている。

RICA のキャンパスデザインには、協会のためのランドスケープ、住まい作り、教育
空間、穀物倉庫、そして加工所が含まれている。 キャンパスを縦断するように置か
れたそれぞれの教育棟は6つの異なる植物と動物に基づく農業会社の一つが割り
当てられており、学生は協会での3年間を通してそれらを学ぶことに取り組んでい
る。彼らは卒業すると農場を作ったり、さらに学業を続けたり、人に教えたり、あるい
は保全農業をより深く研究したりして、ルワンダ農業の未来を切り開くことになる。

RICAは世界で初めての気候にふさわしい学校キャンパスを一から立ち上げるこ
とに苦心している。このキャンパスはすべてグリッド状を描くのではなく、持続的
な太陽発電によっており、プロジェクト自身で賄う炭素排出量のオフセットを超
えた広大なランドスケープと住居改修スキームを伴っている。またその全サプラ
イチェーンも考慮された。すなわち、建設段階に含まれる炭素排出量が算定さ
れ、建材の95%以上は地域産で、その加工も地域あるいは現場で行われた。この
ヒト、動物、環境の相互関連を留意した取り組みは 「One Health」 と呼ばれ、ル
ワンダにおける健康で持続可能な独立性を獲得する RICA のミッションを支え
ている。One Health によって、RICA は共生的でエコロジカルな農業関係性と再
生の原理を結び付け、より多くの収穫高やより豊かな生物多様性、使用後の廃棄物
の流れ、健康な土壌、清潔な水を手に入れいる。

こうして、One Health の取り組みに基づくカリキュラムとキャンパスデザインと
ともに、RICA はやがて農業の実験的教育、研究、保全において、世界のリーダ
ーとなることを望んでいる。

Origin/team
Rwanda Institute for Conservation Agriculture, 
The Howard G. Buffett Foundation, 
Government of Rwanda, 
University of Nebraska Lincoln, 
MASS Design Group, Arup, 
Remote Group

Photo: MASS Design Group 
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Rooftop Garden at 
ARTS Group Headquarters
蘇州市、中国

取組課題
およそ半分の人口が都市に住み、将来はその割合がさらに増えることを
考えれば、私たちの食べ物を都市域でもより持続可能な方法で育て、共
有し、消費する手立てを発見すべきである。蘇州市にあるオフィスビルの
屋上農園は、規模は小さくとも、いかにデザインが大都市における地域の
食糧生産に寄与できるかを提示している。

事例の貢献概要
ARTSグループは蘇州にある建築設計事務所である。 このまちは中国の伝統
的な庭園で知られ、今日では上海と密接に結びついた工業都市となっている。 
ARTS グループの本社ビルは地域独特な古い建築文化と近代的な文化を結合
し、外側から内側すなわち動きから息抜きに向かう変化を和らげている。 具体
的には、20階建ての高層ビルにあって、3階ごとに天井の高い内部菜園があり、
各階の間の垂直的な繋がりを結んでいる。6階建てのウィング棟では、この庭園
には螺旋階段で行くことができ、従業員も来訪者も豊かな屋上菜園をそこから
上って楽しむことができる。  

この緑化屋根は、従業員に持続可能に生産された野菜、温水のためのソーラーコ
レクター、余暇のためのオープンスペースを提供し、その結果福祉を向上させ、健
康な業務環境をもたらしている。 栽培の伝統をオフィスビルに持ち込むことで、こ
のデザイン計画は、従業員が自主的に植物を育て、収穫と栽培の知識を共有するこ
とで彼ら同志を結びつけることにも役立っている。 屋上菜園はプロの農業者から
のアドバイスによって作られ、そこには潅水用の雨水貯留システムも含まれている。  

こうして、時折食糧を社員食堂に分配できるほどの収穫がある。 このようにして、
本ビルのユニークな緑の都市空間は、従業員に持続可能な食糧生産と太陽エネ
ルギー利用の利便性を教える一方で、緑あふれる業務環境をも提供している。

Origin/team
ARTS Group Co., 
Guida Moseley Brown 
Architects. 
Material provided by 
China Academy of 
Building Research 
and Guida Moseley 
Brown Architects

Photo: Guida Moseley Brown Architects

Photo: China Academy of Building Research
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目標3に関する詳細は、以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/health/

1	�国連報告書「なぜそれが重要なのか」～健康と福祉～PDF
2	国連SDGsから抜粋。詳細は以下参照。  
	 https://www.un.org/sustainabledevelopment/health/

年齢を問わず全ての人々の健康な生活を確保し、福祉を推進することは、
豊かな社会を形成する上で重要である。近年人々の健康と福祉は改善に大
幅に改善されてきたが、医療を受ける上での不公平はいまだに続いている 1

広範な病気を完全に根絶し、多様で執拗に顕在化しつつある健康問題に
取り組むために、より多くの努力が必要である。医療システムの構築や、衛
生設備と衛生状態の改善、より効果的な投資、気軽な医師の診断、環境汚
染を減じる方法の助言等に注力することは、大勢の人々の命を守る上で、
大きな進歩を遂げることに役立つ2

すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康な生活を確保し、
福利を推進する3

建築は、人々の健康と福祉を支える建築環境を整えるうえで重要な役割
を果たしています。医療制度、公衆衛生、清潔な生活へのアクセスは、健康
的な生活や病気の蔓延の抑制において大きな役割を果たしており、それ
は公共スペースや職場におけるソーシャルディスタンスの確保を可能にす
る空間計画についても同じことが言えます。 

さらに、ほとんどの人は生活の大半を屋内で過しており、室内気候が健康に影響を
与える要因のひとつとなっています。よって、建築デザインは光や音響、空気の質、
放射線や脱ガスへのエクスポージャーなどに関して、健康的な室内気候を実現す
るものでなければなりません。これはすべての建物で重要なことですが、特に病院
のような弱い立場の利用者がいる建物ではその重要性が増します。さらに建築
デザインは、環境にとって有害な材料や物質の使用を避けなければなりません。 

病気の伝染や疾患は、多くの場合は建築環境内で起こります。建築デザインや住
環境および都市部のレイアウトは、新型コロナウイルス感染症などのウイルスおよ
び細菌に対する露出や病気の蔓延を抑えるためも重要です。 

さらに、インフラ、医療機関、都市部のデザインは市民が運動をする機会にどれ
だけ恵まれるかにも影響を及ぼします。したがって、建物、住環境、都市部は人々
の身体活動を可能にし、これが促進されるように計画される必要があります。都
市のレイアウトは、例えば交通事故などのリスクにも影響し、これもデザインで
対処することが可能です。

建築の健康との関わり方は実にさまざまで、その例として、マラリアの感染リス
クを低減する住宅、患者コミュニティのための建物、公共空間のデザインなどが
挙げられます。
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The Star Homes Project
ムトワラ郡、タンザニア

取組課題
サハラ砂漠以南のアフリカは、今後数十年間に世界の人口増加の殆どを
占めるとみられ、2050年までに10.5憶人が増えると予測されている。この
ことによって、数百万戸の新規住宅建設が必要となる。この暑く湿度の高
い地域の新築住宅は、通常平屋の通気が悪いコンクリートブロック造り
で、住み手の家族を各種の予防可能な疾病にかかり易い室内環境に晒
している。通気性能が極めて悪いために室内気候が暑くなりがちでハン
モックも使いづらく、マラリアが伝染しやすい。また、不十分な換気の調
理によって多くの女性が呼吸器系の感染を患い、水供給の不足や衛生
設備の不備によって家族、特に子供や高齢者が腸疾患感染を招きやすい。

事例の貢献概要
近年の科学的組織の多くが、適切にデザインされた住宅はいくつかの病種に対
して多大な効果をもたらし得ることを発表し始めている。この「Star Homes計
画」は、タンザニアにおける家族の健康に対して改善された住まいの効果を調査
するための臨床実験である。現在ムトワラの全地域に分布する60の村に110戸
の屋外便所付き改良住宅が建設中で、住み手の健康が3年間にわたって440戸
の対象住宅の住み手と比較されることになっている。

住宅のデザインは、マゴダ計画と多くの場合高温多湿の気候に適応した東南アジ
アの伝統的な住まいから発想を得ている。また入口のベンチや平面計画はムトワ
ラ地域の伝統住宅からの着想である。それに加えて、設計チームはCFDのような
反復パラメトリック・モデリングおよび環境シミュレーション技術を用いて、室内
の快適性や無煙ストーブのような個々の要素のデザインを改善した。住宅のデ
ザインは、マラリアや呼吸器系感染や腸疾患の罹患率の低下を目指している。た
とえば、寝室は上階に上げられ、室内温度を下げ、ハマダラ蚊の侵入を防ぐため
の大きな通気性のある開口部を備えている。この計画は、建築家、医師、社会学
者、昆虫学者、および地域コミュニティのリーダーと利害関係者からなる分野を
超えたチームによって開発された。

Origin/team
Jakob Knudsen, Royal Danish Academy – Architecture, 
Design, Conservation
Lorenz von Seidlein, Mahidol Oxford Research Unit 
Hannah Wood and Otis Sloan Brittain, Ingvartsen
Salum Mushamu and Catherine Khabuka, CSK
Steve Lindsay, Durham University & London School of 
Hygiene and Tropical Medicine
Jacqueline Deen, University of the Philippines – Manila
Arnold Mmbando, Ifakara Health Institute
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Bayalpata Hospital 
アチャーム郡、ネパール

取組課題
地方に暮らす人々にとって、医療を受けることには大きな制約がある。 ネ
パールではそれが遠隔地にあること、インフラが貧弱で高価なこと、そし
て通信手段が旧式であることが、多くの死者の原因となっている。WHOは
医者と患者の割合が 1:1,000 であることを奨励しているが、首都のカトマ
ンズで 1:850 あるのに対し、地方ではやっと 1:150,000 にしかすぎない。 
地方における人口は 81% を占め、より多くの医療施設と質の高いスタッ
フに対する需要が大変大きい。

事例の貢献概要
新しく作られた Bayalpata 病院は、ネパール政府とNGO の Possible Health 
との公私共同によって着手された。それは、ネパールでも最も貧しく遠い地域の
一つであるアチャーム郡にあり、患者は医療を受けるために何日もかけて徒歩
で通わなければならない。したがってその目的は、ネパールの地方で母子の死亡
率が最も高く、寿命が最も短いアチャーム郡にあっても、通いやすく無料の医療
施設の整備が可能であることを証明することである。

この施設群は一つの村のようにデザインされ、個々の建物はヒューマンスケール
で、屋外の公共空間に囲まれている。 そのデザインは、患者やその関係者がくつ
ろぎやすいように、伝統的なネパール建築に基づいている。建設費とカーボン・フ
ットプリントを最小化するため、建築家は地域で手に入る土と砂利を主な材料と
した版築（はんちく）構法を導入した。 版築は労務費が安いネパールのような国
ではコストがかからず、コンクリートよりカーボン排出量が少なく、熱容量が大き
いため暖冷房負荷が小さくて済む。 また地産の建材は輸送コストも低く、地域の
労働力を活用できる。この病院の電気は主に太陽光発電で賄われ、自然換気に拠
っている。以上によって、建設およびメンテナンスの両面にわたってカーボン・フッ
トプリントが小さい建築が実現した。

この新しい病院には、スタッフと遠くから通う患者や関係者のための宿舎も用意
されている。こうして、今ではアチャームとその周辺の山岳地域から来院する年
間10万人以上の患者の治療にあたっている。

Origin/team
Sharon Davis Design, 
Office of Structural Design (OSD), 
Ethicons-EWES J/V, 
Subedi-Associate J/V, 
Transsolar Climate Engineering, 
SunFarmer, 
eDesign Dynamics (EDD), 
XS Space, 
Possible Health

Photos: Elizabeth Felicella
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GAME Streetmekka
ヴィボルグ市、デンマーク

取組課題
スポーツ施設の不足やスポーツクラブの高額な会費は、デンマークの子
供達がデジタルの遊びが気軽にできることもあり、都市域の若年層に健康
上の問題を引き起こしている。特に青年期における身体的な運動不足は、
生活習慣的な病気や肥満の原因となり、社会的な悪影響をもたらす。この
ような影響の拡大はスポーツをし、その他の身体的活動をすることによっ
て抑制することができ、体力を増進し、人と会う機会を増やし、社会やコミ
ュニティづくりに貢献できる。

事例の貢献概要
GAME とは路上の文化や運動や活動によって社会的変化を作り出すことを目的
とする NGO である。この組織は若い人達が 「Playmaker」すなわち彼ら自身の
コミュニティのなかで模範となるトレーナーになれるよう教えている。

GAME Streetmekka Viborgは、空き家となった工場を路上のスポーツ、文化、
アートのためのカルチャーセンターに変えた建物の中に作られた。既存の建物
は、1960年代の一般的な工場建築で、欧州の郊外に何千と建てられたプレハ
ブコンクリートパネルあるいは波型金属板による典型的な建築と同様である。

担当した建築家は既存の工場から二次的な壁面や設備を取り払い、スケートボ
ードで高く飛ぶ競技ができる天井の高い巨大なオープンスペースを生み出した。
各隅部でフルオープンの水平窓が周辺のランドスケープに対して開放し、内部と
外部の遊び場やスポーツフィールドの流動的な空間体験ができるようになった。

GAME はデンマークの4つの都市に新たな Streetmekka をオープンしたが、ガ
ーナ、ヨルダン、レバノン、ソマリランドにおいてもその実践に取り組み、それぞれの
地域で Playmaker を育成した。その教育は、能力開発、ライフスキル、チームワー
ク、ジェンダーの平等、市民社会のテーマに的を絞っている。GAME Playmaker 
は、主流から外れたコミュニティにおいて模範であり、GAME が前進する社会的
変革のための重要な存在となる。

Origin/team
EFFEKT, 
Viborg Municipality, 
Realdania, 
Lokale- & Anlægsfonden, 
TrygFonden, 
NordeaFonden, 
GAME, 
Beaver Concrete, 
BOGL, 
Thomas Andersen, 
Jonathan Linde, 
Bjørn Isager, 
Lars Pedersen, 
Nørlum

Photos: Rasmus Hjortshøj
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LightPathAKL 
オークランド市、ニュージーランド

取組課題
我々が都市を計画する手法は、健康に大きな影響を与える。糖尿病を患う
人の3分の2は都市に住み、肥満がⅡ型糖尿病の最大の改善可能な原因で
ある。したがって、我々は彼らが健康な生活を送れるように運動のための
公共空間を整備するだけでなく、都市を計画し建設しなければならない。 
ソフトな交通のためのインフラを整備しサイクリングや徒歩を市民の日常
生活の一部となるようにすることは、行動的なライフスタイルの鍵となる。

事例の貢献概要
オークランドでは不要になった高速道路の700mが市街地内のサイクリングル
ープを完成させる自転車用道路に変身した。この計画は、都市内自転車道路計
画の一部であり、ニュージーランド交通局、オークランド市、オークランド交通が
共同し、同市のソフトインフラを強化する政策に従って実現した。改良され連結
されたサイクリング道路と、小学校レベルまでさかのぼる未来のサイクリストの
教育によって、サイクリングはニュージーランドの数都市において最も普及の早
い交通手段となった。

LIghtPathAKLのデザインの意図は、サイクリング道路およびアーバンアートとし
ての機能を支えるハイブリッドな空間を生み出すことであった。マオリ人アーティ
ストのKatz Maihiはチームの一員で、物語、ふれあい、場所性を計画に浸透させ
た。建築的にはこの計画を実現するにあたってマクロとミクロ、すなわち都市およ
び個人のテーマを同時に取り組まねばならなかった。

かつての高速道路は非常に鮮やかで目を引くピンクの樹脂骨材表面材でコーティ
ングされ、オークランドの都市域内で動き、スピード、向上心を示すために、インパ
クトのある大胆な提示を行っている。 センサーで制御された300基のLED ライト
ポールが道路の都市側に背柱のように並べられ、利用者の動きの変化するパター
ンと強弱に応答する、生きた息遣いを感じられる都市の光の彫刻となっている。

Origin/team
Monk Mackenzie Architects + LandLAB,  
GHD, Katz Maihi, iion, 
Hawkins Construction, 
New Zealand Transport Agency, 
Auckland Council and Transport
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Port Sudan Paediatric Centre 
ポートスーダン市、スーダン

取組課題
スーダンは 1983年以来の市民に対する高額な費用がかかる継続的な
医療問題の結果を耐え忍んできた。今日では経済危機にあり、医療人員
が無料の医療サービスが大変不足していて、人口の大部分が医療を受け
にくい状況に置かれている。5歳以下の子供の死亡率は生児出産者1000
人に対して 60.5 に上り、スーダンは192ヵ国中166番目となっている。

事例の貢献概要
「Port Sudan Paediatric Centre （小児科センター）」は 2012 年に開設さ
れ、80万人以上の人口の地域にあって、14歳までの子供が無料の医療を受けら
れる。 これまでこの地域の公立病院は貧弱な状態にあり、高額な私立の医療施
設はそこに住む人々の大半にとって経済的に受診は不可能である。

この小児科センターは、設計事務所TAMアソシエイトによってデザインされ、18床
の病棟、サブ集中治療室、3つの小児科クリニック、薬局、診療サービス、そして中
庭からなる平屋の病院である。地産の建材や地域の技術を活用し、冷房は自然換
気と日陰に拠っている。 それによって、エネルギー効率が非常に高いと同時に、工
事費とメンテナンスコストを低く抑えることができる。

この子供センターは、戦争や貧困の犠牲者に医療支援を提供する目的で1994
年にイタリアに設立された独立したNGOのEMERGENCYが建設した。そこで
は子供達に高水準の治療を与えるだけではなく、医療の奉仕活動のセンターと
して役立っている。クリニックのプロは Health Promoter と呼ばれ、地域のコミ
ュニティを往診し、生命を守るのに必要不可欠な栄養、応急手当、衛生に関する
情報を与える。 また、ポートスーダン看護学校と共同して、地域のスタッフの訓
練と教育を行っている。

本センターは毎月約100人の子供を受け入れ、そのうち89%は5歳以下である。 
そして国際基準に基づき、スーダン厚生省と共同して予防接種プログラムを完
了することができる。

Origin/team
EMERGENCY NGO, TAMassociati, 
EMERGENCY NGO - Building and Technical Division, 
Government of Sudan.
Government of Italy. 
Private sponsors. 
The Paediatric Centre in Port Sudan was built in part 
thanks to the contribution of Massimo Grimaldi, an Italian 
artist who donated the cash prize won at the international 
contest MAXXI 2per100.
Climosfera srl (mechanical/services engineering), 
INGECO srl (structural engineering), 
Roberto Crestan (site engineering).
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Photo: Courtesy of Massimo Grimaldi and EMERGENCY NGO



目標4の詳細は、以下を参照されたい  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/education/

1	国連 SDGs から抜粋。詳細は以下参照  
	 https://www.un.org/sustainabledevelopment/education/

質の高い教育を得ることは、持続可能な開発を創出するための基盤であ
る。生活の質を改善することに加えて、あらゆる人々を受け入れる教育は、
世界の最も重大な問題に対する革新的な解決を見いだすのに必要な手
段を、地域の人々に与えることができる。

質の高い教育が不足している原因は、十分に訓練を受けた教師が足ら
ないこと、学校施設の貧弱な状況、地方の子供達に提供されるべき機会
に係わる公平性の欠如などにある。貧困家庭の子供達に質の高い教育
を与えるには、奨学金や教師の育成ワークショップ、学校建築、学校に引
かれる水道や電気の改善等に投資することが必要である。1

質の高い教育をみんなに
すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する4

学校や教育施設は、私たちの未来への投資の中で非常に重要な部分を
占めています。 

難民キャンプや仮設住宅（インフォーマルな居住地）、農村地域であろうと、学校や
教育へのアクセスが子どもの未来を決めます。学校や大学などの教育機関ではいず
れも、生産性の高い学習環境を実現するための建築デザインが求められます。しか
し建築には、社会的に疎外されている子どもや特別なニーズを持つ子どもを含むす
べての子ども、ならびに従来の校舎を維持するための資源が限られていたり、既存
の学校制度へのアクセスが限られていたりするコミュニティのための手ごろでアクセ
スのしやすい、包括的な教育ソリューションを生み出すうえで担うべき重要な役割
があります。貧困層や社会から疎外されたコミュニティの子ども、女性や障害を持つ
子どもを置き去りにしてはなりません。そのためには、アクセスがしやすく、すべての
生徒のニーズに応える建築ソリューションが求められます。

この例として、マイノリティや社会から疎外されたグループのための学校施設、子
どもが勉強しながら地元のコミュニティにいることができる学校、特別なニーズを
持つ子どものための学校などが挙げられます。 

建築環境はさらに、建築物、住環境、都市部の持続可能な機能に関して、利用者と
職人の両方に対して訓練の機会を提供することができます。開発の過程だけでな
く、使用の過程においても建物や公共施設は持続可能な使用文化と相互作用し、
その促進にも役立つ可能性があります。 

初等教育のレベルにおいて持続可能な設計やものづくりに関する知識を深めるこ
とが、将来の持続可能な開発を積み上げるうえでの鍵となります。
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Fuji Kindergarten 
ふじ幼稚園
東京都立川市、日本

取組課題
社会の持続可能な発展を確実なものにするには、子育ての拠点として、乳
幼児の就学前教育環境の整備が重要であり、こうした施設には様々な形
で働く親が子供を預けるので多様なあり方が求められる。立地特性から
園児が遊び回るのに十分な屋外空間を確保できない保育園や幼稚園が
散見されるが、子育ての一端を担う施設として、幼児の創造性を育む環境
をつくり出す工夫が必要である。

事例の貢献概要
「ふじ幼稚園」は、就学前の子供達のための理想的な環境としてデザインされて
いる。モダニストによる典型的な子供施設は、教員やスタッフが効率良く働ける場
として設計されてきたが、ふじ幼稚園ではすべてを子供のスケールに近づけ、園児
の自由な行動を誘う開放的な空間となっている。園庭側の天井高は2.1 mに抑え
られ、流し台のような設備も子供たちに適した高さに設置されている。

建物の円形の構造は内部と外部が開いたランドスケープで繋がり、施設に入園し
ている600人の子供達全てが使いやすくできている。その中の園庭には既存のケ
ヤキの木が残され、円形の木製デッキの屋根を貫くとともに、かくれんぼができる
木陰を生み出している。その屋上では、子供たちが原っぱや野山を走り回るように
行き止まりのない追いかけっこや、木登りをし、水遊びができることで子供達の五
感を豊かにしている。これらのすべてが、体験による学びは教えることができないと
いう理念に基づいている。そして安全な環境の中で一緒になって冒険ができるよ
う、子供達の好奇心を刺激することが意図されている。

ふじ幼稚園では遊び場におもちゃはなく、建物とランドスケープそのものが豊富
な遊びの機会を提供している。内部には固定された壁はなく、スタッフが持ち運
べる大きさと重さの箱や引き戸やキャビネットを動かし、フレキシブルに区分でき
る。 この自由なプランは独立性と共同性の両面を促進し、クリーンで静かな園内
のために子供達がじっと座り続けることがない。発注者（加藤積一）と建築家（手
塚建築研究所）が生み出した他に類を見ない魅力的な幼稚園である。

Origin/team
Tezuka Architects, 
Takenaka Corporation
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Children Village 
トカンティンス州フォルモサ・ド・アラグアイア市、ブラジル

取組課題
世界中の村や地方は、中心市街地向かう人々が移動した結果を体験して
いる。こうした人口減少の結果として、学校のような公共サービスが閉鎖
され、親は教育の機会を確保するために子供を遠く離れた場所に送らざ
るを得ない。 こうした状況は、ブラジルの中央部で非常に深刻で、その多
くの人々が生き残る苦難に直面しており、子供たちを学校に通わせる手
段も持っていない。

事例の貢献概要
この「Children Village （子供の村）」は通学学校と全寮制学校の連合体で、 
Bradesco 財団が資金を提供し設置された。ここでは質の高い教育がブラジルの
諸地域の低所得家族から来る800人の子供達に無料で提供されている。

この学校は大規模な教育施設というよりは、小規模な居住ユニットのある一つ
の小さな村としてデザインされ、周辺の自然や地域コミュニティと密接に結びつ
いている。

この計画の目標は、生徒のために彼らの実家やコミュニティから離れた一時的な
住まいのような学校を創ることであった。従って、担当した建築家たちは生徒や教
員や地域の代表者と非常に密接な関係を構築しながら仕事をし、子供たちのスケ
ールに合った創造的なデザインと建設プロセス、そして地域の建材と技術を活用
したバナキュラー建築の理解に焦点を当てた。

建物の構造は木造プレハブのモジュールでできており、屋根は軽量鉄板、壁は
地域産の日干し圧縮煉瓦を使用した。 そしてブラジルの伝統的な建築の解釈と
自然との密接な関係性の理解は、軽く透明で見るからに居心地の良さそうなデ
ザインに反映されている。

Origin/team
Estúdio Gustavo Utrabo, Pedro Duschenes, 
Rosenbaum, Fundação Bradesco, 
Ita Construtora, 
Raul Pereira Arquitetos Associados, 
Lux Projetos Luminotécnicos, 
Meirelles Carvalho, Ambiental Consultoria, 
Lutie, Inova TS, Metroll, 
Rosenbaum e o Fetiche, Fabiana Zanin
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Glasir – Tórshavn College 
トースハウン市、フェロー諸島

取組課題
辺鄙な国や地域はその中心に教育施設が集中している結果、いわゆる「頭
脳流出」に苦しんでいる。若人が質の高い教育を受けるために、実家や、生
まれ故郷や、母国をさえ離れる選択を迫られるか、あるいは地域で与えら
れる限られた教育水準や分野に仕方なく我慢せざるを得ないことがある。

事例の貢献概要
小国であるフェロー諸島では、政府が首都のトースハウンに学際的な大学の創設
に投資することを決めた。これはフェロー諸島の歴史で最大の建設計画で、国の
将来の教育環境への大規模な公共投資の一例である。

大学の理念は3つの異なるタイプの高等教育、すなわち工科大学、商科大学、フ
ェロー諸島高等学校を、一つの大きなキャンパスに統合することであった。 こう
して個々の大学の学生は、それぞれが最新の設備に投資できる開発資金をプー
ルすることで、アップグレードされた近代的な教育環境を獲得した。

それぞれの大学は学生が固有の専門職の強固なコミュニティを創り維持できる
ような大きさの建物を持つ一方、それぞれがキャンパスの中央にあり、誰もが出
会うことのできる大きさのプラザである垂直アトリウムを介して結ばれている。

この中央プラザは、計画の物理的かつ理念的な核であり、学生、大学、そして異な
る分野間の交流が花開く空間である。

Origin/team
BIG - Bjarke Ingels 
Group, Landsverk, 
Mentamálaráðið, Fuglark, 
Lemming Eriksson, 
Martin E. Leo, 
Sámal Johannesen, 
KJ Elrád
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Origin/team
HKS Architects
ASID Foundation Transform Grant
Lane Tech Alumni Association
Sean Ahlquist (University of Michigan)
OUVA
Mohawk

The Sensory Well-being Hub
イリノイ州シカゴ市、 USA

取組課題
社会が集中化するにつれ、小規模な学校は多くの場合閉鎖されるか、一ヵ
所にある最も高い水準の教育の学校に可能な限り多数が統合される。こ
うした傾向にはコスト削減や先駆的方法への容易なアクセスなどの多く
の長所がある。しかし、大規模な公立学校の場合、教師や事務スタッフは、
生徒が特に知覚発達障害の問題を抱えている場合、一人ひとりの子供た
ちのニーズまでは把握できない恐れがあり、大規模な学習環境が子供達
のスケール感を逸脱しがちである。 特別なニーズのある子供達に適切な
学習施設を与えることは、世界的な課題である。

事例の貢献概要
Lane Tech College Prep High School にある Sensory Well-being Hub は、
知覚発達障害を持つ人々の健康や長期にわたる可能性を改善する目的で作られ
た小さなスペースである。この公益的な計画は、自閉症や発達障害を患う学生達
が知覚ストレスから回復し、教室学習に再集中し得るための支援を目指している。

既存の教室の中に作られたこのHubは、心の平静さを取り戻し発見する場所で
ある。この空間は着脱可能なフレーム構造と移動可能な2つのパーツ、すなわち
興味をかき立てる可変の工芸品を展示できる壁モジュールと、「知覚の繭」と名
付けた騒音や光やその他の刺激要因を和らげ、静逸な環境を創り出せる可動テ
ントからなるパネルで構成されている。

調査によれば、上記のニーズを抱える学生がこの空間のおかげでより速やかに
教室に戻ることができるようになった一方、自宅と学校における日常的な気分と
振る舞いが共に改善されたことが明らかになった。このHubは子供達を学習へ
と導くパイプの役割を果たし、社会の中でサービスが行き届いていない層に対
して教育のギャップを狭めている。

設計チームは手に入れやすい既製品ではない建材を用いたオープンデザインによ
ってこのHubを創った。 そのデザインは、予算に応じて一部あるいは全部を再現
したい学校や組織がオンラインで無償のダウンロードが可能である。
 

Photos: HKS Architects
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South Harbour School
コペンハーゲン市、デンマーク

取組課題
都市化は全世界で急速に広がりつつあり、新たな都市や郊外に対する高
い需要を生んでいる。しかし、都市開発はそれがスピード、効率、経済を主
要な要素とし新たな地域の計画や開発を決定するならば、都市住居の独
自性や質に危うい影響を及ぼす恐れがある。

事例の貢献概要
コペンハーゲンの南側にある港町Sydhavnは、かつての工業地帯から新たな居
住複合地域へと変換しつつある。ディベロッパーがこの地域の住宅計画に投資
する一方、コペンハーゲン市は市民が集まれる場所や、市民を同地に誘引でき
る高水準の教育施設をつくる責任を負っている。

この新たな学校は、この地域の港との関係を強化する科学と海洋に関する知識を
学べる特徴を備えている。地上階は学校の自然な出会い場となっており、大きな教
室とまちの広場が混ざったような、授業時間外に一般市民が来られる空間である。

屋外や遊び場もまた市民に開放されており、近隣の人々はそこで遊び、運動する
ことができる。そしてさらに広く多彩な活動ができ、小さな子供から散歩に来る
高齢者までの多様な利用者を受け入れることができる。校舎もランドスケープも
また身体に障害のある利用者が使いやすいように設計されている。

身体的行動は校舎自体の配置に重要な役割があり、生徒達は屋上や特別な遊び
場にも行くことができるなど、屋外や港と常に繋がれるようにデザインされている。
そしてこの港は、生徒達がカヌーを漕ぎ、食事のために魚を釣り、海洋生物につい
て学ぶことのできる特別教室でもある。

この学校とランドスケープの開かれた繋がりは、近隣の人々をいつでも招き入れ、
コペンハーゲンの新たな多様で持続可能なコミュニティを形成するうえで、生き
生きとした役割を演じている。

Photos: Xxx Xxxxxxxxxxx

Origin/team
JJW Arkitekter, NIRAS, 
JJW Landscape / PK3 Landskab, 
Keinicke & Overgaard Arkitekter, 
B. Nygaard Sørensen A/S, 
G.V.L. ENTREPRISE A/S, Lindpro, 
Jakon A/S, Friis Andersen Arkitekter, 
Peter Holst Henckel 
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Photo: Torben Eskerod



目標5の詳細は、以下を参照されたい 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/gender-equality/

1	�国連 SDGs から抜粋。詳細は以下参照。
	 https://www.un.org/sustainabledevelopment/gender-equality/
2	�国連 SDGs Knowledge Platform から抜粋。詳細は以下参照。
	 https://sustainabledevelopment.un.org/sdg5

ジェンダーの平等は、基本的人権の一つであるだけでなく、平和で繁栄す
る持続可能な世界に必要となる重要な要素でもある1

しかしながら、男女間の不平等は世界中で継続的に存続しており、女性
や女児から彼女たちの基本的人権と公平な機会を奪い取っている。ジェ
ンダーの平等を達成し、彼女達の能力を生かすには、法的な枠組みの整
備を含むより精力的な努力が必要とされるだろう。それによって、多くの
場合男性上位の態様とそこに関連する社会規範に原因する根深い性差
の偏見に立ち向かわなければならない。2

ジェンダーの平等を実現しよう
ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児の
エンパワーメントを図る5

ジェンダーの平等に向けた動きをサポートするために、建物や住環境、都
市部のデザインはジェンダーに関わらないすべての市民を包摂するもの
でなければなりません。 

公共スペース、公的機関、公共サービスを運営する組織は、女児、女性、LGBT+の
市民の安全を優先し、虐待のリスクを最小化する取り組みを支援する必要があり
ます。公共のスペースや公共機関、職場で安全に移動できることは、女性や女児が
市民社会に参加するために、また女性が家庭の外で仕事を持つことができるよう
になるために不可欠であり、これは自立の鍵となります。他にも、医療サービスや
基本的な衛生サービス、女性やLGBT+の市民が集うための場所を提供するため
に、手ごろで安全な建物が必要です。この例としては、産婦人科医院、コミュニティ
センター、セーフハウス、安全な公衆浴場などが挙げられます。 

遊び場、公園、スポーツ施設のデザインは、女児、女性、LGBT+の市民も余暇や
身体活動に平等に従事できるようにし、すべての人が利用しやすい条件を整え
なければなりません。 

建築業界自体も同一賃金の実現に向けた取り組み、ダイバーシティ（多様性）の
促進、セクシャルハラスメントへの反対の取り組みを進めていく必要があります。
その一環として、業界はこれまで男性のものとされてきた建設の重労働の行程に
対処する女性の能力を、揚重技術を導入するなどしてサポートしなければなりま
せん。設計から施工に至るまで、業界は狭い性別の職場文化を回避し、ダイバーシ
ティと共同所有を促進することで、より多くの女性やLGBT+の専門家があらゆる
レベルで業界に参加できるようにする必要があります。
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Habitat for Orphan Girls
カーンザール市、イラン

取組課題
2020年に 「世界経済フォーラム（The World Economic Forum）」によっ
て取りまとめられた世界ジェンダーギャップ報告書によれば、イラン女性
は深刻なジェンダーの不平等に直面しており、153 ヵ国中148位に位置づ
けられている。そしてまたイランは、世界中の女性の人権を促進する目的
で1979年に国連で締結された「あらゆる形態の女性に対する差別を撲滅
する協定」を批准していない僅か6ヵ国のうちの一つである。
 

事例の貢献概要
ジェンダー不平等社会における女性は社会的、経済的、文化的不平等を被ってい
るが、親の無い女児は特に脆弱な状況にある。 安全を確保できる家族や経済的
手段がない彼女達は虐待や差別の高いリスクに直面している。 女性の自由が極め
て限られた社会にあって、イランにおける親の無い女児には殆どチャンスがない。

ZAV 建築事務所による 「Habitat for Orphan Girls」 は、親の無い幼い女児の
個人の自由を守り与えることを目的とした家である。晩年慈善家となったアッハ
メド・マレキ博士によって始められたこの家は、宗教的に保守的なカーンザール
市内に位置している。イランの孤児院は法律で大規模な寄宿舎として設計しな
ければならないと定められているが、この計画の建築家たちと発注者は、孤児の
養護施設というより一軒の家を創ることを主張した。

建築のデザインは、大きな壁とバルコニーに取り付けられたフレキシブルなカー
テンによって周辺のまちから物理的、視覚的に保護されている。 これによって守
られた女児達は家の中で自由に振る舞い、バルコニーや屋外で太陽や風を楽し
める。庭には浅いプールもあり、夏季に涼むことができる。家は大きめの共用空
間に加えて小さめの寝室があり、その全てが女児に私的な生活と家族のある我
が家にいるような気分をもたらしている。

女児を近隣から守り隠す一方、街の中心にあり、孤児の彼女達が対等な市民とし
て現在と未来のイラン社会で重要な役割を果たせることを訴えている。

Origin/team
ZAV Architects, 
Mohamadreza Ghodousi, 
Parsa Ardam, Fatemeh 
Rezaie Fakhr-e-Astane, 
Seyed Hossein Hejrati, 
Mahshid Ghorbani, 
Sara Jafari, 
Golnaz Bahrami, 
Ali Ghasemzadeh, 
Nader Shokoufi, 
The Late Ahmad Maleki, 
Parvin Maleki

Photo: Tahmine Monzavi

Photo: Soroush Majidi
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Woldyia Maternity Center 
ウォルディア市、エチオピア

取組課題
妊婦の死亡率は、貧しい国と豊かな国の間の健康に関する不均衡と、全
体的な開発度合いを示す重要な指標である。エチオピアの女性は妊婦お
よび乳幼児の死亡率が高く、特に妊婦の高い死亡率がもたらす結果は子
供、残された家族、コミュニティに大きな影響を及ぼしている。また母親を
失った子供達は、より栄養失調になりやすく、健康上の大きなリスクに直
面している健康上の大きなリスクに直面している。

事例の貢献概要
「ウォルディア市民病院」の新産科センターは妊婦や出産直後の母親、そして乳
幼児の安全な環境を確保するために建てられた。このセンターには医療、外科の
産婦人科ユニット、および妊婦のための待合エリアがある。その空間は地方の小
さな村のようにデザインされており、妊娠による高いリスクを抱えた妊婦が最終
段階の期間中滞在可能な一時的な住まいとなっている。

待合いエリアでは地方から来る妊婦が健康な環境で生活でき、出産まで待つ期間
中、安全な気持ちで過ごすことができる。多くの場合、彼女達の地方の住まいから
病院に通うのに必要な時間は、母親と子供の両者が生存する上で決定的である。 
医療施設が近くにあることでそのリスクが小さく、危険度の高い妊婦は安全な気
持ちでいられ、来るべき母親として交流し、互いに助言を共有することで、お互い
にコミュニティの感覚を得ることができる。

待合いエリアの構成はエチオピアの伝統的な小屋である 「tukuls」にヒントを得
て、円形のパターンを描いている。そこには家族用の私用小屋と、一時的なコミ
ュニティのためのキッチンがついた大きな共用空間が用意されていて、その全て
が竹のファサードで囲われた構造は鉄製である。

また隣接する医療産婦人科ユニットは、ガラスの廊下で連結された3つのコンクリ
ート製の立体からなる。その電源は太陽光発電パネルに拠り、系統電源に依存し
ない停電から守られたエネルギー供給の自立性を確保している。
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Origin/team
Vilalta Studio, 
IPI Cooperación
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The Light Box 
ターネー県ティーン・ハート・ナカ市、ムンバイ、インド

取組課題
2020年に「世界経済フォーラム（The World Economic Forum）」によ
って取りまとめられた世界ジェンダーギャップ報告書によれば、インド
は153ヵ国中112位に位置づけられている。そして女性は家庭内外で大き
な虐待リスクに晒されている。WHOや国連が公に周知しようとしている
女性の人権団体は、女性の安全と人権の発展に努力しているが、その実
態未だに遅々として進んでいない。インドの女性が公平な権利を達成す
るためには、公共空間や都市インフラを女児や女性にとってより安全な
ものとなるように努力しなければならない。こうして、家から学校、職場、
公共イベントへ安全に移動することができる。
 

事例の貢献概要
「The Light Box」はムンバイのターネーにできた、女性のための安全で衛生的
な公衆便所である。 この空間は私用ブースのトイレ機能と、女性が座り回復のた
めに休息しできる半私用の公共空間とを結合したものだ。この公共空間はまたア
マチュアのアーティストが作品を自由に展示できるギャラリーであり、講演、意識
向上キャンペーン、祝祭フェスティバル、季節的なお祭りやイベントなどを開催で
きる場所でもある。このトイレは女性利用者の安全を確保し蛮行を禁ずるために
常時警備員が見守り、CCTVによって監視されている。

またローコストで軽量の建材が用いられ、半透明の屋根は昼間に自然光が入る。 
そして既存の樹木の周りに建てられており、葉や枝が自然な陰を落とす。こうし
てこのトイレは既存の都市インフラと巧妙に調和している。 壁は自然換気のた
めに少し孔が開いている。この計画は、都市環境に付加された建築がいかにし
て都市をあらゆるジェンダーのより良い生活に貢献できるかを示す一例である。

Origin/team
RC Architects, 
Agasti (Sahej Mantri founder), 
Prashant Haval,
Shailendra Vishvakarma
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Anita May Rosenstein Campus
カリフォルニア州ロサンゼルス市、 USA

取組課題
レスビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー、同性愛、ノンバイナ
リー（LGBTQ+）の人々に対する偏見は、いまだに広く行き渡っている。そ
の形態は極めて多様で、同性愛に対するいじめから排斥、さらには死刑に
至る。2015年以来結婚の平等を認める国の仲間入りをしたアメリカ合衆
国においてさえも、LGBTQ+コミュニティは国中で偏見と政治的分断に晒
されながら、この大きな課題に直面し続けている。
 

事例の貢献概要
カリフォルニア州ロサンゼルスはLGBTQ+コミュニティにとって大きな支えとな
る我が家である。LGBT コミュニティに対してプログラムやサービスを提供する
世界最大のNPO 「ロサンゼルスLGBTセンター」は最近創立50周年を祝い、こ
れを機に革命的な 「Anita May Rosenstein Campus」をオープンした。キャン
パスは住宅、養育、医療、社会的交流、法的支援などを織り込んだ新たな施設で
構成されている。これはLGBTの高齢者から若年者までを対象とした、世界で初
めての多世代用施設である。

調査によれば、ロサンゼルスの路上には常時4千人におよぶ18歳から24歳までの
若者が生活しており、ハリウッドではなんとその40%が LGBTQ+である。またアメ
リカの若い LGBTQ+市民の64%が家庭内、学校、近隣における偏見によって路
上生活を余儀なくされている。ホームレスを経験した若者は、教育の機会を奪わ
れ、危機的な健康状態に置かれ、犯罪から身を守ることができない。このキャン
パスは、こうした脆弱な状況に置かれた若者たちに家と支援を与え、LGBTQ+コ
ミュニティ内にサポートシステムを創るための援助をしている。

2 エーカー（約 8 千㎡）のキャンパスは、中庭と中央プラザのある小さな村のよう
にデザインされている。 道路から見ると、建築デザインは透明で周辺の街をこの
コミュニティに迎えるような開放性を有している。
 

Origin/team
Los Angeles LGBT Center, 
KFA Architecture, 
Leong Leong Architecture, 
Swinerton, 
Pamela Burton Co., 
Wolcott Architecture, 
Nabih Youssef Associates, 
Kimley Horn & Associates, 
GLUMAC, 
Oculus Light Studio, 
Newsom Gonzalez, 
Veneklasen Associates, 
Feffer Geological Consulting,
BJ Palmer & Associates, 
Exante360,
Clay Enterprises, 
Freeman Group 

Photos: KFA and Jim Simmons
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Women’s Opportunity Center
カヨンザ市、ルワンダ

取組課題
戦争や災害による被害に見舞われてきた国々や地域は、大きな課題に直面
している。多くの場合、インフラが大きなダメージを受け、何世代ものノウ
ハウを失った。ルワンダでは 1990年から1994年までの内戦によって国が
壊滅し、物理的、経済的、教育的資源が奪われた。そして内戦最中の1994
年に起った大量虐殺によって、ルワンダの人口は大幅に減少した。その
後、同国の人口の大半は女性となり、地域によっては80% に達している。

事例の貢献概要
したがって内戦後にルワンダを統治したのは女性であった。この状況によってル
ワンダは世界でも最も女性に優しい政策を記録的なスピードで生み出し実施し
た。その結果、法律によってかつては男性に支配されていた財産を相続し、ロー
ンを組み、学ぶことを女性でもできるようになった。

2003年には憲法で非選挙者の3割以上が女性であることが定められた。現在で
は議会議員の61%にあたる49名が女性であり、その割合は世界一である。2020 
年に「世界経済フォーラム （The World Economic Forum）」によって取りまと
められた世界ジェンダーギャップ報告書によれば、ルワンダは153ヵ国中9位に
位置づけられている。

NPOの「Women for Women（女性のための女性）」が小都市カヨンザにこの「The 
New Women’s Opportunity Center（ 新女性の機会センター）」を設立した。
このセンターは女性の起業家を支援することで経済成長を促進するために建て
られ、女性が学び、教室に行き、手工芸品を販売し、友人と考え方や経験を交わ
したりする場となっている。

センターの建築自体も、ここで女性によって制作された叩き煉瓦のような地方
の製品や技能を利用し、教師と生徒が共同してデザインされている。学びの場の
円形の空間は、この形状によって生徒が教師に集中でき、強いコミュニティ感覚
を体験できると教師が信じているが故に選ばれた。

Origin/team
Sharon Davis Design, Women for Women International, 
OSD ENGINEERING, eDesignDynamics, 
XS Space and Susan Maurer (Julie Farris), 
Manna Energy Ltd., REC REC ASSOCIATION, 
CRET sarl, Water for Life, Great Lakes Energy, 
Three Code Construction, 2X4
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Photo: Elizabeth Felicella



目標６に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/water-and-sanitation/

1	�国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/water-and-sanitation/

水と衛生設備と衛生へのアクセスは人権の一つだが、何億もの人々が
この最も基本的な公益サービスを受ける上での毎日の課題に今なお直
面している。

クリーンで誰もが入手できる水は、我々が住みたいと願う世界の基本的
な要素の一部であり、地球上にはそれを達成できる淡水が十分にある。
しかしながら、貧しい経済状況やインフラが原因で、毎年子供を含む何
百万もの人々が不十分な水の供給、衛生設備、衛生状態に起因する病
で死亡している。1

安全な水とトイレを世界中に
すべての人に水と衛生へのアクセス
と持続可能な管理を確保する6

下水の適切な処理と廃棄、清潔な飲料水へのアクセス、手洗いや洗浄へ
のアクセスは、人間の健康を維持し、住血吸虫など、細菌やウイルスの蔓
延を阻止するために非常に重要です。

建物や公共スペースは、すべての市民が手洗いや洗浄へアクセスできるように
設計されなければなりません。さらに、きれいな水が不足しているところで降雨
を利用するためには、雨水を集めて浄化し、飲料水として利用できるように建物
を設計する必要があります。

雨水を集めて飲料水にする必要がない地域では、雨水が排水と混合した状態や、
他の経緯で汚染された状態で地下水に入らないように建物や都市部を設計しな
ければなりません。公衆衛生に関しては、細菌や汚染された水をきれいな水から
分離し、市民との接触がないように建物、サービス、下水道、インフラを計画およ
び設計する必要があります。重要な部分は、排出される汚物に対処するために設
計されているトイレ施設へのアクセスです。採取時、建設作業時、使用時のいずれ
においても地下水汚染の原因とならない建築資材を選択しなければなりません。

さらに、都市部、住環境、建物は降水量の極端な増加、干ばつ、洪水など、水に関連
する気候変動に耐えられるように設計されなければなりません。ランドスケープ・
デザインと都市計画では、水の保護、収集、処理を行うレクリエーション・エリアの
設計や保全事業を通じて、淡水資源を保護する必要があります。

この例としては、建物単位での水処理機能、都市規模での気候適応プロジェクト、
共同トイレや洗面設備などが挙げられます。
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Sydney Park Water Re-Use Project
シドニー市、オーストラリア

取組課題
世界中の多くの場所で、気候変動が2面的な問題を引き起こしている。そ
の一つが嵐を伴う大雨であり、もう一つは長期にわたる旱魃である。大
量の降水時に市街地からの表流水が汚染物質、富栄養化物質、ゴミな
どを運び、通常雨水は自然な水系に到達するまでに処理されないため、
その浸食や汚染を招く。
 

事例の貢献概要
1990年代後半と2000年代初頭の「世紀の旱魃」に襲われた間、シドニーは旱魃
の終息が公に宣言されるまで給水を維持するため、遠隔地にある河川の貯水池
に頼らざるを得なかった。これがきっかけとなり、シドニー市は 「The Sustainable 
City 2030」報告書や「The Centralised Water Master Plan (2012-2030)」を
取りまとめ、将来の水保全の準備に取り掛かった。現在もシドニーとNew South 
Wales 州は記録的な旱魃に襲われており、このマスタープランの重要性がまたも
や明らかになっている。

自然な水のシステムを強化し、豪雨の際の大量の降水を活用するために、「シドニ
ー公園水再利用計画」は、毎年約8億5千万㍑に及ぶ雨水を集水・浄化し、川下に
放水するとともに、公園内で再利用しようとする計画である。この水はまた敷地内
の植物の潅水用と、シドニートラック車庫で洗車用に使われている。この 44 haに
及ぶ公園は、かつては粘土を、その後は埋め立て用の土の採取を目的とした工業
地域に位置し、公園のエコシステムおよび雨水管理にとって重要な4つの湿地帯
で構成されている。この公園は「The National Urban Water and Desalination 
Plan（国定都市水・淡水化計画）」に基づき、建築家と政府とのパートナーシップに
よって実現し、アート、科学、エコロジーなどの学際的な知見を応用している。常に
補水、流水、浄水の物語に関連したこの公園のデザインは、水の管理の重要性や
いかにして水質を改善し、我々周辺の自然環境にとって本来あるべき飲料水を減
らすことができるのかを来訪者に訴えている。

Origin/team
Client: City of Sydney
Landscape Architect: Turf Design Studio & 
Environmental Partnership
Lead Contractor: Design Landscapes
Water and Environment: Civille
Artists: Turpin Crawford 
Structural: Partridge Engineering
Ecology: Dragonfly Consulting
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Toigetation
カオバン地方ソンラップ州バオラック区域、ベトナム

取組課題
ベーシックな衛生設備へのアクセスは、基本的人権の一つとして見なさ
れている。しかしながら、世界で25億人以上がそうした施設を利用でき
ず、10億人を超える人々が未だに屋外で排便している。ベトナムでは、学校
に生徒や教師のためのトイレや流しといった衛生設備がないことは当た
り前のことである。現在では、国の健康省が定めた基準を88%の学校が満
たすことができず、さらに25%はトイレが全くない状況に置かれている。

事例の貢献概要
カオバン地方ソンラップ州バオラック区域では、人口の70%以上が貧困に喘いで
いる。ほとんどの人々が最も基本的なインフラである電気、道路、市場、通信のネッ
トワークに繋がっていない。このソンラップ学校では幼稚園から中学レベルの485
人が学び、メインの校舎に10クラス以上、サブの校舎が4棟、そしてスタッフ用住
宅が数棟で構成されている。このプロジェクトが完成する前は、どの建物も衛生設
備に関する最低限の基準も満たしていなかった。したがって、トイレや洗面を含む
空間の整備は喫緊の課題であった。このような状況はベトナムの地方で一般的で
あり、便所と洗い場の施設であるToigetationは、短期建設、ローコスト、どこにで
も適用可能という3つの目的に基づいてデザインされた。 建物の4面は植裁で囲
まれ、周辺の段状庭園と一体化している。これらの植栽層は室内気候を調整し、主
体構造を強化し、食糧を供給し、同時に内外をやさしく分ける境界となっている。

また Toigetationは地域の人的資源と材料で作られ、自然災害に対して回復力
がある簡易な工法と技術が用いられた。内部は自然換気と自然採光に恵まれて
いる。さらに、エネルギーを供給する太陽発電パネルを備え、排水と表流水を再
利用している。そして、施設は僅か3週間で完成し、建設費は3千US$であった。

Origin/team
Architects: H&P Architects
Architecture Advisor: Dr. Nguyen Tri Thanh
Client: Son Lap Commune
Contractor: H&P Architects and Volunteers
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Vandvejen
ミッデルファルト市、デンマーク

取組課題
アスファルトや市街地の舗装のような非透水性の地表面は気候変動に
よって増加する雨水の地下浸透を妨げている。雨水は下水道を溢れ、環
境的、経済的ダメージをもたらす。雨水に対処する地表面の処理法は、蒸
発によって気温上昇を抑えるとともに、市街地における生物多様性を豊か
にできる樹木や植栽を育成するという副次的な便益もある。

事例の貢献概要
2012年にミッデルファルト市は、レジリエンス化への投資が日常的な都市環境お
よびその住人にとって便益となると明言した。今日では異なるスケールや類型の
都市のどこでも、その近隣で最先端の気候適応プロジェクトが提示されている。こ
れは、公益事業体と自治体、水系管理および道路建設、都市計画の専門家たちと
の密接な共同によって初めて可能となった。

ミッデルファルト市で試行された新たな解法の一つが「水路」を意味する「Vandvejen」
である。 このプロジェクトの包括的な目的は、これが気候適応計画の統合的な方
策として公的領域に付加価値を与えることができ、伝統的なアプローチと比較し
て今なお財政的に実現可能かを事例として示すことである。 このシステムは、全
面的に凹凸のある道路断面形と、部分的に開放型の水路を導入している。そし
て、豪雨時の大量の雨量を道路が処理し貯留可能な容量を増加し、屋根や路面
からの水を離れた建物や道路の安全性、利用を妨げることなく排水路あるいは
ウオーターベッドへと導く。

この計画はベンチ、プランターや、コンクリート、アスファルト、コールテン鋼などの
魅力的な表面材によって公共空間をグレードアップし、そのすべてが Vandvejen 
システムの重要な要素となっている。そして、気候適応と緑化によってより良いまち
をつくるという自治体の目標とともに、人々の道路上の体験の質を向上させている。

Origin/team
Schulze+Grassov, EnviDan, Colas Danmark, 
Malmos anlægsgartnere, 
Thisted-Fjerritslev Cementvarefabrik, 
Middelfart Municipality, 
Middelfart Water Utility Company, 
Smith Innovation, Realdania

Photos: Schultze+Grassov
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Origin/team
Troll Ave, LLC, Weber Thompson, 
Pennon Construction Company, KPFF, 
DCI Engineers, WSP, Sazan Group, 
Technical Resources Consultants, 
Heffron Transportation, Inc., PanGEO, 
Morrison Hershfield, Foster Pepper, 
Lerch Bates, Urban Relations 

DATA 1 
ワシントン州シアトル市、 USA

取組課題
多くの都市で道路や高速道路から自然の水源に未処理の雨水が大量に
流入する。ブレーキダスト、エンジンオイル、ガソリン、タイヤの粒子、重
金属等も湖や河川や水路に直接流れ込み、その結果水生生物は蓄積さ
れた汚染物質の悪影響を受ける。人間もまた、多くの市街地の飲料水源
および水泳やボートを楽しむリクレーションの場である地域の水系が
汚染されるなどの問題に直面している。

事例の貢献概要
シアトルでは交通量の激しいオーロラ橋が、市街地内の大規模な淡水湖であり、ビ
ュージェット湾からワシントン湖東側の河川に向かう鮭の遡上にとって重要な地点
であるユニオン湖に架かっている。この橋から雨水が直接遡上のための水系に流
出し、高速道路からの流水の汚染度は平均の約8倍に達している。研究者、ディベ
ロッパー、建築家そしてエンジニアは共同して、バイオリテンション（自然に根差した
雨水抑制対策）セルを用いたランドスケープをデザインした。土壌、砂利、植物を活
用したこのセルのバイオ濾過性能は、この流水汚染のレベルを大幅に低下させ、水
系をより健康にし、高密度な都市に誰もが利用できる公共緑化スペースをもたらす。
　
このランドスケープは、今では水の流れの速度を低下させ、貯留水が湖に到達する
までの間にフィルターとして機能することによって、毎年75万㍑以上の汚染雨水か
ら毒性のある汚染物質を除去している。土壌内の細菌群が汚染物質を分解する一
方で、植物が過剰な栄養分を除去するのである。

検証によれば、雨水の汚染物質のほぼ 70% が除去されるだけではなく、大半の水が
セルを流れる間に土壌に蓄積され、流水の殆どが全く湖に到達しないのと同様の効
果がある。こうして、バイオテンションセルは雨水の水質を改善し、同時に雨水の水量
を減らす便益があることを示している。この解法は自然なプロセスに根差しており、他
のコミュニティでも再現することができる。 この間に、一つのNGOがその他の多くの
ユニオン湖周辺の橋からの雨水流出に関する処理の意識を高め財源を確保するため
に創立された。これはそのうち他の水路処理の規模を拡大することに繋がるだろう。
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Warka Village
クリビ州 Mvoungangomi 市、カメルーン

取組課題
中央アフリカではピグミーの社会を持続させるのに必要な資源がます
ます限られたものになりつつある状況に直面している。その地域社会が
住む熱帯雨林地帯が毎年著しく減少し、プランテーションや農地に変換
されつつあり、その結果食糧と水の不足や汚染がピグミー人の生存を
脅かしている。

事例の貢献概要
ピグミー人は伝統的に熱帯雨林で生活する狩猟採集民である。その地域社会は
資源を求めて次から次へと場所を変える流浪の民であったが、現在では徐々に定
住用の住居に依存しつつある。

「Warka Village計画」は、NGO Warka と、40km離れた近郊のクリビ市と結
ぶ道路やインフラがない熱帯雨林の只中に位置するピグミー人のバジエリ地域
との共同による開発プロジェクトである。この共同は、飲料水や衛生設備をその
地方の生活文化を損なうことなく提供することによって、地域社会の生活状況を
向上させることが目的である。この村には、地域独特のバナキュラーな住まいから
ヒントを得た7棟のホームシェルターがあり、雨水タワー、トイレ、パビリオン、そし
て30人以上の村人のための食用菜園なども含まれている。

村の中央に2基のタワーがあり、空気中から結露水を抽出し飲料水化する。この
タワーは毎日40～80㍑のクリーンな飲料水を供給し、河川から直接採取した
り、不衛生なポットや樽に貯められた飲料水の健康リスクを低減したりできる。 
またフラッシュ用水なしで機能するコンポストトイレは衛生度の向上によって村
の疾患リスクを低減し、排泄物管理の簡易なシステムとなり、地域社会において
永続的に健康な生活を手に入れることができる。

この村は、竹、ヤシの葉、木材、土といった地域の自然な材料や、古くからの建設
技術を利用して建てられている。
 

Origin/team
Warka Water, 
Arturo Vittori, 
The Bagyeli Community

Photos: Arturo Vittori & Warka Water
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目標7に関する詳細は、以下を参照されたい。  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/energy/

1	国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。
	 https://www.un.org/sustainabledevelopment/energy/

我々の日常生活は、スムーズな機能と均等性を確保するために、信頼で
きる安価なエネルギー供給サービスに依存している。実際、エネルギー
は世界が今日直面しているほぼ全ての課題の中心にある。そのテーマが
仕事、安全、気候変動、食料生産、あるいは所得の増大であっても、その基
本はみんなのためのエネルギーである。

エネルギーのユニバーサルな入手に焦点を当てれば、新たな経済的・業
務的手法によるエネルギー効率の増大と再生可能エネルギー利用の拡
大は、より持続可能で包摂的な地域社会と、気候変動のような環境問題
に対する復元力を創り出す上で極めて重要である。

しかしながら、この課題は解決から程遠い状況にあり、よりクリーンな
燃料と技術へのアクセスが必要で、再生可能エネルギーを建物、運輸、
産業における最終利用へ向けて統合的に適応できるような、さらなる発
展が求められる。1

安価で安全なエネルギー
をみんなに
安価で信頼できる持続可能な新しいエネルギー
をみんなに確保する

7

建築環境は、建築物や構造物のライフサイクルを通じて主要なエネルギ
ー消費源です。原材料の採取や部材の生産から、建築物や構造物の建
設を経て、建築物や構造物の寿命までに消費されるエネルギー、また、
解体され最終的に廃棄または再利用されるのに使われるエネルギーま
でさまざまあります。 

建物は、例えば、過熱を最小限に抑える素材やレイアウトを採用するなどして使
用中のエネルギー消費を抑えるとともに、日中の余剰熱を蓄えて夜間に利用す
るなど、エネルギーの生産および再利用をすることが可能な設計にする必要が
あります。これは、与えられた地理的、気候的、文化的条件の下で、適切なエネル
ギー技術を採用した建物、住環境、都市部を設計および建設することを意味し
ます。この例としては、日光の利用、自然換気、あるいは冷暖房を補助する素材の
選択（高温低湿の気候における厚い外壁など）が挙げられます。高温の気候にお
ける全面ガラス張りのファサードの使用など、特定の状況下で使用した場合に
高エネルギー消費となるソリューションは避けなければなりません。建築環境
も、革新的な再生可能エネルギー源を用いたソリューションを開発することで
貢献することが可能です。

建築およびプランニングには、ライフサイクル全体を通じたエネルギー消費総量に
焦点を当てたアプローチを採用する必要があります。その一環として、エネルギー
集約型の素材や、石炭焚きレンガなどの非クリーンエネルギーを用いて加工され
た素材は廃止するか、新しい形態を見つけなければなりません。
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Origin/team
Client: BRUN Real Estate AG, 
Architecture: Baumschlager Eberle Architekten, 
Landscape design: USUS Landschaftsarchitektur AG, 
Interior design: Baumschlager Eberle Architekten

2226 Emmenweid
エメンブリュッケ市、スイス

取組課題
現代建築におけるエネルギーの効率や性能の高度化は、多くの場合ハイ
テクによる解決方法に過度に依存しすぎている。 換気や暖房システムが
高度なエネルギー効率を達成していても、我々は人間が混乱する要因や、
変化するニーズを完全にコントロールすることはできない。たとえば、窓を
開けることは多くの人にとって快適性を楽しむ行為だが、同時に外部の
環境と物理的に繋ぐことは、自動システムを乱すファクターとなることを
象徴している。建物という体の性能を改善し、エネルギー消費量の低減
を最適化できれば、ちょっとした簡易で丈夫なデザイン手法で大きなエ
ネルギー消費の削減が可能となる。

事例の貢献概要
建築プロジェクトの名称「2226 Emmenweid」にある数字は、室内温度が建築
の解剖学と物理的構造の原理を活用することによって、年間を通して22℃ から 
26℃の範囲で変動することを意味している。この安定した室温は、暖房、冷房、
あるいは機械的換気システムに拠らず、建物利用者、設備機器、照明、壁体の熱
容量、そして太陽からの輻射熱だけで達成されている。

また、管理センサーでコントロールされた換気パネルは、室内の温度とCO2レベ
ルを調整し、どんな季節でも快適な環境を確保することができる。 ダブルスキン
の壁はほぼ80 cmの厚さがあり、ガラス面積を抑制することと合わせて室温を
安定させている。こうして、建設および材料の付加的コストを、低い運用費で補
填することができる。

Photos: Roger Frei
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Origin/team
Hegger Hegger Schleiff
HHS Planer + Architekten AG, Kassel  

Energy Bunker
ヴィルヘルム市、ドイツ

取組課題
分散型再生可能エネルギーの展開は、エネルギー分野における変革を勢
いづけている。すなわち、分散型再生可能エネルギー技術の急速な進展
は、エネルギー分野を自立的消費者と大規模な施設と小規模な施設が互
いに作用し合う、多様な関係者の組織化に向けた変化を促進している。こ
うして、分散型再生可能エネルギーの展開を加速することによって、持続
可能で人々のニーズに合ったエネルギー手法の活用を後押しすることが
可能である。その人々とは、特にその他のコ・ベネフィットの展開を伴うエ
ネルギーのサービスを優先する人々を指す。従って、エネルギーへのアク
セスの仕方は電線と電柱だけではなく、地域の経済活動および持続可能
な開発を支援する質の高い供給に重点を置くべきである。

事例の貢献概要
この「Energy Bunker」は一つの地域の発電所として、そこに雇用と所得を生み
出す分散型エネルギー政策の象徴である。ヴィルヘルム市街地に残るかつての
防空シェルターが「エネルギー・シェルター」に変貌した。戦時中に内部が大きく
破壊され、その後60年近く使用されてこなかったこのタワーは、今や公共施設と
して利用できるように根本的に改装され、近隣の住居地域のための地域暖房シ
ステム管理センターとなった。すなわち、2つの異なる公共および技術的利用の
統合である。上階にはかつての小塔内に残る砲座の一つを展示場とした博物館
がある。ミュージアム・カフェはその下部に置かれ、既存のキャンティレバーのテ
ラスが四周を巡っている。

下階にはエネルギープラントの技術センターがあり、ゆくゆくは広範囲で斬新なイ
ノベーションによって環境に優しい電力供給と地域暖房システムが結合したもの
となるだろう。 その中には、温水用緩衝タンク、ファサードに設置されたソーラー
温水パネル、屋上に載せられた太陽光発電パネルなどが含まれる。 このように、か
つての防空シェルターに巧妙に設置されたこれらの建築的要素は、建物の元来の
特徴を保存しながら新しい民生利用のあり方を提案している。 設計はドイツで環
境建築のリーダーである HHS（Hegger Hegger Schleiff）事務所が担当した。

Photo: Frieder Blickle

104



Origin/team
Architect: Kéré Architecture, 
Diébédo Francis Kéré.
Construction management and 
supervision: Association Dolai, 
Diébédo Francis Kéré, Marta 
Migliorini, Nataniel Sawadogo, 
Wéneyida Kéré

Lycée Schorge Secondary School
クドゥグ市、ブルキナファソ

取組課題
都市化が急速に進むアフリカやアジア地域では、建設産業が継続的に成
長し続けている。この産業分野においてエネルギー消費量を減らすために
は、建物の運用コストや、建設材料に内包されたエネルギー、運送、建設、
メンテナンスにかかるエネルギーを削減しなければならない。これは、そ
の地域での仕入れ、解体を前提にデザインし、意識的にパッシブ手法、低
負荷材料、持続可能な再生可能エネルギーを用いることで可能となる。

事例の貢献概要
ブルキナファソで 3 番目に人口の多いクドゥグ(Koudougou)で、ケレ(Kéré)建築
事務所は地域のパートナーと共同してこの学校を建てた。そこでは地域で仕入れた
材料を顕在化させ、同時に地域における優れた教育の新たな基準を提示している。

この学校の設計は、一連の教室、事務室、生徒のための歯科診療室を収容する計9 
つのモジュールで構成されている。 パッシブな手法の最適化に重点を置き、選ばれ
た「建築アナトミー（解剖学的構造）」と材料が共に自然換気による快適な室内環
境の創造に貢献している。壁は地域で採取した紅土で作られ、ユニークなウィンド
キャッチャーの塔と庇屋根と合わせて、内部空間の温度を適度に低下させる。 自
然換気や内部の昼光利用を助けるその他の工夫としては、大きく波打つ天井や木
製のスクリーンシステムがあり、内部空間に影を落とす建築要素として機能する。  

また敷地まで輸送する材料の量を最小化するために、教室内の家具には地域で
採れる堅木や、屋根の金属スクラップのような主要建物の建設残材を活用して
いる。こうして、この建築は魅力的なランドマークとして機能するだけではなく、
地域の材料が創造性とチームワークと一緒になって、持続性のある効果を持つ
大切な存在に変換されることを証明している。

Photos: Andrea Maretto
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Tverråa Hydropower Plant
トスボトン地域、ノルウェー

取組課題
水力発電はそれがすべての発電技術の中で最も低い二酸化炭素排出性
能、最大のエネルギー効率、そして最長の寿命を持つが故に、再生可能エ
ネルギー利用に向けた変革への大きな潜在力を持っている。地球的規模
で見ても極めて低い環境負荷しか与えないが、その一方で野生生物にダ
メージを及ぼすとともに、大規模に実施された場合、下流での水のバラン
スや水供給に問題を引き起こす原因にもなり得る。

事例の貢献概要 
ノルウェーは豊かな天然資源と水力発電に理想的な地形に恵まれており、その
全発電量の99%以上を水力発電で賄っている。 世界的には、全発電量の約6分
の1程度である。ノルウェーでは広域で人口が拡散しており、それ故に分散型の
エネルギー供給に依存せざるを得ない。

Helgelands Kraft AS社は、北ノルウェーで水力発電を生産しており、2015年に
北部のトボストン地域に5基の新しい発電所を建設することにした。それによっ
て6,500世帯にクリーンな電力を供給する一方で，この新型水力発電所の目的
は水力発電とその環境便益に人々の関心を集める目的がある。 同社は水力発
電所を観光資源とし、ノルウェーの見事なランドスケープに注意深く適合させる
ことでその目的を果たしている。

建築材料は周辺のランドスケープの特徴を引き立てるものが選ばれ、外部空間
は訪問者が水力発電とノルウェーの豪快なランドスケープを体験できるように
作られた。Tverråa 水力発電所の前にある橋の上から、訪問者は例えば水が発
電所を流れる時の力強い自然のパワーを感じ、その圧倒的な流水の姿をすぐ身
近に眺めることができる。

この発電所は、 820 世帯に 16GWh 相当の電力を供給している。
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Origin/team
Helgeland Kraft AS,
Ncc Norge AS, Istak Ldt, 
Sweco Norge AS
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目標8に関する詳細は、以下を参照されたい。  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/economic-growth/

1	�国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/economic-growth/

貧困の根絶は安定した十分な給与が得られる仕事によってのみ可能であ
る。従って、この目標は全ての人々に開かれた持続可能な経済成長と、雇
用と働きがいのある仕事の機会を促進することである。 

今日、世界の人口のおよそ半分がいまだに日当たり約 2US$ に相当する
額で暮らしており、世界の失業率は5.7%に達している。しかし、仕事があ
ることは多くの地域で貧困から脱することを保障しない。この不平等で遅
々たる進展を改善するには、貧困の根絶を目的とした経済と社会的政策
を再考し、再編成する必要がある。1

きがいも経済成長も
包括的で持続可能な経済成長及び、全ての人々の
完全かつ生産的な雇用と、人間らしい働きがいのあ
る雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

8

建築環境は、プランニングと建築の両方のレベルでディーセント・ワーク
および経済成長と相互作用しています。

安全な公共スペースと職場までの手頃な交通手段は、雇用を見つけるうえで非
常に重要です。自宅から職場までの移動能力と移動にかかる時間によって、どの
仕事に就くことができるかが決まります。そのため、健康的で安全な公共スペース
と交通システムが、市民の仕事へのアクセスの鍵となります。都市と住環境も、地
元の農産物や手工芸品、その他のサービスを売買できるビジネスの現場（市場な
ど）を、貧困層や社会から疎外された市民でも利用できるように計画および設計
されなければなりません。職場は、衛生設備へのアクセスや、必要に応じてソーシ
ャルディスタンスを取ることを可能とする空間構成など、すべての従業員にとって
健康的で利用しやすい、生産的な職場環境をサポートするように設計される必要
があります。良い労働環境への投資は、生産性を向上したり病欠を減らしたりする
ことで、企業の経済的な成長を後押しします。

建築業界では、適正な労働条件と労働者の安全に焦点を当てる必要があります。
これはつまり、安全で清潔な作業環境において採取および加工された資材の使用、
ならびに建築現場や解体工程における安全かつ制御された作業環境も必要にな
ることを意味します。さらに、この業界は人材への投資を重視することで、スキルや
知識の向上によって必要な原材料やエネルギーの使用量を削減しながら生産性
を向上させ、結果的により持続可能な経済成長に向けた展開が可能となります。

この例として、仮設住宅のプランニング事業、最先端のオフィスビル、能力開発の
取り組みなどが挙げられます。 
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Origin/team
Emergency Architecture & Human 
Rights (EAHR), Architecture for 
Refugees Switzerland, Black Stone 
Engineering, Francesco Stefilongo 
Engineer, Salvador Gomis, Bóvedas 
Tabicadas, Dr. Mohammad 
Abdelqader Engineer.

Azraq School
アズラック市、ヨルダン

取組課題
ヨルダンの小都市アズラックでは、2011年以来シリア、イラク、イエメンか
らの急激な難民流入と共に、その人口が1万2千人から2万人以上に増加
した。その8千人以上の難民の約50%は0歳から17歳までの子供たちであ
る。受け入れ側のコミュニティや難民たちには能力を開発する機会やスキ
ルに欠けており、それは殆どの新たな流入者にとって基本的なニーズを満
たす施設がないことを意味する。一例として、推計によれば5人のうち3人
の子供達には市内にある既存の8つの学校に通う術がない。こうした学校
に通えない状況はアズラックに限ったことではなく、難民の流入を受け入
れた多くの地域に共通する世界的な課題である。
 

事例の貢献概要
アズラックにおける学校のキャパシティを増やし、同時に難民と貧しいヨルダン人
の能力を発見、強化するために、「EAHR (Emergency Architecture & Human 
Rights：緊急の建築と人権)」は新しい学校の建設と、地域のスキルに欠ける職人
の教育と雇用を結び付けた。この施設の整備は、参加型の職能訓練プロセスを経
て実行され、地域の人々が施設建設に積極的に参加した。
　
この学校は圧縮煉瓦でできており、地域で入手できる道具で働き、地産の豊富な
材料で建てた。57人の地域の人々がこの建設技術による建て方を学び、そのプロ
セスに雇われ、4ヵ月の間に約57世帯を支援した。この教育施設は、結局1 週間に
200 人の学校に通えない子供達 ( 9歳から18歳位まで )に公式な教育を受けられ
るようにし、公立高校の入学資格であるTowjeeheを取得できるように導いている。

建物には図書館、ICT教室、3つのトイレ、厨房、日陰の休憩エリア、そしてサッカ
ー場が含まれている。その目的は、カリキュラム教育活動と不登校の子供達の職
業訓練を改善し、特にコミュニティの結束と自立性を強化させながら、アズラック
のシリア 難民および恵まれないヨルダン人の入学・通学率を高めることである。

Photos: Chiara Garbelotto
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Origin/team
Mount Sinai Health System New York, Kliment 
Halsband Architects, 
George Everest Nile Precision Surveys Jinja, 
Silman Structural Engineers, 
Keltron Development Services

Mount Sinai Ambulatory 
Surgical Facility
キャビルワ市、ウガンダ

取組課題
多くの疾病を治療し処置するには、資格のある外科療法施設への通院が
必要不可欠である。開発途上国では、ざっと見て5億人があらゆる形態の
安全で安価な外科医の不足に直面し、その結果毎年数百万人が命を落と
している。こうした状況を招いた主な原因の一つは、外科医を教育する教
育施設がないからであり、地方の外科医がそのスキルを維持し発展する
ための同僚や、訓練や、励みに欠けているからである。

事例の貢献概要
これは資源の乏しい地域の自立的な外科診療所を創るために、近代的技術を用
いてウガンダに建てられた新たな病院である。このプロジェクトは、クリーンな水、
電力、そして下水道の統合的、自給的インフラの整備を含み、地域の頻繁に停止す
る不安定なインフラへの依存度を最小化する。そのために施設を 2日間運転でき
る蓄電池付きの太陽光発電装置、水洗トイレのための中水道利用、昼光利用、自
然換気の設備を備えている。唯一手術室は無菌環境を確保するために空調設備
が設置されている。 この計画のインフラの非常に重要な側面は、信頼できるイン
ターネットとの連結である。20㍄におよぶ地下ケーブルが敷地までの光ファイバ
ーサービスを可能にしている。

このインターネット通信は、外科診療所とニューヨークにある著名なMount Sinai 
Hospitalとテレ医療リンクを通じて直接繋がっている。これらのデジタル通信は、
リアルタイムで最先端の外科診療を受けられ、手術室とテレワークで結ばれてい
る。患者もスタッフも、数十年に及ぶ経験やニューヨークのMount Sinai施設で働
く国際的に認められた専門家から直接恩恵を受けることができる。

キャビルワの外科スタッフがニューヨークの同僚に支援される一方、その交流
は二方向で行われる。 すなわち、ニューヨークの学生や医療スタッフは、ウガン
ダを訪問し訓練することができ、それが彼らに発展途上国や資源の少ない地域
におけるユニークな外科教育の機会を得、キャビルワで働く地域の専門家から
学ぶこともできる。

建物自体はシンプルにデザインされ、地方の材料や建築手法、および労働者を活

Photo: Bob Ditty

用して作りメンテができるようにした。この建築に用いられた地域産の煉瓦は、多
様な密度のパターンで構成され、外壁を通して光と風を通すスクリーンを形成して
いる。施設の煉瓦と表面のタイルは、建築敷地近傍の土壌から直接掘り起こされ
た赤土を地域の窯で焼いて作られたものである。煉瓦が選ばれたのは、手に入れ
やすいこと、地域の歴史的な存在を顕在化できること、そしてその活用によって地
域経済を支援する可能性があるからだ。
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Facebook Bayfront Campus
メンロパーク、カリフォルニア州、USA

取組課題
SDGsは寛大な物理的、心理社会的労働状況によって、持続的経済成長、
より高い生産性および技術革新を推進する。企業は境界や理念を超えた
全てのつながりを考慮し、人権に従って従業員にしかるべき環境を与える
よう努力をしなければならない。労働条件の改善は、生産性、技術革新の
度合いを推進し、病気休暇を減らし、社会通念としてあるべき労働を、持
続可能な成長に欠かせないものにしている。

事例の貢献概要
カリフォルニア州メンロパークにあるFacebook本社の拡張と改修を機に、ラ
ンドスケープと建築にコミュニティの連結を強化し、公共の自由なアクセスがで
き、植物と野生生物の生息域を創り出し、同社の企業文化を反映するようなデ
ザインが施された。すなわち、コミュニティの連結性を強化し、公共のアクセスを
もたらし、生物の生息地を創り出す公的空間とランドスケープのネットワークと
してデザインされたのである。

この本社は、かつて工業化製塩のために分割された干潮システムが後に放置さ
れた脱工業化時代の更地に立地している。この塩田はいくつかの危機を免れた
生物種の生息地となり、シリコンバレーの発展につれ、今では工業、エコロジー、
インフラからなるモザイク状の複合的な地域と化している。

( Bayfront Campus )の計画は、生物多様性、社会、自然、都市という重層的な
環境を創造するという原理に基づいている。開発用地をレジリエントなランドス
ケープに改変することに焦点を当てながら、このデザインは働く場所の文化の機
能的なニーズと、自然なシステムを創出することによって生まれた生息地を結び
つけている。 そのランドスケープは、オフィスレベルで中庭と庭を活性化するた
めに建物を乗り越え、旱魃や風害に強い植物類がエッジに沿って群生し、屋上
へと姿を現す。こうしてアート、エコロジー、および社会的空間が互いに織り込ま
れ、活性化した生物多様性に溢れた生息環境と、人工および自然システムの統
合環境を創造する。そのことは、従業員と彼らのより広い環境との間の繋がりを
強化することに役立つ。

Photos: MPK20 - Marion Brenner

Origin/team
Facebook, 
Gehry Partners, CMG 
Landscape Architecture, 
BKF Engineers, 
Kier + Wright, 
Level 10 Construction, 
Brightview, Jensen, 
Forell/Elsesser Engineers, 
PAE Consulting Engineers, 
L’Observatoire International, 
Lightswitch, 
Fehr & Peers Associates, 
Cornerstone Earth Group, 
RMA, SBCA Tree, 
Cornerstone Earth Group, 
City of Menlo Park Building 
Division
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Origin/team
TYIN tegnestue with local 
workers, Patrick Barthelemy

Cassia Co-op Training Centre
スンガイペヌー、ケリンチ、スマトラ島、インドネシア

取組課題
インドネシアのスマトラ島は、世界のシナモン消費量の85%を供給して
いる。このシナモンはそもそも持続可能な収穫物である。すなわち、収穫
直後から成長が再開し、森は農薬の助けによらず自然に育ち、その他の
樹木や植物と共に収穫できる。しかし、地域の労働者は往々にして労働
者としての権利がなく、低賃金で、安全性に乏しく不衛生な工場で長時
間労働の日々を強いられている。
 

事例の貢献概要
「Cassia Co-op Training Centre」は、スマトラ島ケリンチにあるシナモン生産
センターで、社会的に持続可能な生産を促進するために建てられた。この工場は、
衛生的かつ安全であるように建てられ、農民や労働者は生活できる給与、健康診
療を受け、学校や訓練所に通うことができる。そしてこの組合は農民と消費者間の
ステークホルダーの数を減らすことによって、より高い給与を支払うことができる。

このコンプレックスは重量煉瓦とコンクリートの基礎の上に軽量な木造建築とし
て建てられている。そして600 m2の屋根面積の大きな庇によって日照を低減し、そ
の下に蓄熱体を用いて自然換気による快適な室内環境を作り出している。大屋根
の下には5つの煉瓦建ての建物があり、その中には小さな実験室、教室、事務室、厨
房が収容されている。この計画は2種類の材料でできている。すなわち、地域で作ら
れた煉瓦とシナモンの木からの木材である。これはシナモンの生産からの副産物
であり、主体構造からセンターのインテリアに及ぶ建築の全てに活用されている。

この地域の建物にとって頻繁に襲う地震は大きな問題である。軽量な構造は異な
る建物の要素を多様な建材の使用頻度に従って分割され、その結果この建物を
地震に対してレジリエントなものにし、竣工後もすでに7回の大地震に耐えてきた。
このセンターはわずか3ヵ月で建てられ、2011年に完成した。その建設中70人の
地域の労働者が参加し、建築家が監修する一方で、8頭の水牛が樹木を森から
現場の製材所に運んだ。

Photos: Pasi Aalto / pasiaalto.com
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目標9に関する詳細は、以下を参照されたい。  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/infrastructure-industrialization/　

1	国連報告書 WHY IT MATTERS – INDUSTRY, INNOVATION AND INFRASTRUCTURE からの抽出

この目標は、レジリエントなインフラを構築し、持続可能な産業化を促進
し、イノベーションを推進するニーズに応答している。

経済成長、社会開発、気候変動に対する活動は、インフラへの投資、持
続可能な産業開発、技術の進歩に大きく依存している。世界の経済状況
の急速な変化や不平等の増大に直面している今、持続的な成長の恩恵
をすべての人々が受けられる機会を与え、そこにイノベーションとレジ
リエントなインフラによって支えられる産業化が含まれねばならない。1

産業と革新の基盤をつくろう
レジリエントなインフラ構築、包括的かつ持続可能
な産業化の促進、及びイノベーションの推進を図る9

建築業界は大量の廃棄物を出し、大量の天然資源やエネルギーを消費し
ています。これに加えて、地域に留まらずグローバル化している建築部材
の輸送や生産には、環境コストだけでなく人道的コストも嵩んでいます。

建築環境の持続可能性を高めるためには、産業や産業インフラを現状から脱却
させ、生産や組み立ての新しい方法に向けて発展させる必要があります。私たち
は汚染を軽減し、使用するエネルギーを減らし、廃棄物の生成を減らすように産
業、そのサービス、製品、輸送システムを開発し、現在の基準よりも安全かつ健
康的なソリューションを提供しなければなりません。

建築業界はそもそも現場特異的な特性を持っており、どの国においても現地産業
を活用し、持続可能な製品の開発を現地で進めていくことを目指す必要がありま
す。そのためには、業界における現地調達可能な素材や資源の利用の重視をさら
に強化することを含め、より持続可能な取引と共存を促進するための物理的イン
フラとデジタルインフラの整備が必要となります。先進的な産業がある場合、生産
時に廃棄物を出さないことから、ライフサイクルの観点において廃棄物を出さない
ことに焦点を移行するなど、持続可能性のレベルを高め、既存の基準を改善する
製品の開発に重点が置かれます。そのためには、建築業界のあらゆるレベルにお
いて新しい能力のトレーニングと開発を行い、新しいツール、プロセス、ソリューシ
ョンの可能性をテストするための研究とプロトタイプが必要となります。結果的に
産業で起こったイノベーションは、文化的および気候的にその土地固有の持続可
能性への影響を継続的に考慮しなければなりません。
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Origin/team
KAB, 
Høje Tåstrup Boligselskab, 
Vandkunsten Architects, 
DEM and Tyréns, 
BM Byggeindustri

Folden
ロスキルデ市、デンマーク

取組課題
世界の人口増加は、適切でアフォーダブルな住宅へのニーズを増加させ
る一方、建設産業が原因となる炭素排出を低減することが緊急に求めら
れている。このことは、建設の方法におけるドラスティックな変革を必要と
する。工業生産やプレファブリケーションはその効率がよく管理の行き届
いたプロセスによって、炭素排出および使用する材料のエコロジカル・フ
ットプリントの削減に寄与する可能性を有している。

事例の貢献概要
デンマークにおける全住宅の5分の1は「almene boliger」として知られている。
これは、住民が共有し管理するデンマークにおける社会住宅のブランドであり、
住民は賃料から誰も利益を得ず、その多寡はコストに応じて定められるという一
連の規則の下で居住することを意味している。デンマークのロスキルデ市に、プレ
ハブのボックス・モジュールを用い、高度なエネルギー性能のある、特別な住人の
ための6戸を含む60戸のユニットが建てられた。このボックスシステムは従来のコ
ンクリート・モジュールより安価なだけではなく、資源やエネルギー消費も少ない
より持続可能な構法である。

この箱型住宅のタイポロジーは、建築家と製作者とのパートナーシップで計画・
開発されたが、これは理念、ディテール、材料、手順が工業化された生産にとっ
てすべての側面で最適化され、それによって厳格な予算の中でコストを減らし、
品質を最大化できることを意味する。この箱型システムは大きな木製モジュール
からなり、工業的に生産され、敷地で簡単に組み立てることができる。それによ
って建設に要する時間も減らすことができる。

そして、スリムで多様な奥行きの箱型モジュールは変化に満ちた興味深い表現を
創り出し、昼光利用と空間利用の最適化を可能とする。建築家と製作者との緊密
な共同によるメリットの例として、無垢の木による階段の導入がある。むき出しの
木材による内部階段は、箱型モジュールの運搬中にも安定した堅牢性があり、現
場での補修コストを減らせるため、プレハブの段階から組み込まれた。

Photo: Vandkunsten

Photo: TM&E
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Origin/team
Alnatura Campus: 
Campus 360, 
haas cook zemmrich Studio2050, 
Transsolar Energietechnik, 
Flachglas Wernberg, 
Lehm Ton Erde Baukunst, 
Knippers Helbig, Stuttgart, TU München, 
Ramboll Studio Dreiseitl
are amongst the contributors

Alnatura Campus
ダルムシュタット市、ドイツ

取組課題
建設産業における工業化のプロセスは、建設現場から遠く離れた場所で
生産・加工処理される建設材料に大きく依存するようになった。これによ
り、搬送中の炭素排出増大の原因となっている。そこでよりサステイナブ
ルな実践を目指すためには、何世紀にもわたって注意深く開発された、
地域の建築技術や職人技や地方の材料に蓄積された知識を活用し、建
設しなければならない。

事例の貢献概要
有機日用食品の小売業を営むAlnatura社の新本社ビルがドイツ、ヘッセン州の
ダルムシュタット市に完成した。13,500m2の総面積があり、業務空間、公的幼稚
園、ベジタリアン・レストラン、学校を含む誰でも季節ごとに借りられる庭などの混
合的なプログラムで成り立っている。2019年の竣工当時、外壁が叩き土壁ででき
たヨーロッパで最大のオフィスビルであった。これはLehm Ton Erde社によって
開発されたプレハブの土壁部材を用いることで可能となった。ここでプレハブ土
壁パネルは壁体システムの中に暖房用パイプが直接組み込まれ、工場の中でま
ったく気候に左右されない乾燥プロセスで生産された。

壁体は素材の蓄熱性能が既に非常に高いレベルにある上に、中央に挟まれた12m2
の気泡グラス粒子の断熱層がこのパネルに一体化されている。 工業化プレハブに
も拘わらず、フレキシブルで多様な工事を可能とする詳細の工夫によって高度な
カスタマイズが可能である。 この土壁のその他の長所には、シルト、砂、砂利の必
要な割合の混合物は世界中のどこにでも存在し、素材がコンクリートと同様に固
く、完全にリサイクル可能であることも含まれる。

地域で抽出された土壌は、白から明るいベージュ、黄色からオーカー、茶色から
グレー、そして青から赤まで変化する地方独特の色を反映し、プレハブの土のエ
レメントを統合した周辺や建築文化の見慣れた景観要素としている。Alnatura 
Campusを建設し、検証することは、叩き土を現代的な建築材料として開発し
上質なものとすることであり、研究者、生産者、建築家、ディベロッパー、消費者
等の共同が不可欠であった。
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Photo: Lars Gruber
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開発チームはこの小学校の建設が同規模の学校プロジェクトの世界的な平均炭
素排出量に比し、307,000kg少ないことを発見した。それに加えて、地域のコミュ
ニティから120名が建設に雇われ、それによってコミュニティの物理的施設だけで
はなく、雇用を生み出し建設に関連する技能訓練を与えることによって、地域の能
力開発を強化することができた。完成した建物は自然光と自然換気を用い、国の
エネルギー供給のグリッドシステムから独立して運用され、リマのエコシステムに
完全に同化した一部となっている。

Origin/team
Ilima, Équateur Province, DRC, 
African Wildlife Foundation, 
MASS Design Group, ARUP, 
Ekongo Modogo, Ziko Lokuli, 
Camile Abiyo

Ilima Primary School
リマ市、コンゴ

取組課題
グローバリゼーションによって社会のコアとなる組織や施設が大都市に
集中し続けるとともに、より小さく遠く離れた地域社会は取り残される危
機に瀕している。多くの地方の村やコミュニティは孤立し、教育や仕事へ
の機会が限られたものとなっている。こうしたインフラが欠如しサプライ
チェーンから断絶した遠隔地のコミュニティを強化することは、地方の
産業の持続可能な開発という包括的な課題の一部である。 地方の産業
やインフラの開発を促進するためには、人間の能力開発および、製造技
術や地域の文脈のプロセスを前進させることに、より多くの時間を割か
なければならない。
 

事例の貢献概要
リマのコミュニティは世界で最も孤立したものの一つで、コンゴ民主共和国のジ
ャングルの奥深くに位置している。何世代にもわたって、人々は森周辺の野生生
物と共存してきたが、近代の開発によってエコシステムが脆弱化する原因を招
いた。African Wildlife Foundation(アフリカ野生生物財団) は、そのAfrican 
Conservation Schools(アフリカ保全学校) 活動の一部として、投資を必要と
する35の場所の一つに認定した。この活動のミッションは、特に基礎的な教育
と農業訓練を通していかにして野生生物の保全がコミュニティの強化によって
生命を改善できるかをパラダイムとして掲げ、人 と々野生生物を守ることである。

この学校をデザインし建設する際、チームはコミュニティがその周辺の自然環境と
調和するように開発する機会を与えられた場合に、そのミッションが最も実現可能
であるという想定で保全と開発に取り組んだ。すべて国内で調達した資材と、99%
を現場から10km以内から集めた材料を使うとともに、建設も地域の職人とバナキ
ュラーな建設方法に基づいて実施された。具体的には伝統的な堅木のシングル、
アドベ煉瓦ブロック、木製の梁であり、敷地内外で得た材料を適用した。「 リマ小
学校」のデザインと建設は、いかにして遠隔地にあることや孤立性、そして極端な
気候条件に関連した課題に対して、建設コストおよびカーボン・フットプリントを
削減するために、地域の持つ可能性を捉えることができる方法を提示している。 Photo: Thatcher Bean
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Origin/team
EcoCocon, Architectural studio 
CREATERRA

EcoCocon
スツパバ市、スロバキア

取組課題
世界の全炭素排出量の11%は、建築のライフスパンを通した材料生産お
よび建設プロセスに内包された炭素排出量が占めている。こうした炭素
排出量を削減するには、建設産業は異なる方法を取らねばならい。 新
たな材料、手法、プロセスによって、建設産業をよりサステイナブルにす
るために、デザインと建設方法を革新することができる。しかし、こうし
た革新は時間と経済を考えた時、既存の材料とプロセスに比し競争力
があるのだろうか?

事例の貢献概要
組み立てユニット式の建築部材と大量生産は、コンクリートや鉄を使った戦後の
建設に頻繁に導入されたために、大量のカーボン・フットプリントを生んだ。しかし
ながら、組み立てユニットと大量生産は、地場の自然で再生可能な材料と組み合
わせられ、コンクリートに代わるサステイナブルで入手しやすいものにできる。

「EcoCoconパネル」は主に藁と木材を用いた98%自然で再生可能な材料で
できている。その理念は再生可能で健康な地場の材料でできた安価な建築を創
り出す目標に基づいている。パネルの藁と木材は使用後安全に自然に戻すこと
ができるが故に、自然材料としてその処理に要求されるものが殆どなく、エコロ
ジカル・フットプリントを最小化することができる。藁と木はたとえば材料価値と
してネガティブなイメージを与えられがちだが、その成長過程で二酸化炭素を
吸収し、使用段階で蓄積するという、それらを増大するコンクリートや鉄とは対
照的な建材である。
　
スロバキアのスツパバに建てられた戸建住宅にはEcoCoconが用いられ、その
藁だけで11,500kgのCO2を蓄積することができる。この住宅は、室内の冷暖房
に殆どエネルギーを必要としないPassive Houseとして認証された。このこと
は、単に建設が安価であるだけでなく、住むのにコストがそれほど掛からないこ
とを意味する。EcoCoconは21のヨーロッパの国々で地域のパートナーと共同
して建てられている。

Photo: Bill Steen, CREATERRA

Photo: Bjorn Kierulf CREATERRA
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Shelter for All
パキスタン各所

取組課題
パキスタンは地理上非常に活発な地殻断層線上に位置しており、その結
果頻繁に地震に見舞わられる。歴史的に見ても、地震活動は数十万人も
の人々の命を奪い、数百万人におよぶホームレスを生んだ。地震は建物や
インフラを破壊し、大量の水を動かす力を持っており、それが沿岸部で津
波を引き起こす原因となる。さらに、国土の北部における氷河の溶解が原
因で、頻繁な水害の被害も受ける。従って、この地域の建築は地震と水害
に強く、富者も貧者も全ての住人を収容できるものでなければならない。
 
事例の貢献概要
2005年にパキスタンのカシミール地方でマグニチュード7.6の地震が襲い、少な
くとも7万3千人の命を奪い、3.3百万人以上がホームレスとなった。この大災害
以来、そして頻繁に起こる水害を前に、パキスタン人建築家のヤスミーン・ラリに
率いられたチームが災害救助シェルターのデザインと構法をリファインし、5万
戸以上の竹と消石灰と泥でできたシェルターのパキスタン北部とシンディ地方
における開発を支援した。
　
構造はローコストで低カーボン・フットプリントのシェルターとしてデザインされ、
地方の材料と技術を用い、学生ボランティア、地域の職人そして村人達を集めて地
域コミュニティにおけるシェルター作りの能力開発を支援した。これはアドベ土壁
と強靭な竹のクロスブレース構造(dhijii) でできており、耐震構造として十分な性
能を有していることが確かめられた。また様々な大きさがあり、最大のものは5人
まで収容でき、ベランダ、厨房、トイレ、浴室が付いている。プロジェクトの戦略と
して不法入居を防ぐために木の使用を避け、代わりに成長の早い竹を利用した。

また、粘土や消石灰のような地域の材料を使うことで、被災したコミュニティの
経済的再生を支援している。この消石灰で下塗りした泥の構造は、断熱性の良
い、極度な暑熱、雨、湿度を伴う地域の気候に合った快適な住環境を創り出して
くれる。シンプルで地方独特の材料と技能を活用した開発・設計チームは、地域
の能力開発および、水害や地震に耐え、コスト効率の高い、サステイナブルな住
宅の開発に成功した。

Origin/team
Heritage Foundation of Pakistan
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能力開発の一部として、女性センターが Mook Shanf

に 2011-2015 の間に建てられ、女性が社会化し、
「barefoot」 で訓練を共有する場が提供された。
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所得、性、年齢、傷害、性的嗜好、民族、階層、民俗、宗教、機会の差に基
づく不平等は、国の内外間を問わず、世界中にはびこり続けている。こう
した格差は、長期に亘る社会的、経済的発展を脅かし、貧困の撲滅を妨
げ、人々の満足感や自尊心を損なう。そして、犯罪や病気や環境劣化を
引き起こす恐れがある。 

そして、最も重要なのは、人々が機会、サービス、より良い生活をするチャ
ンスから疎外されている限り、持続可能な発展を達成できず、この地球を
万人のために改善することはできないということである。したがって、国の
内外間における格差の是正は、大変重要な鍵となる課題である。1

や国の不平等をなくそう
各国内及び各国間の不平等を是正する10

建築環境は、不平等を増幅したり、強要したりする要因となる場合があり
ます。不平等を解消するためには、プランニングおよび建設において、社会
的に疎外されている人たち、危険にさらされている人たち、障害を抱えて
いる人たちを含め、すべての人々が包摂され、利用しやすいデザインが優
先されなければなりません。

階段や段差、情報システム、音響などの設計上の特徴によっては道路や交通機関、
施設が利用しづらくなるため、障害のある市民は家に閉じこもったり、就職ができ
なくなったりするリスクがあります。宗教的および民族的マイノリティ、LGBT+の市
民、女性は特定の場所に縛られたり、教育機関やレジャー施設から隔離されたりし
ています。海岸や景観といったランドスケープの質は、所有者や顧客だけがアクセス
できるようなデザインや計画にすることよって、一般から遮断することが可能です。

不平等を解消するために建築は社会的責任を果たし、包括的で、社会を構成す
るすべての人々のニーズを考慮し、誰も取り残されないように設計され、実行され
なければなりません。建物、住環境、都市部は、平らな路面、エレベーター、スロー
プ、案内表示機能の確保から、出入り口やユーティリティーの高さに至るまで、アク
セシビリティを中核的な機能として設計される必要があります。また、社会的責任
と包摂性が建物や都市の構築、プランニング、デザインのガイドとなり、現地の文
化やニーズに関してあらゆる人をサポートし、誰にでも利用できるようにすること
を意味します。これには幅広い事例があり、ユニバーサルデザインに準拠した最
先端の施設から、特定のニーズのあるグループを支援するイニシアチブ、社会か
ら疎外された市民を含む、優先的に設計されたコミュニティまで、さまざまです。

目標10に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/inequality/

1 国連報告書 WHY IT MATTERS – REDUCED INEQUALITY からの抽出
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Origin/team
Architect: Brooks + Scarpa
Principal-in-Charge: 
Angela Brooks, AIA
Design Architect: 
Lawrence Scarpa, FAIA

Step Up on 5th
サンタモニカ市カリフォルニア州, USA

取組課題
アメリカ合衆国ではどの夜間でもおよそ60万人がホームレスで、どの年
でも同じ時間に2百万人を数える。その内の4分の1から3分の１が深刻
な精神障害を患っている。このホームレスであることと精神障害との関
連性は、それが互いに増幅し合う可能性のある多元的なパラメーター
と輻輳したものであることが確認されている。しかしながら、いくつかの
研究によれば、精神障害を患う一人ひとりが、ホームレスの原因は多く
の場合自らの貧困や低所得者用住宅の不足が原因であると認識してい
ることが明らかになった。精神障害のある人々のために長期間（1年ある
いはそれ以上）安定した住宅を提供するプログラムは、精神病院に来院
願望のある患者の数を減らすことも含めて、精神的な健康に向けた障害
の改善を支援できる。

事例の貢献概要
「Set Up on 5th」はカリフォルニア州、サンタモニカ市のホームレスで精神障害
を持つ人々のために、家と支援サービスやリハビリテーションの機会を提供して
いる。この新たな施設の構造は、恒久的に入手しやすい住宅である46戸のスタ
ジオ型アパートからなる。この施設は、精神障害のある人々のための高質で持続
可能な支援住宅を提供することを通じてホームレスをなくす使命を持つ慈善団体 

「Step Up on Second and A Community」によって開発された。

この建物は標準的な手法を超え、建物の性能を最適化し、建設および使用のす
べての段階で確実にネルギー消費を減少させるエネルギー効率の高い対策が
施されているという意味で、ほとんどの従来型プロジェクトとは一線を画してい
る。Step Up on 5thの計画とデザインは、パッシブデザインの戦略に関する深い
配慮と適用から明らかになった。その戦略には、建物を太陽の冷房負荷からコ
ントロールするために場所と方角を定めること、主風向に当たるように形状と方
角を決めること、自然換気ができるように揚力を誘発するように形状を考えるこ
と、昼光利用を最大化できるように開口部をデザインすること、などが含まれる。
これらのパッシブ手法だけでも従来型の建物に比し、50%程度もエネルギー効
率を高めることができる。

Photos: John Linden Photography 
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てこの幼稚園では、子供のいる女性が仕事でき、彼女等も家族もその能力を高
めることができる。さらに、この建物は熱帯気候における持続可能な教育空間の
プロトタイプを構成し、子供たちに 農業の重要性と自然との密接な関係性の価
値を教えてくれる。

Origin/team
Client: Pouchen Vietnam
Architect: Vo Trong Nghia Architects

Farming Kindergarten 
ホーチミン市、ベトナム

取組課題
不平等を減らすことは多方面に及び、教育や家族を支援し、性の平等を
促進する使いやすい公的サービスを通して女性の能力を高めることが
含まれる。多くの開発途上国では、女性は働くために家を離れることも
あるが、それでも基本的な家事や家族の世話の責任を負っている。世界
的には、女性は男性に比べ主として子供の養育を含む無給の世話や家
事を３倍ほど多く強いられている。多くの場合、働く女性を支援するサー
ビスは見つけにくいか経済的に入手しにくく、女性は自分の子供の世話
を親戚や友人に依存するか、職場に連れて行かざるを得ない。従って、
質の高く手に入れやすい共働き夫婦の子供の養育サービスは、女性の
所得を増やし、性の平等を発展させる必要があるため、社会的保護シス
テムの重要な一部をなす。

事例の貢献概要
ベトナムで最も大きな工業化地域の一つが典型的な熱帯モンスーンにあるホー
チミン市郊外に位置している。この地域では、靴製造業の工場が2万人の労働者
を雇用し、そのうち1万７千人が女性である。工場の社会的責任の重要な一部と
して、オーナーは従業員の子供達のために就学前の500人の幼児を収容できる
幼稚園を建てた。

建物のコンセプトは、子供たちに食糧と農業体験を与え、安全な遊び場として機
能する連続した緑化屋根のある、「Farming Kindergarten」を作ることである。 
この緑化屋根は一筆書きで3重の輪を描き、内側に子供たちにとって安全で快
適な遊び場である3つの中庭を提供している。中庭に向けて屋根を下るにつれ、
上階にある教室と庭にアクセスでき、子供達は屋根を渡る際に菜園を体験し参
加することができる。

そして、緑化屋根は菜園としてデザインされ、５つの異なる野菜が植えられてい
る。それらは、アマランサス(red spinach)、カラシナ(mustard greens)、ヨウサ
イ(water spinach)、ツルムラサキ(Malabar spinach)、カンダバ(sweet potato 
leaves)であり、農業教育のための200m²に及ぶ菜園で栽培されている。こうし

Photo: Quang Dam

Photo: Hiroyuki Oki
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Origin/team
AART architects, 
Keinicke & Overgaard Architects, UrbanLab, 
MOE and D & N, 
Karin Bendixen, 
The Danish muscular dystrophy foundation

Musholm Multi-Purpose Hall 
コルゾー市、デンマーク

取組課題
身体的な運動不足は人の寿命を数年縮め、各所の疾患を招きうる。これ
は特に運動できない人々に当てはまり、その38%は身体的に活発でな
い。運動できないことはいかなる個人の身体的および精神的健康に重
篤な脅威となるが、社会にとって高い健康医療コストがかかることも意
味する。 デンマークでは運動できない人の2人に1 人は、活発な生活を送
るための主な障壁として、自身の能力ではなく、彼らを取り囲む物理的環
境に焦点を当てている。

事例の貢献概要
「Musholm」は保養住宅、スポーツ施設、そして社会的機能を備えた会議・保
養施設である。この新たな多目的ホールと24戸の保養住宅のあるMusholmの
増築によって、建築がいかにして異なる空間を創り出すことで障害のある人々の
生活の質を改善できるかを示した。施設はそのすべてを障害があり運動が課題
である人々が利用しやすいようにデザインされており、身体的状況のいかんによ
らず活発な生活を送れるように動機づけできる多目的な工夫が施されている。

新たに増築された多目的ホールには、身体的活性化を促進する110mの長さの
スロープがある。そこには踊り場とレクリエーションゾーンがあり、世界で初めて
車椅子利用者用のケーブルリフトの付いた特別な壁面を車椅子で登れ、運動が
できる平らな場も提供している。こうして、Musholmは障害の種類によらず、利
用者が動き回れる場所となり、遊びと体験を通して、新たな社会的結束を形成
する機会を与えてくれる。

Musholmは建築やランドスケープのデザインによって我々を人間らしく生活でき
るようにする上での障壁を取り除けることを示している。それは、多様な違いを引
き延ばして平滑にすることではなく、より包摂的にすることによって可能となる。

Photo: Submarine

Photo: Kirstine Mengel
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Origin/team
Municipality of Conde, 
Mayor of Conde, Secretary of Planning, 
Coordinator of Territorial Planning, 
School of Architecture and Design - Escuela de 
Arquitectura y Diseño - Pontificia Universidad Católica 
de Valparaíso ‘Oficina Espacial’ Design Studio 
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Re-establishing Fishermen Shacks 
コンデ市、ブラジル 

取組課題
旅行と観光セクターは世界で最も成長の早い経済分野の一つである。 

「国連WTO（世界観光機構）」によれば、2019年に観光産業は3番目に
大きな輸出カテゴリーに数えられる。世界中の観光客数の増加は大き
な収入と成長を生み、多くの人々の生計を豊かにした。しかしながら、観
光産業が文化遺産や自然生息地や環境を重視せずに開発され、その地
域に住む人々の生計を抑制するなら、地域の資源やコミュニティに大き
なプレッシャーを与える。

事例の貢献概要
ブラジルの多くの海岸都市では、バーや店舗として使われる仮設小屋の数が増加
し、様々な環境問題を引き起こしている。このような仮設小屋の危険要素を解決す
るために、裁判所はいくつかのブラジルの海水浴場に沿って建てられた小屋を撤
去する命令を出した。その中には、北東にあるコンデ湾に面したPraia do Amor 

（愛のビーチ）に沿って建てられた小屋も含まれている。

しかし、ビーチ上の小屋を完全に撤去するとなると、この地域に伝統的な漁民の
コミュニティによって使われてきた漁業や航海やその他の仕事のための材料・
道具を収納する「caicaras」と呼ばれる納屋も含まれることになる。漁民の地域
社会は何世代にも渡って漁業で生計を立ててきたため、納屋を撤去することは
彼らが生きるための施設を奪い取る結果を意味した、

この法廷の命令による深刻で予期しなかった結果に対処するために、パライバ市
の計画局はその他の局や漁民コミュニティと共に一連の検討会議を開き、適法な
解決策を発見した。その過程で地域の大学やデザインスタジオの教授と学生は、
最初から9つのcaicarasを再建する12日間のワークショップを実施した。この協働
作業は、簡易な技術で安価かつて短期に建てられる方法を生み出し、今では河川
と海の間に建てられている。こうして、法的境界と自然な水の動きを重視する方法
を何年にもわたって大切にしている。
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Share Kanazawa 
石川県金沢市、日本

取組課題
人口に対する高齢者の割合が急速に高くなる日本の社会状況にあって、
非高齢者を想定した機能の分離を前提として建築をつくることがもはや
意味をなさなくなりつつある。 また、働き手が減少している状況からして
も、社会の活力を維持するためには、世代・性別・障害を越えてあらゆる人
々が共に生きることのできる建築のつくり方を、積極的に推進することが
重要になってきている。

事例の貢献概要
Share Kanazawaは「Continuing Care Retirement Community (CCRC)」 
のための安価なプロトタイプとして、社会福祉団体によって開発された。この金
沢市近郊にある小規模な村の中で健常者と障害者、高齢者と若者が一つのコ
ミュニティを形成している。このコンセプトは若い学生に都心に比べてより魅力
的で安価な住宅も提供する。子供と学生と高齢者を混住させるという考え方は、
高齢者用の退職住宅、あるいは子供のための養育施設などではなく、もっと多様
なコミュニティを創出できる。高齢の住人や特殊なニーズを抱えた子供達もまた
住宅、道路、公的空間、およびコミュニティ施設への利用しやすさという必要性を
共有している。福祉施設としては児童入所施設、児童発達支援センター、高齢者
デイサービス、生活介護・車イス対応バリアフリー住宅が複合し、健常者が暮らす
施設としてはサービス付き高齢者向け住宅と、学生住宅がある。さらに、高齢者向
け住宅の住民を中心に、仕入れから販売までを運営する店舗があり、社会的・経済
的・文化的・精神的活動に住民自身が積極的に参加可能な仕組みができている。

CCRCは多くの場合郊外あるいはその外側に位置している。それは、極めて稠密
な日本の都市にあって、土地や建物を手に入れやすく、賃料も低く抑えられるか
らである。そして、人口動態的に見て多様なコミュニティは人口減少のリスクを
抱える地方自治体にとっても魅力的である。すなわち、CCRC の誘致によって、
地域の雇用を維持でき、場合によっては特に健康診断の分野における雇用を増
大できる可能性を期待できる。

Origin/team
GOI Architects, 
Creation & Technology
Social Welfare Coorperation Bussien Group  
http://www.bussien.com/#/

Photos: Goi Architectural Institute
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目標11に関する詳細は、以下を参照されたい。  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/cities/

1 国連報告書 WHY IT MATTERS – SUSTAINABLE CITIES からの抽出
2 国連持続可能な目標からの抽出。 詳細は以下参照。
	 https://www.un.org/sustainabledevelopment/cities/

今日、人類の半数、すなわち35億人が都市に暮らしており、この数字はな
お増加しつつある。将来大半の人々の生活が都市的になるが故に、貧困、
気候変動、健康保険、教育などの人類が直面する重大な問題に対する答
えを、都市生活の中に発見せねばならない。1

都市はアイデア、商業、文化、科学、生産性、社会的開発、その他多くの事象
の中枢にある。その最盛期には、人々を社会的、経済的に前進させること
を可能としてきた。2030年までに都市に住む人口が50億人に達すると見
られており、効率の良い都市計画と都市マネジメントの実践によって、都
市化がもたらす課題に対処することが不可欠である。2

住み続けられるまちづくりを
包摂的で、安全かつレジリエントで、持続可能な都
市及び人間居住を実現する11

建築環境は、持続可能な都市やコミュニティの発展に欠かすことができ
ません。

建築、デザイン、プランニングは、都市や住環境を包括的、安全、健康的で回復力が
あり、環境的に持続可能なものにするためにさまざまな形で貢献しています。主な
貢献の事例としては、手ごろな価格で利用しやすい健康的な住宅、衛生設備への
アクセスを確保するデザインやプランニング、ならびにデザインによって病気の蔓
延を減らすのに役立つ建物、公共スペース、インフラなどが挙げられます。さらに、
都市の一部とその周辺の両方において、公共インフラによってモビリティとアクセ
シビリティを向上させることが可能であり、徒歩や自転車の利用を可能にすること
で、交通による汚染の削減にも貢献することができます。

都市デザインは、暴行などの犯罪や脅迫のリスクを軽減する空間構成やデザイン
によって、すべての市民を包摂することに貢献することが可能です。社会から疎外
されている市民や公民権をはく奪された市民のニーズは、プランニングの初期段
階から考慮に入れるべきであり、あらゆるレベルのステークホルダーがこのプロ
セスに関与する必要があります。都市デザインも、都市部での過用、交通、廃棄
物、騒音、光害などによる環境への影響を軽減し、対策を講じるのに役立つもの
でなければなりません。個別の建物だけでなく、複合ビルや集合的な居住地も、
気候変動に対する回復力と堅牢性を高め、都市の成長に伴う植生や生物多様性
の損失を食い止められるように、植生や緑地を併せて開発する必要があります。

これにも幅広い事例があり、都市再生プロジェクト、気候適応計画、古くなった建
物や構造物の改造や再利用、社会から疎外された市民の参加や支援を目的とし
た取り組みなどが挙げられます。
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Origin/team
Josef and Anni Albers Foundation,
Le Korsa, Toshiko Mori Architect

Artists’ Residency 
and Cultural Center 
シンシアン市、セネガル

取組課題
文化的あるいは社会的差異を超えたフォーマル、インフォーマルな集会
のための公共空間は、都市や地域社会における共同性やコミュニティづ
くりを支援できる。そしてその建築は、親密な関係性、仲間意識、共有感
を生み出す伝統的な職人技の利用によって、この種の共同意識の高まり
を視覚的に支援することができる。

事例の貢献概要
セネガルのシンシアン市に森俊子建築事務所（Toshiko Mori Architect：拠点は
ニューヨーク）が設計したこの文化センターは、舞台上演センター、客員アーティ
ストのためのスタジオやワークショップ、そして市場や会合のための集会所などを
備え、多彩なコミュニティのプログラムを提供している。この敷地にある既存の施
設を補完しながら、こうした社会・文化交流の場は、約12の異なる種族からなるコ
ミュニティにとってその共有の場所ともいうべき空間となっている。

その構造自体が、地域に独特なバナキュラー建築の要素を直接的に参照し取り
込んでいる。具体的には、伝統的な庇屋根から発想を得て、それを反転するプロ
セスを通して内部の中庭と、その周辺にパッシブな通風にとって理想的な日陰
の下のスタジオエリアを創り出す。それに加えて、屋根の形状が雨水を集め水槽
に貯留し、コミュニティが基本的に必要とする家庭用および農業用の水を供給
できる。また、何重にも重なった庇と、蓄熱しながら内部に気流を通せる間隔の
空いた煉瓦壁によって、快適性が強化されている。

そして、地域独特の材料と建設技術、村人自身によるプロジェクト管理によって、
このプロジェクトは自分たちのものであるという意識、建設能力の向上、仲間意
識の高まりを醸成できるようにデザインされた。

Photos: Iwan Baan
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Origin/team
Beijing Shougang Construction 
Investment Co., 
material provided by China Academy 
of Building Research

New Shougang High-end Industry 
Comprehensive Service Park
北京市、中国

取組課題
世界中で製造施設が都市的な場所からその郊外あるいは地方へと移転
されつつあり、取り残された巨大な脱工業化地帯が、住居地域として再
開発されている。このプロセスにおいて、我々はこうした脱工業化建築の
遺産が持つ価値や、既存の建築およびそこに用いられた建設材料に埋め
込まれた自然の材料とエネルギーの価値を考慮しなければならない。そ
こにはこれらの秘められた価値をいかにしてサステイナブルな方法で利
用できるかという課題がある。

事例の貢献概要
北京郊外に1919年に建設された「Shougang Steel Mill(首鋼製鋼工場)」の主要
工業地域は、中国における最も初期の近代的鉄鋼工場の一つであった。施設はユ
ニークで都市的文脈の中で完全な工業建築が非常に良い状態で保全された例で
ある。2010年の生産拠点の移転によって、この地域は現在工業地帯から公園のあ
る15万人の職場のためのオフィス市街地へと変貌を遂げつつある。
　
そこではすべての工場建築を撤去するのではなく、北京市計画自然資源局はこの
計画を脱工業化の変換および都市的再構成のパイロットプロジェクトとして認定
した。その修復と変換プロセスのおかげで、この製鋼工場施設は現在いくつかの一
流企業が立地しており、2022年北京冬季オリンピック組織委員会もその中の一つ
である。2.9km2のパイロット地域はその北ゾーンに計画され、5千人の住人と2万5
千の職場を収容するとともに、修復、変換された工業建築が集中して織り込まれた
いわゆる「woven city innovation factory(織生都市革新工場)」を含んでいる。

また Shougang Park は、エネルギー、廃棄物、交通に伴う温室効果ガスの排出
量ネットゼロをターゲットとする「気候プラス」を目指していることによって、世界で
最も野心的な低炭素プロジェクトを選ぶ「C40’ Climate Positive Development 
Program（気候プラス開発プログラム）」に認定された。

Photos: China Academy og Building Research
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Origin/team
CPH City & Port Development, 
COBE, 
Sleth, 
Polyform, 
Rambøll

Large-scale Urban Planning 
in Nordhavn
コペンハーゲン市、デンマーク

取組課題
今日では、世界の人口の55%が都市域に住んでおり、都市化の進行と人
口の増加により、2050年までにそれが68%に達すると見られている。この
増加する都市の需要を満たすために、都市域は拡大し、高密度となり、そ
の開発は近接する郊外の未開発の土地や自然なリゾート地を貪り漁る。
 

事例の貢献概要
都市開発の計画と規則は気候変動、不平等、移動性、エネルギー消費、海面上昇
等に関する課題を解決することに貢献し、社会的包摂性や経済的堅牢性を促進
することができる。コペンハーゲン北部のかつて工業化で繁栄していた地域が、現
在では変貌を遂げ混在した土地利用の近隣地区として拡大している。この開発は 
2008年にスタートし、「Copenhagen City & Port Development ( コペンハー
ゲン市港湾開発局 )」が、再生可能エネルギー、サステイナブルな交通手段、社会
的混在型近隣、資源の最適利用、リサイクル等を含む、「eco-friendly （環境親和
型）」な原理に則ったオープンで適応可能な案を求める国際コンペを開催した。 
その最優秀案は、堅牢ながらフレキシブルな構造を持ち、公共空間、道路景観とプ
ロムナード、ランドスケープ、自転車用インフラ、地下鉄駅、そしてNordhavn地区
をデンマークで初めてDGNB( ドイツの建築・都市計画に関する環境性能評価シ
ステム) 予備評価でプラチナを獲得できる市街地とするビジョンを掲げていた。そ
れに加えて、この計画案は工業化時代の遺産建築物の変換、ソフトな交通手段、
公共交通、25%安価な住宅群の整備を提案していた。
　
このNordhavn開発計画は、サステイナビリティを環境面だけではなく、社会的、
経済的側面からも訴求できる未来の都市化モデルを提示する試みである。その
第一段階は成功裡に完了した。戦略的および法的「街区計画レベル」のサステイ
ナブルなビジョンを実施することは、それを達成する可能性を増大してくれる。 
しかしながら、都市開発計画のスケジュールが長期に及ぶため、ガバナンス、経
済、そしてステークホルダーの優先順位付に変動を受けやすいことが課題である。
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V House of Dashilar
北京市、中国

取組課題
世界中の多くの大都市と同様、北京は大規模な変貌の最中にある。中国の
経済が急激に発展し、その首都の人口が着実に増加するにつれてこの都
市の顔は急速なペースで変化しつつある。都市開発は建築物、近隣、まし
てや全街区さえ古きものを除去し、新しいものに置き換える。そして都市
組織は変化しつつあり、伝統的な胡同（フートン）も新たな構造に組み込ま
れつつある。ある調査によれば、北京の胡同のたった3分の１のみが手つ
かずの状態で残っているだけである。そのために文化的建築遺産を失うだ
けでなく、建築のストックの滅失および社会的組織の混乱を招いている。

事例の貢献概要
建築物の改修がサステイナブルなまちを創る上で、大変大きなポテンシャルを
持っていることが、近年ますます強く認識されつつある。建築物の質を改善する
ことは都市の質を改善し、それはさらに市民により良い生活の質をもたらすばか
りでなく、地域に職場を創り、住人がそのコミュニティの中でより活動的に生き
る機会をも提供する。
　
V Houseは北京のDashilar（大柵欄）地区にある胡同の中庭に位置している。こ
のプロジェクトは2011年に着手された同地区の新しい再開発戦略の一部である。 
既存住宅の配置は中庭の四方を部屋で囲む、大柵欄地区で典型的なものである。

この形態はかつて一家族だけのものだったが、計画では数家族が共有するタイ
プもある。この所有権の配分の戦略は、厳密に私的で内向的な住宅の機能を公
的で外向的なものに変化させることがその中核であった。すなわち、その目的は
周辺と交流でき、この地区のより混在化した利用や、開いた受け入れやすいまち
づくりを目指す建築である。改修の重要な到達点はまた、歴史とともに重層して
きた空間要素の痕跡を明らかにすることでもあった。このプロジェクトでは、建
築家は2つの中庭を囲む壁に、原型に基づき伝統的な灰色の煉瓦を再利用した。
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Origin/team
Empresa de Desarrollo Urbano (EDU): Coordinates the design, 
management, and execution of projects.
Alcaldía de Medellín: Supplies resources for the completion of projects 
as part of the official development plan.
Empresa de Transporte Masivo del Valle de Aburrá Limitada: 
Operates the mass-transit service that connects projects with the 
rest of the city, manages public spaces adjacent to the stations, and 
provided partial resources for the construction of the Metrocable.
City Mayor, 2004–2007: Sergio Fajardo 
Project Leaders: Arq. Alejandro Echeverri, Arq. Carlos Mario Rodríguez, 
Arq. Carlos Alberto Montoya

‘Social Urbanism’ in Medellín
メデジン市、コロンビア

取組課題
我々の都市は急速に成長を続け、スラムや仮設小屋に暮らす人々の数も同
様である。2018年には世界の都市人口の23.5%はそうした状況に住むこ
とを余儀なくされていると見られ、多くの住人は基礎的なサービスさえ受
けられず、住宅の状況は不十分で安全でない場合が多い。また、多くの場
合住人は彼らの家に住む法的権利がなく、多くの都市では住むのに不適
当あるいは危険な土地に高密で仮設的に建てられている。

事例の貢献概要
1988年のタイム誌の記事に、メデジン市が「世界で最も危険な都市」と書いた。 
この時期、何年もの間暴力と都市劣化という負のスパイラルに陥った都市に低い
点がつけられた。したがって、改訂された政策の焦点は、都市再開発によって犯罪
の減少と生活の質を向上させることにあり、それによって地方自治体に公共空間、
インフラを整備し、変革の前線に立つ権限を与えた。

2012年、メデジン市は公的サービスの提供、生活の質の改善に成功し、自治体の
合法性を更新した 「Social Urbanism」のリフォームモデル （2004～2012）によ
って、「今年の革新都市」として表彰された。この「Social Urbanism」とは、都市プ
ロジェクトの局長Alejandro Echeverriによって考えられた言葉で、社会経済的、
物理的開発を統合し、この目標を達成するツールとして都市デザインや建築を用
いる戦略を意味する。メデジン市の社会的組織を再構成し、市民を活性化する
のに成功した方法は、現場にコミュニティの代表者を置いたことで、自治体とコ
ミュニティの間を仲介する役割が生まれた。そこでは調停案が策定され、地域の
住人およびかつて対立していたグループの意思を新たに精査し、まちづくりの物
理的、社会的なフレームワークを見直すように仕向けた。Social Urbanismには
また、インフォーマルなコミュニティの安全性を都市に反映できるあらゆる可能
性とリンクさせることも含まれる。すなわち、建物ストックの全体的なグレードア
ップと、地域のビルダーがレトロフィット計画を実施するにあたり、行政と共同で
きるように訓練することである。それは住宅ストックのグレードアップだけではな
く、地域経済の向上も含まれることと同じである。

Photos: Ivan Erre Jota
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目標12に関する詳細は、 以下を参照されたい。
https://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-consumption-production

¹  国連持続可能な目標からの抽出。 詳細は以下参照。
	 https://sustainabledevelopment.un.org/sdg12

持続可能な消費と生産とは、資源とエネルギー効率、および持続可能なイ
ンフラ整備を促進し、万人が基本的なサービス、緑、働きがいのある仕事、
より高い生活の質を得られるようにすることである。それを実践すること
によって、全体的な開発計画を達成し、将来の経済的、環境的、社会的コス
トを削減し、経済的競争力を強化し、貧困を減らす・・・ことなどに役立つ 

・・・持続可能な消費と生産が「より少ないもので、より多くのことをより良
く行う」ことを目指しているが故に、経済的活動からのネット福祉利益は、
資源消費、全ライフサイクルにおける劣化と汚染を減じ、その一方で生活
の質を高めることによって増大することができる。¹

つくる責任、つかう責任
持続可能な生産と消費のパターンを確保する12

建築業界は、天然資源を消費し、廃棄物を発生させる主な要因となって
います。 

建物を解体すると、既存の材料や部材の価値の大部分が失われます。リフォーム
の場合も同様で、すでに採取および処理済みの資材の大部分が廃棄物に転換しま
す。廃棄される型枠や部材を梱包の石膏ボードの切断片から、風雨や酷使により
損傷した資材に至るまで、新しい建物を建設する過程でも廃棄物が発生します。

寿命を延ばすための設計、安定的なメンテナンス、既存の建物の慎重な適合に
よるすでにあるものの維持は、建築環境における持続可能な消費の鍵となりま
す。耐久性やライフサイクルを考慮した設計を行うことで、建築業界全体ならび
に個々の部材、建物、構造物の価値の損失および廃棄物の発生を減らすことが
可能です。理想的には、時間の経過とともに建物が異なる用途に変化し、用途が
変わったり廃れたりしても、構造体に投資された材料やその他の資源がその価
値を維持できるような設計にすることです。また、個々の部材や材料は、リサイク
ルやアップサイクルが可能となる設計および使い方がなされなければなりません。 

新しい建物の設計および建設では、使用する資材と発生する廃棄物の量を減ら
すことを優先する必要があります。新しい建築ソリューションと部材は、全体的に
資源の使用を大幅に削減し、再生不可能な天然資源の使用を大幅に抑え、現地
の材料の使用と再利用を重視して開発されなければなりません。
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Origin/team
Matthew Barnett Howland 
with Dido Milne
(CSK Architects) and 
Oliver Wilton (UCL)

Cork House
バークシャー州イートン市、

取組課題
建築物とその建設にはエネルギー由来炭素排出量のおよそ40%を占め
る。その約3分の1は建築材料に内在している。我々が2030年に向けて設
定したターゲットに到達するには、内在する炭素の問題に答えを出し、建
築物を全ライフスパンの視点から精査しなければならない。そのために
は、建築物の全負荷を計算できる総合的な手法が必要だが、我々が使う
材料とその使い方の革新と実験もまた不可欠である。

事例の貢献概要
「Cork House （コルク・ハウス）」とは、ほぼ全てが無垢で荷重に耐えるコルクか
らなる一体型の壁とコベルピラミッド型屋根でできた住宅で、この種のものとして
は初めての事例である。この珍しい構造形態と雰囲気のある空間は、総合的な環
境サステイナビリティを目指す全ライフスパン・アプローチの結果生まれた。パー
ツのキットとして考えられ、解体が可能にデザインされたその部品は、敷地外でプ
レハブ化され、搬送した現場でモルタルや接着剤を用いずに手で組み立てられた。

堅牢かつシンプルで、サステイナブルであることに焦点が置かれたこのプロジェク
トは、近代的な住宅建設の複雑性と慣例に対置する独創的な答えである。典型
的な固定観念として、多様な建築材料、製品、スペシャリストのサブシステムを取
り入れた層状の建築外皮があるが、Cork House はその代わりに単一の生物由
来の再生可能な材料によって堅牢な壁と屋根を作ることを試みた。この植物に
よる建築の非常に革新的な形態は、完成時における全ライフスパンの炭素排出
が619kg CO₂ e/m² 英国基準BS EN 15978）という極めて低い値のカーボン・ネ
ガティブな建築に帰着した。
　
エクスパンデッド・コルクは、コルクの森の副産物としてできる純粋に植物由来
の材料である。コルクガシの木の皮は9年毎に手で木を傷つけることなく収穫さ
れる。この混農林業のやさしい形態は、豊かな生物多様性のあるエコシステムの
維持に貢献するものとして広く認められている。建築家の言葉で言えば、Cork 
Houseは自然資源のシステムと人間の住まいを調和させたホリスティックな試
みのケーススタディである。
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Life Reusing Posidonia
バレアリック諸島、スペイン

取組課題
1960年代以降、大量生産が最もコスト効率の高い生産手段であると広
く考えられるようになった。そして、第二次世界大戦後のヨーロッパ都
市への人口殺到の問題に対する答えとして、新たな交通技術およびコン
クリートや鉄のモジュールを工業化することが大きな助けとなり、中心
市街地における住宅と健康の危機に対処する上で効果的だと証明され
た。労働者階級の家族は新たに郊外に大量建設された安価でより良い衛
生環境が整った快適なコンクリートの住宅に移住した。しかしながら、今
日では建設産業が廃棄物を生み出す最も主要な原因の一つであることが
わかっており、誰にでも入手しやすい住宅の提供を妨げない、異なる方法
で建設しなければならない。

事例の貢献概要
Life Reusing Posidoniaはフォルメンテーラ群島ノバレアレス島の気候変動に
対応するためのプロジェクトで、その主要目的は住まいを改善し、調整機能を備
え、快適性を損なうことなく資源の浪費を削減するためのデータを公開する公的
な仕組みを整備することにある。そのコンセプトは、地域で発見した材料や、限定
されたコミュニティと建設現場に適用された地域資源を活用した建設の実践およ
び手法を学び、復元することである。そしてこのプロジェクトでは、異なるコミュニ
ティの大規模な生産施設で大量生産されたプレハブの建築材料について研究す
るのではなく、地域のコミュニティを対象になされた投資が、いかにしてより良い
住宅、仕事の機会、経済成長を創り出せるかを研究することだ。それと同時に、
地域に投資し生産することで、輸送費とCO2排出量を削減することができる。こ
のプロジェクトで作られた14戸のハウジングユニットは、地域で採れる海藻のポ
シドニアで断熱され、その収穫と断熱材として応用する伝統的な技能を活用して
いる。また、内装の全ての木造部は、古い建築のドアや木部を再利用してアップサ
イクルされた材料でできている。そしてこの住宅は、自然換気によって冷暖房がな
され、夏季には心地良い海風を室内に通すことができる。

Life Reusing Posidoniaは関連資料が公開されたプロジェクトで、全てのデー
タと知見が無料で次のURLから入手できる。http://reusingposidonia.com/

Origin/team
Carles Oliver Barceló, Antonio Martín Procopio, 
Joaquín Moyá Costa, Alfonso Reina Ferragut, 
Maria Antònia Garcías Roig. 
Architects at the Balearic Social Housing Institute (IBAVI) 
Alberto Rubido, Xim Torrebella, José Luís Velilla Lon, 
EEI enigneers, Miguel R. Nevado, 
Societat Otgànica +10SCCL
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Origin/team
Circular Chain Operator: Næste 
Strategic partners: Enemærke & Petersen,
Tscherning, Lejerbo, TRUST, 
Fremtidens Fundament, Fischer Lighting, 
Art-Tek structural engineers, 
Danish Technological Institute

Næste
コペンハーゲン市、デンマーク

取組課題
2025年までに世界で1年間に発生する固形廃棄物の量は、およそ22億
トンに達すると予想されている。そのうちの半分は建設産業に由来し、
その半分以上が木材、シングル、アスファルト、コンクリート、そして石膏
ボードなどの建設材料である。建設量の急速な増加に伴い、この傾向は
スローダウンするようには見えず、従って、循環型経済に基づくリサイク
ルやアップサイクルを推進する政策、およびビジネスモデルを開発する
ことが喫緊の課題である。

事例の貢献概要
Næsteとは住宅や庁舎やオフィスビルのための質の高い倉庫システムで、廃棄
物分別用の容器や自転車などを貯蔵できる暖房をしない貯蔵スペースとして、
それ自体がリサイクルされた建築材料で作られている。こうした材料は、さらに 
50～100年の寿命が見込まれるにも拘わらず、デンマークやその他の多くの先
進国で頻繁にダウンサイクルされ、埋め立て用に壊されるか暖房用のエネルギ
ーを得るために焼却される。
　
暖房なしの倉庫やシェルターは、蓄電およびその利用、空間、メンテナンスなど
のデータといった利用を最適化する統合的なサービスに対する需要が増加して
いるために、ますます必要とされつつある。市場にその循環型倉庫のタイポロジ
ーを導入することによって、Næsteは不動産オーナー、 関係者、そしてユーザー
にグリーン化へ向けた簡単な第一歩を踏み出す機会を与えてくれる。従って、ユ
ーザーの「倉庫周辺の生活」を支援するサービスも提供し、それによってすべて
のユーザーが恩恵を受ける共有経済や、その他の資源効率を高める戦略のため
の強固なプラットフォームを創造することができる。Næsteのクリエーターにと
っての大きな目的は、持続可能な社会への変革が実現可能で、持続的で、建築
的、社会的にアピールできることを各自が見て感じ取れるようになることである。

クリエーターによれば、Næsteは材料の再利用の需要を創り出し、サービスとし
ての新たなプロダクトとともに、建設産業を改革し得る循環ビジネスモデルの進
行役を務めることができる。
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Origin/team
A learning by doing workshop 
organised by M.A.M.O.T.H.

Photos: MAMOTH

Sankofa House
アベテニム市、ガーナ

取組課題
世界中の町や村では、往々にして貧弱な質のセメントがますます高額な
材料となったために低所得世帯にとって家を所有することが殆ど不可
能となった。それにも拘わらず、家作りの材料として主流となっている。
ガーナでは、西アフリカの多くの国々と同じように、多くの人々にとって
貧しい農家のイメージを象徴する土づくりの建築に対する偏見が根強
い。古代の地域の建築は、セメントブロックやその他の工業化された材
料による「モダン」な建設方法求めて、20世紀に捨て去られた。そうした
材料は高額であるばかりでなく、この地域の熱帯性気候に対して熱的に
不適当で、またそれらは外国から輸入されるため、環境負荷として輸送
由来が大きく付加される。

事例の貢献概要
Sankofa Houseはガーナのバナキュラー建築の質を再発見することを目指して
いる。ここでは、現代的なデザインはアシャンティ伝統的建築物群の影響を受け
ている。これは文化的に共鳴するだけではなく、建築性能的に見てガーナの熱
帯性気候にうまく適応している。Sankofa Houseの形状は、勾配屋根が連続す
るアシャンティ州の建築遺産に影響され、美しいスカイラインを描くとともに、セ
メントや煉瓦作りの平屋根構造では不可能な熱気の上昇によって、熱的快適性
を生み出している。建物は南北に向いた単体である。屋根で大きく覆われた室外
エリアは中央の中庭を囲んで管理されるだけではなく、伝統的な住宅の配置を描
いている。 テラスの軽量な構造体は内部を冷やす通気の良い空間を生み出す。 
このアイデアは再現可能な建物を創り出すことで、他の家のオーナーがたやすく
コピーでき、住み手のニーズにも適応でき、バイオクリマティックな答えを簡単に
保持することができる。また熱的に大容量の壁体は熱帯夜の冷たさや湿気を蓄
え、 大きな内部空間と換気性能の豊かな屋根は室温を低く保つことができる。
その一方で二つの屋根の結合部に雨水の回収システムもセットされている。ラテ
ライトあるいは紅土はガーナのどこでも、またその他多くのアフリカ諸国で採取で
き。計画敷地にも存在することから、現場での採掘から直接取得できる。そしてこ
の粘土性土壌は、壁体を建設するのに十分な凝集力を有している。
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Origin/team
Client: City of Montataire
Architects: Atelier d’architecture
Pierre Hebbelinck / Représentative
Hart Berteloot Atelier 
Architecture Territoire / Associate

Photos: François Brix

The Perret Hall  
– Cultural Centre of Montataire 
モンタテール市、フランス

取組課題
建築分野におけるサステイナブルな開発は、我々が自らのエコロジカル・
フットプリントの緊急な削減を必要とし、その重要な課題は既存の建築
物や建築材料を取り扱う方法を変えることである。何世紀にもわたって
建物は信念、体制、美、ニーズを置き換えることで再利用され、同時に変
換もされてきた。しかしながらその実践は工業化につれて変化し、建物の
価値の低下や取り壊しに取って代わられ、その結果自然資源を多大に失
うこととなった。我々が共有する自然資源の適切な管理手法を手に入れ
るためには、責任ある消費と生産という目標に到達する上で厳しい選択
となるリサイクルおよび改修によって、建物と建築材料の寿命がプログ
ラムやその使用を超えることができると我々は認識しなければならない。

事例の貢献概要
コンクリートはその寿命と堅牢性故に、橋梁や港湾の強化などの持続的な構造
体にとって理想的な建設材料である。コンクリートが建築に使われる場合、この
材料は元来の利用よりもかなり長生きでき、持続可能な観点から変革の重要な
要因となる。このような変革の成功例がフランス、モンタテール市にある元市場
ホールで、市役所によって主導されて多目的なプログラムの文化センターを含
む建築として改修された。この2,276m²の文化センターは、現在では音楽学校、
ダンス学校、放送室、そしてレコーディング・スタジオを備えている。美的、 機能
的に変換されたこの文化センターのプログラムは、この建築の高さと開放性の恩
恵を受け、様々な活動が展開される室内は光に溢れている。この建築は、現代建築
を対象とした2019年の「ミース・ファンデルローエ賞」に、40の最終候補作品の一
つとして選ばれた。そしてこのPerret Hallとともに設計チームは産業的あるいは
商業的な建築遺産が新たな公共的な領域に美しく変換できることを証明した。
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目標13に関する詳細は、以下を参照されたい。  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/climate-change/

1	国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
	 https://www.un.org/sustainabledevelopment/climate-change/

気候変動は現在、世界中のすべての国々に影響を及ぼしている。国の経済
に混乱を招き、生命を脅かし、人々、コミュニティ、そして国に大きな代償
を課し、明日はさらに大きな犠牲を招くことになるだろう。天候のパター
ンは変わりつつあり、海面は上昇し、気候由来の出来事はますます極端
になり、温室効果ガスの排出量は今や歴史上最高レベルに達している。
対策無しの場合、世界の平均表面温度は、今世紀に3C°上昇すると見ら
れている。そのような状況下では、最も貧しく、最も脆弱な人々が最大の
影響を被ることになる。

国をよりクリーンでレジリエントな経済へ飛躍することのできる、安価
で拡張性のある解決策がある。・・・しかしながら、気候変動対策は国境
を越えたグローバルな課題である。すなわち、 これは低炭素経済に向
けて国々を動かす国際的なレベルでの共同が必要な解決策が不可欠な
大きな問題である。1

気候変動に具体的な対策を 
気候変動とその影響に立ち向かうため、
緊急対策をとる13

建築環境のCO₂排出量を削減し、建物や住環境を気候の変化に適応さ
せなければなりません。

建物、住環境、都市のCO₂排出量をただちに削減する必要があります。再生可能
なエネルギー生産の建物への統合、持続可能な交通インフラの拡大、建築資材
の輸送の削減、現地で調達する再生可能資材の使用を強調することで、エネル
ギーの刷新を通じた削減を達成することが可能です。さらに、新しい建物の設計
によって、暖房、冷房、照明のエネルギー消費を最小限に抑えながら、気候的な
快適性を最適化することができます。そのためには、現地の気候を考慮し、自然
光や自然換気、建物構造の熱特性を取り入れて設計することが必要となります。 

それと同時に、気候変動はすでに起きており、既存の建物や住環境は、より極端
な降雨、洪水、暴風、干ばつ、熱波などの変化に対応できなければなりません。そ
のためには、変化する条件に対する耐性を持ち、現地の文化や地形、気候条件
に配慮した新しいデザインソリューションが必要です。必要とされる適合措置や
新しいインフラはその量も膨大でコストがかかり、今後数年間の住環境や都市
に大きな影響を与えると思われます。建築、プランニング、デザインには、豪雨に
備えた遊水地を雨が降っていない間はレクリエーション・エリアとして機能させ
るなど、コベネフィットを持たせた気候順応策を開発する特別な責任があります。
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Origin/team
Rijkswaterstaat and the Provincie 
Zuid Holland, EcoShape 
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Building with Nature 
– The Sand Motor
デルフトランド海岸、オランダ

取組課題
IPCCによる気候変動における「海洋および雪氷圏に関する2019年版特
別報告書」によれば、たとえば高潮時や暴風時に発生する極度な海面レ
ベルの変動によって災害頻度が今後ますます増加する。海面上昇と暴風
は、侵食や洪水によって海辺や島のコミュニティにおける生活に不可欠な
インフラを脅かす。これは多くの国々や地域社会が既に経験し、堤防や海
岸防護策によって防いできた。

事例の貢献概要
オランダは国土の半分以上が海水面から1m以下にあり、洪水が起こり易いため、
長い期間にわたる海岸保全の経験がある。過去10年間、公共自治体、私企業、
そして研究機関からなる共同作業の努力によって、風力、潮力、波力を活用した
オランダの海岸を防護する方法を試みてきた。そして「Building with Nature」 
の水力工学へのアプローチによって、自然の力が環境、経済、社会に利益をもた
らすように利用されている。

絶え間なく海岸線に沿って砂をまき、それによって海岸のエコシステムを傷める
のではなく、このSand Mortar Delftland Coastプロジェクトは一ヵ所に平均
海水レベルを5m超える高さに達する21.5百万m³の砂を貯めることを含めた大
規模な造成を実施するものである。風と潮流の力を使って、砂は徐々に海浜の表
面や砂浜や砂丘に沿って均等化される。砂が広がる自然のプロセスを利用するこ
とによって、このプロジェクトは地域のエコシステムの混乱を制限し、その一方で
自然とレジャーのための新たなエリアをもたらすことを目的としている。また、多方
面にわたる研究プログラムによって念入りに追跡調査され、この砂浜の集中的な
大規模造成の戦略が実際に気候に強く、環境に優しい海浜の劣化に対する方策
か否かを評価する活動が実施されている。それに加え、超過した砂は一時的に自
然とレジャーのための新たなエリアも生み出す。この方法は、5年毎に砂を充填す
る標準的な方法に比べ、野生生物や自然のエコシステムを遥かに良く保全するこ
とができる。そして、海浜の劣化の頻度を低化させることによって、新たなエコシス
テムの開発が加速される。このSand Mortar Projectは「Rijikswaterstaat and 
Provincie Zuid Holland」が着手した。これは「Building with Nature」の革新
的なプログラムの一部でもあり、学際的なネットワークのEcoShape財団によっ

て運営されている。この財団では建設業者、エンジニアリング会社、研究組織、自
治体、NGOが共同し、「Building with Nature」の理念に関する知見を開発し社
会に広めている。これは水理工学の新たな哲学であり、自然の材料と自然システム
の力と反応を活用して建設する出発点となるものである。
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Origin/team
Kongjian Yu, 
Turenscape & Peking University College of 
Architecture and Landscape

Minghu Wetland Park
夷州省、六盤水市、中国

取組課題
過去10年間に大規模な水害や豪雨が中国の諸都市を襲い、それがいわ
ゆる「スポンジ・シティ」と呼ばれる計画の運動を始める呼び水となった。
これは、昔からの中国における水害の管理手法を再導入し、都市部にお
ける舗装された不浸透性の表面を緑化し、湿式のレジリエントな市街地
に変えた。今や30都市が「スポンジ・シティ」に指定され、政府は2030年
までにその8割が「スポンジ能力」を持つように求めている。すなわち、そ
れは降水の表面流水量の少なくとも7割を捕捉し、再利用し、あるいは
浸透できること、そしてこの方法で気候変動が原因となる将来の水害を
防ぐことを意味している。

事例の貢献概要
スポンジ・シティ運動の下で多くの市街地に気候適合型のランドスケープができ
た。その内の一つが 1960年代に工業都市として谷間に作られた六盤水市にあり、 
そこは石灰岩の丘に囲まれた石炭、鉄、セメント産業の母都市であった。その後
数十年が経つ間に、これらの産業は丘の上の農地から流出する化学肥料によっ
て水城市地域の河川に深刻な水汚染を引き起こした。水害リスクを減じ、表流
水を浄化し、河川の生態的バランスを改善するために、市役所は一連の保水池や
キャパシティの異なる浄化湿地による水のインフラ・マスタープランを策定した。
　
Minghu Wetland Parkはこのシステムの一部であり、空気を通すカスケードの
ような段状補水池で構成されている。これは富栄養化した水の生態的改善を強
化する酸素を供給してくれる。様々な水や土壌の状態に適合した土着の植生は、
富栄養を微生物や植物の種が急速に成長するための資源として利用するため、
水の流速を低下し水から栄養価を除くスピードを高めてくれる。また、自然な河
岸も改善され、歩道、自転車用レーン、休憩用プラットフォーム、展望タワーなど
が公衆のアクセスを取り戻した。この公園は雨水を制御し、汚染水を浄化し、生
物多様性のための土着生物を改善し、急速な成長を続ける中国の都市に住人
と観光客を惹きつけている。

Photos: Kongjian Yu, Turenscape
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Photos: Mikkel Eye

Sankt Kjelds Plads & Bryggervangen 
コペンハーゲン市、デンマーク

取組課題
世界的に気候変動が旱魃や豪雨のような極端で厳しい天候の出来事を
招いている。不十分な下水システム、植生や浸透性路面部分の不足が、
洪水や人的、経済的災害の原因となる。そして旱魃や高温は熱を吸収し
保持する構造物の熱的質量や高い建物密度が通風と空気の交換を妨
げる。自然に基づいた気候に適応する解法には、豪雨時の負荷を減じる
可能性があり、その一方で熱を下げるなど、都市環境にその他多くの付
加価値を生み出す。
 

事例の貢献概要
「Sankt Kjelds Plads & Bryggervangen」は、統合的な気候適応と都市空間
プロジェクトで、コペンハーゲンで指定された「気候にレジリエントな近隣」の重
要な一部である。このプロジェクトは、気候変動に住居系の近隣を適応させ、い
かにして豪雨に対する防御が生物多様性のあるリクレーション都市空間と結合
し得るのかを示している。
　
このプロジェクトはシールドされた表面のロータリーとインフラを自然に基づいた
デザインによって豪雨による表流水を処理し、 青から緑への気候に適応した生息
地に変換する。586本の新規の樹木が降水管理の中心にあり、それらは最大の豪
雨時にも処理できる緑の雨庭ネットワークを形成するために植えられた。豪雨が
襲うと大量の雨水は樹木と雨庭に向かって流れ、そこで植栽を涵養し、蒸発し、ゆ
っくりと浸透するか分流下水システムや豪雨用パイプラインに向かって再び流下
する。このプロジェクトは豪雨に対処するだけではなく、地域の住人に新たな出会
いの場や社会的活動のための広範囲な質の高い緑を提供する。歩道や散歩道は「
まちの森」を貫き、そこで48種の地場の植栽に出会うことができる。この計画の広
場や都市空間には憩いのためのベンチが置かれ、倒木はキノコや昆虫や小生物の
生息地となる。またこのプロジェクトは豪雨対策が都市において新たな自然や、生
物多様性を改善するのにもにも役立ち、地域の住人の生活の質を向上させ、蒸発
作用によって都市部のヒートアイランド効果を緩和できる。
 

Origin/team
The City of Copenhagen, HOFOR, 
SLA, Alectia, Via Trafik, Jens Rørbech 
and Ebbe Dalsgaard A/S
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1 Million Trees
メルボルン市、オーストラリア

取組課題
都市のヒートアイランド化は世界中で起こっている現象である。この現象
は建築環境が太陽の放射熱を吸収し捕捉することに起因し、その結果と
して周辺の自然なランドスケープに比べて気温が数度ほど上昇する。すで
に平均気温の高い都市環境の中で、この現象はエコシステムおよび人々
の健康と福祉に非常に大きな負荷を及ぼし得る。そしてこれはエネルギ
ー消費やCO₂排出にもまた大きな影響を与える。

事例の貢献概要
メルボルンでは夏季に気温が40Cºを超えることが多く、その他のオーストラリア
諸都市同様、都市域では近年気温の上昇を体験している。そこは国内で最も成長
が著しい都市域の一つでもあり。その西側に多くの人が住み着いている。その西
部の郊外に地域では「The West」として知られる西メルボルンの気温を下げる
ための野心的な計画を立てるパートナーシップが設立された。2009年に発生し
た山火事で374人が山火事を招いた熱波で亡くなり、その多くの死者が北部と
西部の郊外に集中していた。2013年には「Greening the West」という政策が立
ち上げられ、2040年までに熱波の負荷を減じる目的でThe Westの至る所に樹
冠を増やしその陰で覆うという戦略的な目的を掲げた。この戦略の主な目的は、
地域コミュニティのために都市の緑化によってポジティブな健康と社会的成果
をもたらすとともに、植生を増やし、住人のための緑化空間を改善して利用しや
すくする計画と活動を積極的に支援することである。この政策の下に実施された

「1 Million Trees計画」は、2016～2018年の間にメルボルンの西郊外に百万本
の木を植えるために5百万豪ドルが連邦政府から助成された。これは地域コミュ
ニティが既存の公共空間を緑化する努力に従事するプロジェクトであり、その結
果何百という地区が緑化された

Photos: Adrian Gray

Origin/team
Adrian Gray, Co-Chair GTW and Manager Urban Design, 
Brimbank City Council, Emma Pryse, 
Co-Chair and Coordinator Greening the Pipeline, 
Wyndham City Council, Darren Coughlan, 
Greening Champion and IWM & Liveability Project Officer, 
City West Water
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Origin/team
Maleka Welfare Trust, 
Saif Ul Haque Sthapati

Photos: Aga Kahn Trust for Culture / Sandro di Carlo Darsa

Arcadia Education Project
南カナルコア市、バングラデシュ

取組課題
気候変動、気温上昇、その結果としての海面上昇は、バングラデシュのよ
うな低地に位置する国々にとって、直接的な脅威をもたらす。継続的に 1m 
海水面が上昇するだけで、国土の20%が消し去られ、過去20年間に洪水
が頻繁に起こった。バングラデシュはBrahmaputra 川とGanges 川の 
2本の大河川に挟まれており、都市や村は肥沃な土地とインフラに恵まれ
た河岸に沿って開発された。今日では、洪水の頻度が増大した河岸は、ほ
とんど誰も住むことができない。
 

事例の貢献概要
Razio Alan 女史は彼女の財団であるMaleka Welfare Trust によって恵まれな
い子供達のための学校の創立に着手した。しかしながら、手に入る予算では乾燥
した建設敷地を見つけることが不可能であることが分かったため、彼女は1年のう
ち三分の一の期間最大3mに及びモンスーンで水浸しになっていた河岸に建てる
ことを決心した。教育施設を不衛生な河川の汚染水から守るために建築の基礎
を十分に高くし、かつダメージから守るために十分な強度で建設することは、限
られた予算で不可能と思われた。そこでその代わりに地域の建築家であるSaif 
Ul Haque Sthapatiは、学校が水位に従い、乾季には土地の上に位置し雨季に
は土地にアンカーされ水上に浮くという代替案を思いついた。

この水陸両用の構造にはクッションのためにタイヤを、アンカーと主な建築材料
に竹を、そして浮き用として鉄のドラムが用いられた。竹は軽く近傍の村で安く買
うことができ、輸送コストを最小化できるとともに、地域コミュニティを支援するこ
ともできる。建設後竹はメンテナンスのために伝統的防水方法であるナンバンカラ
スウリを煮込んだ液体で処理している。ほとんどのジョイントは錆びないように鉄
ではなくロープで緊結し、ほぼ全ての工事は手動の簡易な工具で行われた。デザ
インは既存のエコシステムに対抗するのではなく、気候や周辺に適応する軽くフレ
キシブルな構造が目指されている。最終的な学校建築は洪水にレジリエントで、ロ
ーコストで、地域資源を用いた維持管理が手で簡単にできる。
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目標14に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/oceans/

1	国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
	 https://www.un.org/sustainabledevelopment/oceans/

世界の海洋はその水温、化学的構成、水流、生物を通して、地球上で人
類が生きることを可能とするグローバル・システムを営んでいる。雨水、
飲料水、天気、気候、海岸、多くの食糧、そして我々が呼吸する空気中の
酸素でさえ、根源的にそのすべてが海によって供給され、制御されてい
る。また、長い歴史を通じて海洋と海は貿易と交通にとって不可欠な媒
介的存在であった。

このグローバルで、我々とって不可欠な自然資源を注意深く管理すること
は持続可能な未来の鍵となる。しかし、現在はその管理がエコシステムや
生物多様性の機能と対立する結果、海洋の汚染と酸性化を招き、沿岸の
海水が継続的に劣化する事態引き起こしている。このことは、小規模な漁
業にも悪影響を及ぼしている。¹

の豊かさを守ろう
海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保
全し、持続可能な形で利用する14

建築環境のほとんどは陸地にありますが、建物、住環境、インフラ、ならび
に建築構造物の生産と建設は海にも影響を与えます。

建築業界は、建築資材を海上輸送する一方で、既存の建物や住環境、都市から
の廃水やその他の廃棄物を海に排出することで、海にも影響を与えています。水
の中の生物を守るためには、建築資材や部材の長距離海上輸送を減らし、現地
の産業や生産設備を整備する必要があります。さらに、最終的に海に廃棄される
非分解性の廃棄物を減らすために、資材や部材を1回限り包装するためのプラス
チック包装を廃止しなければなりません。

ランドスケープ・デザインや都市計画では、農薬や窒素、人間の排泄物などの汚染
物質が現地で処理され、地下水や海に到達しないようにする必要があります。つ
まり、下水道、遊水地、廃水処理施設が、建築環境と海との関係において中心的
な役割を担っているのです。建築、プランニング、デザインを通じて、水を管理する
インフラのコスト削減やコベネフィットをもたらすソリューションの開発が可能で
す。さらに、海に近い汚染された土地や、水中生物が減少している場所では、ランド
スケープ・デザインによって再生プロセスを進めることも可能です。

海岸や脆弱な沿岸生態系に建築物や住環境を整備する場合は注意が必要です。
一方で、脆弱な沿岸生態系に配慮して設置された建築的に重要な調査・研究施設
は、新しい知識を生み出し、人々の保護と意識の向上に役立ちます。
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Origin/team
avanto architects ltd, 
Kidvekkeli Oy, Qtio Oy, 
Royal Restaurants, 
Ramboll Finland Oy, 
SS-Teracon Oy, Optiplan Oy, 
Kanta Kaivu Oy, Ramboll, 
Joanna Laajisto Creative studio, 
Rakennustoimisto Jussit Oy, 
Elektro Asennus Oy, 
Uudenmaan LVI-Talo Oy, 
VMT Steel, Lasifakta Oy,
Puupalvelu Rajala Oy, 
Werklig

Löyly Sauna
ヘルシンキ市、フィンランド

取組課題
海は生き生きとした限度のある自然資源であるとともに、常に食糧や輸
送の基盤を提供することによって都市を支えてきた。しかしながら、海洋
はまた有害物質の排出や、下水の排水や、ゴミが野放図に流入する場で
もあり、それによって水面下の環境が著しく汚染され、海洋生物は危機
に瀕している。

事例の貢献概要　
ヘルシンキ群島はいくつかの浅い湾で成り立っており、海水が入れ替わりにくい特
徴がある。多くの海岸に立地する都市のように、ヘルシンキ湾の海水は、当局が水
質を改善する対策を実施し始めるまで酷く汚染されていた。ヘルシンキ市は 1979 
年にリンの除去を開始し、現在ではゴミの流入の管理や排水処理出水口の操作を
実施していて、湾内の水質は人が泳げるまでに改善されている。
　
公共サウナとレストランからなる「Löyly Sauna」はヘルネサアリ州ヘルシンキ中
心市街地の近傍に位置し、フィンランドにおける公衆サウナと冬場の水泳という長
く広く伝わる伝統の保全を支援している。スリムな建物はサウナとレストランから
成り立ち、海岸にかつてあった工業地域に立地している。建築は木製のラメラス（
薄板）で覆われ、海と屋根の両方にアクセスできる。室内は自由な形状の木製薄板
による「クローク」で覆われていて、時間が経つにつれてグレーに変色し、海岸の岩
のようなブレンドされた色調を生む。この薄板は利用者に視覚的なプライバシー
を確保し、サウナと入浴スペースの間に屋根のある移行ゾーンを提供する。そして、 
それらが建物を厳しい気候から守るのを助けている。

この事例はその利用に際し汚染物質の流入の管理や排水処理出水口の操作によ
って、人間と海面下の生物の両者に恩恵をもたらす建築空間の一例である。そし
て同時に、海と野生生物に関する理解と認識を深めてくれる。
 

Photos: kuvio.com
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Origin/team
Sidney Institute of Marine Science, 
Reef Design Lab, 
GHD, North Sydney Council, 
New South Wales government 
(NSW Environmental Trust Grant), 
the Harding Miller Foundation, 
James N. Kirby Foundation, 
The Ian Potter Foundation, 
Lim Sutton Initiative, 
SIMS Foundation, 
Volvo Australia.

Living Seawalls
シドニー市、オ―ストラリア

取組課題
都市や工業地域にある陸と海の間の環境移行ゾーンは、往々にして海洋
生物には不向きな表面が平滑で切り立った波止場で分けられている。こ
の護岸堤はひび割れしないように完全に平滑に作ることができるが、そ
れによって有機物がコロニーを作る能力を失わせてしまう。海洋中の一
般的な酸化作用や、汚染や、自然な生息地の破壊を招くこうした都市の
護岸堤だが、そこには新たな海岸の海洋生息地を支援し強化すること
ができる境界ゾーンを創り出せる。そこに汚染物質を吸収し浄化できる
フィルターとなる豊かで多様な微生物があれば、そのような移行ゾーン
の海洋生息地が生物多様性を強化するだけではなく、クリーンな海を実
現する方策の一部となることを意味する。

事例の貢献概要　
「The Living Seawall（生きた護岸提）計画」は、長年にわたる海洋グリーン・エ
ンジニアリング研究の結果であり、既存護岸提生息地を強化するユニットを改
修することによって、人工構造物のエコロジカルな性能の改善を目的としている。
このプロジェクトはシドニー海洋科学研究所と Reef Design Lab デザインスタ
ジオの共同で実現し、 行政と慈善団体、 企業スポンサーがそれを可能とした。
　
この計画は、3Dプリンターによる幾何学的図形が、如何にして護岸提の上で生
きる海洋種の生息地を創り出せるか研究している。その生息地は既存の護岸提
を改修できるタイルによって創られる。それらはシドニーの岩場の護岸の自然な
生息地を擬態して地域の波動に耐え、少なくとも20年間護岸提上に存続できる
ようにデザインされている。一つ一つのタイルは直径55mでユニークな6角形の
形状をしており、その場所の状況あるいは美的な必要性に適応するようなモザ
イク状に張り付けられる多様なデザインが可能である。この目的はパイロットプ
ロジェクトの総合的なモニタリングによって、元来の種をコロニー化できるデザ
インを発見することであり、そうしたデザインをより大規模な海洋インフラと一
体化できる手法を開発し、海洋中の生物多様性を強化することである。そのパ
イロットプロジェクトの一つがシドニー市北部の護岸提に設置されたが、オース
トラリアで最大の改修された「生きた護岸提」である。ここでは湾岸沿いに108個
の新たな生息地タイルが付加され、Reef Design Labによる5つのデザインが

Photos: Alex Goad

展開されている。Volvo 社も少し変形させマングローブの木の根に似せて作っ
た自社の「マングローブタイル」 50 個を設置した。このチームは、将来的に海洋
生物の生息地を強化し、よりコスト効率の高い構造体の開発を目指している。 そ
の例として護岸提の建設や改修の間に生産、 設置できるような護岸提ブロック
などがある。チームはまた、杭や防波堤のようなその他の人工海洋構造物にも、 
このプロジェクトを拡張的に適用することを計画している。
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R.U.M.
デンマーク

取組課題
生産される全プラスチックの20%が断熱材、配管、窓枠、内装等として建設
産業に用いられているが、包装材やパッキングとしても利用され、それらが
この分野からの膨大な量の廃棄物を生み出す結果を招いている。UNEP（
国連環境計画）によれば、毎年約800万トン、すなわち毎分満載した廃棄
物収集トラック一台分のプラスチックが海洋に投棄されている。海洋ゴミ
やプラスチックの破片を減らすには、我々は全ての建設プロセスでそれら
のリサイクルや廃棄物の減少に取り組まねばならない。

事例の貢献概要
R.U.Mとは「ReUse Materials（再利用材料）」を意味し、漁網、底引き網、ロープな
どの海洋産業に由来するプラスチック廃棄物をリサイクルして作られた持続可能
なプラスチック製シェルの座椅子のことである。このスタッキングチェアのデザイ
ンは鉄製フレームにマウントされた粒状のリサイクル材によって作られた座面、背
もたれ、パイプ足を形成するという循環型の理念に基づいている。このデザインは
修復、再利用、リサイクルすることが可能である。
　
R.U.M.に使われるプラスチックの原材料は、多くの港や漁網生産者や世界中の
プラスチック収集業者から集めた使用後使われなくなった廃棄物を入力する流
れから得ている。OceanIXと呼ばれる海洋プラスチック原材料の生産者である
PLASTIX社は、科学的な手法と先進的なデータ分析手法を駆使し、彼らの入力
の流れの知見を継続的に深めている。さらに、教育研究所やその他のパートナー
と共同しつつ革新的なアプローチを開発し、そのベストプラクティスによって高い
質の確保を目指している。PLASTIXはまず異なるタイプのプラスチックと色彩に入
力の流れを種別化、断片化する。次いでその素材を合成し成型して新たな 「グリ
ーン・プラスチック」をペレット化する前に、切り刻み、洗浄し、細分化し、乾燥させ
る。そしてアウトプットのすべての製品を分析し、高い質の製品を保障するために
不可欠なプロセスとして、データベースの独特なデータシートによってその特性を
使用目的にマッチさせるのである。

Photo: Plastix A/S

Photo: Mette Johnsen / Wehlers

Origin/team
Wehlers.com, 
C.F. Møller Architects, 
Plastix, 
Letbæk

202



Origin/team
Malmö Municipality, 
NORD Architects, 
Sweco Malmö

Marine Education Centre
マルメ市、スウェーデン

取組課題
気候変動は、海洋に影響を及ぼし、海の生命は生息地を失い、温度のスト
レス、厳しい気候に晒されるなど、大きなリスクを負う。我々が海洋や海の
生物をテーマとして気候変動を語る時、多くの場合海面上昇や洪水のリス
ク、そして暴風雨のことだけに焦点を当てがちである。しかし、 海洋は地球
上の面積の70%以上を占め、地球のエコシステム、すなわち酸素を作り、
二酸化炭素を吸収し、食糧を供給するといった機能は必要不可欠である。
気候の危機の問題を解決するためには、我々は海の生命に深く関わる負
荷や海が我々の命に及ぼす影響についても深く理解しなければならない

事例の貢献概要
スウェーデン西岸にあるマルメ市に「Marine Education Centre（海洋教育セン
ター）」が海洋、海の生物学および気候に関する教育のためにデザインされた。こ
のセンターは年間を通して学校に通う子供達や公的・私的グループに公開されて
おり、直接的な体験を通して海洋に関する知識を交わし合う。そして極めて大規模
な国際的ネットワークに基づいており、研究、交流、技術について共同し、私的かつ
マルメ市のような公的パートナーから助成金や支援を受けている。

その目的は、教育によって海洋の持続可能な開発に役立ち、美的・接触的体験を
通して触発し注意を喚起することである。
　
センター自体はランドスケープと建築が融合したもので、陸と海の際に位置され
ている。そして室内と室外の空間が大きな屋根の下に融合し、訪問者が通常は
アクセスできない水面下の生物にたやすく触れられることに焦点を当て、多くの
教育的活動に参加できるように仕向けている。これらの活動は直接的な体験に
基づき、ゲストが訪問時に触れ、試みることができる。さらにフレキシブルな学び
の空間は、訪問者が海の生物を中心とした体験と科学的知識に取り組むことを
勧奨する。建築的にはホリスティックな学習的ランドスケープの理念に基づいて
おり、そこには水の処理と循環、太陽エネルギーの生産と消費、そして換気とい
った技術的な施設もまた、資源とサステイナビリティに関するトータルな学びの
体験に寄与できる。海洋教育センターのビジョンは、市民・ビジネス・政策決定者
の知識、認識、責任の促進によって、 生存可能な海の状態を再生することである。

Photos: Adam Mørk
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目標15に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/biodiversity/

1	�国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/biodiversity/

この目標は、森林を持続可能に管理し、砂漠化に対処し、土地の劣化を防
いで逆転し、生物多様性の損失を阻止することである。

森林は地球の全表面積の30.7%を占め、食品の安全性と避難できる場を
もたらすのに加えて、気候変動と闘い、生物多様性と土着の住人の住処を
保全する上での鍵となるものである。森林を保護することによって、我々は
また天然資源の管理を強化し、陸地の生産性を増大することができる。

現在、毎年森林の1,300 haが失われ続けており、継続的な乾燥地の拡大
によって36億haに上る砂漠化を招いた。現在陸地の15haが保護されて
いるものの、生物多様性はいまだに危機に瀕している。1

陸の豊かさを守ろう
陸上生態系の保護、回復および持続可能な利
用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への
対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生
物多様性損失の阻止を図る

15

建築構造物、建物、住環境、都市が土地に占める割合は、急速に拡大し
ています。

生態系および生物多様性は、都市や住環境の拡大、農業、鉱業、気候変動による
強い圧力を受けています。生態系と生物多様性を保護、回復、サポートするため
には、建物と住環境に植物や昆虫、動物の生息地を設ける必要があります。つま
り、緑地の開発を最小限にとどめながら、新しい住環境すべての計画と開発によ
って現地の生態系、動植物にとっての持続可能な条件が確保されなければなら
ないということです。昆虫や他の動物が建築環境と共存できるように、既存の集
落や都市部では、植物が生息できるネイチャーネットワークを整備する必要が
あります。ポケットパークや昆虫ホテルから、大都会や郊外、農地に自然のネット
ワークや生物多様性を構築または再構築する大規模なプランニング事業まで、
あらゆるスケールの事例があります。 

さらに、建築業界は、持続可能な供給源からの木材のみを使用したり、再生可能
で持続的に生産され、生物多様性や自然生息地を損なわない材料を全般的に使
用したりすることで、持続可能な林業を促進し、森林破壊を防ぐのに役立つことが
できます。芝生や室内緑化を含め、建物や住環境のランドスケープ・デザインの基
本となるのは地域の動植物であり、その植物が現地の生態系と相互に作用し、補
完しあう必要があります。

脆弱な生態系や野生動物保護区に建築物を設置することは、慎重に行われれ
ば、持続可能な観光や人々の意識向上を通じて、生態系の保全に貢献すること
が可能です。
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Origin/team
Kongjian Yu, 
Turenscape & Peking University College 
of Architecture and Landscape

Photo: Kongjian Yu, Turenscape

Qian’an Sanlihe River 
Ecological Corridor
遷安県、中国

取組課題
人間の活動によって引き起こされるエコシステムの崩壊や種の絶滅は驚
くべき速さで進行しつつあり、 我々が行動しなければ人間自身の絶滅の
危機に直面することになる。 工業化と都市化は陸上と淡水の両方の生息
地に負荷をかけるが、 ランドスケープ・デザインの効果は落ち込んだエコ
システムを回復し、 生息地を守り、 憩いの価値を伴う持続可能な都市開
発を創出するのに貢献できる。

事例の貢献概要
遷水県は明朝の永楽帝時代 （1403 年～1424 年） に始まった製紙産業で知られ
ており、中国北部で最初の機械化された製紙工場がここに創設された。このまち
は塩山の麓、ラン河の河岸に位置し、何世紀にもわたって豊かな野生生物、農民、 
地域の製紙産業を育成したクリーンな淡水を供給してきた。しかしながら、この
河川は1970年代以降下水や廃棄物で酷く汚染され、地域の淡水の枯渇によっ
て2006年に地方自治体が行動を起こさざるを得なくなった。

「遷水Sanlihe River Ecologicak Corridor」は、ミクロおよびマクロなスケール
で開発された戦略的再生プロジェクトで、敷地の浄化、ランドスケープ・デザイン、 
新たな下水、固形廃棄物処理等、総合的な対策で成り立っている。その緑道はま
ち中で延長16kmに及び、100mから300mの多様な幅があり、計800haをカバー
している。このデザインには既存のコンクリート製水路の撤去、 新たな幾重もの
湿地帯の創造、洪水を調整し都市の降雨表流水を集める浸透池システムなどが
含まれる。河川の水のレベルが最低に下落した時でも水のプールはエメラルド色
の空洞に留まり、それが「緑の河川」を創り、都市の降雨表流水のためのエコロジ
カルな浄化バッファーとなる。これらの様々に水位が上下する自然な水路は野生
生物の多様な生息地となる。公園地域である「赤い折り紙」はインスタレーション
芸術、屋外ファーニチャー、遊歩道、自転車専用レーン等を結合して再

活性化された緑道の一部である。これは野生生物を保護する一方で、レクリエー
ションのための緑地を提供し、急速に都市化が進む地域の水路を再び結ぶ役割
を果たす。地域の伝統的なフォークアートである「折り紙」と産業史に触発された、 

ファイバーグラス製の折り紙の形状は、ベンチ、シェルター、防風の機能を持った
連続的な芸術的インスタレーションとして訪問者を誘う。従来の乾燥した水路は
森の中の花のリボンに変換され、多くの種類の野生の野菊が緑を鮮やかに彩る。
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Origin/team
Architectural Services Department, 
HKSARG
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Photo: Tomoaki INABA

Hong Kong Wetland Park
Mai Po, 香港 

取組課題
建築環境と自然環境の間の変移ゾーンにおいては、建設プロセスの影響
が地上のエコシステムに及び、多くの場合生物多様性にダメージを与え、
生息地の破滅の原因となる。しかしながら、このような変移ゾーンは自然
な野生生物に関する認知、賛同、知識をもたらし、その一方で余暇と静寂
を提供する大きな可能性を持っている。ランドスケープ建築は、都市から
の汚染表流水の処理のような都市住居によるダメージを及ぼす影響を減
らすことができる。

事例の貢献概要
香港の建設密度は約6,500人/km²の人口密度とともに、香港の地域のおよそ 
87%を占める豊かな緑地と大きなコントラストを見せている。実際、陸地の総面
積の40%が国立公園と法的な保護に従う特別地区で構成されている。人口密
度が増加するにつれて、変移ゾーンは余暇地域への一般の人々のアクセスを提
供する一方、湿地帯の公的支援と活動を結集するために、野生生物が持つ秘め
られた価値の知識と理解を強化するために不可欠である。

2006年に開園した「Hong Kong Wetland Park（香港湿地公園）」は、61haをカ
バーし、香港における湿地エコシステムの多様性を描いている。この公園は保全、 
ツーリズム、教育、余暇の機能のバランスを取る幅広い施設によってその一般的
な気づきをもたらしている。エコロジカルな観察を通して、研究者やそのスタッフ
は継続的に園内に棲む野生生物の多様性、分布、態様に関する情報を収集し、そ
の成果を学校のプログラムによって公衆に広めている。人口密度の高いTin Shui 
Wai New Town開発地域と保全湿地地域であるHong Kong Wetland Parkの
間の変移ゾーンには、1ha に及ぶアシの群生地域によるフィルターシステムも含ま
れ、それがTin Shui Waiからの降水による表流水を、それが公園の淡水湿地シス
テムに流入する前に浄化処理してくれる。
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Origin/team
The Norwegian Public Roads Administration, 
Reiulf Ramstad Architects (RRA), 
Dr Techn. Kristoffer Apeland AS

Photos: Reiulf Ramstad Architects, Oslo Norway, Diephotodesigner.de 

Trollstigen National 
Tourist Route Project
ムーレ・オ・ロムスダール県ラウマ市、ノルウェー

取組課題
自然が手付かずの地域は、大切な生物多様性にとってなくてはならない
自然資源であるとともに、我々が暮らす惑星の持続可能な開発にとって
も重要な存在である。しかし、人間の脆弱な自然のエリアとのやりとり
は、エコシステムに対してネガティブな影響を及ぼし得る。このジレンマ
は明らかで、我々が知り関連付けられていると感じているものを大切に
守ることができ、それ故に自然へのアクセスが、保全の促進と同時に人
間の介入から守る方法の一つとなりうる。

事例の貢献概要
人々はノルウェーに山岳、滝、野生生物などの心を強く動かす自然を体験しに訪
れる。しかしながら、旅行者はその広大な領域を経験するために長時間にわたっ
て車や飛行機や船で移動しなければならない。1990年代にノルウェー公共道路
局、10の郡自治体、およそ60の地方自治体、そしていくつかの地域企業が共同し、
観光客がノルウェーを体験する方法を再考することになった。「ノルウェー景勝ル
ート」は国中を巡る18のルートからなり、国内の主要な景勝地を結んでいる。その
ルートはドライバーがピクニックのために留まり、自然の体験による驚きを表現し
その能力を引き出すために選ばれた地点を訪れ、経験する。

ビジターセンターと高原のあるTrollstigen（トロールの道）は曲がりくねった道
の頂に位置し、ノルウェーのランドスケープで最もドラマチックな景色と、3つの山

（Kongen, Dronninga, Bispen）を愛でることができる。ビジターセンターは現
場打ちのコンクリートと、時間が経つに従って酸化し自ら趣を獲得するコールテ
ン鋼で出来ている。これらの材料は敷地の冬季に豪雪となりやすい厳しい気候
に耐え、訪れる観光客に求められる高い安全性を確保するために選ばれた。そし
て設置されたインスタレーションは自然の体験をドラマチックな景色を邪魔する
ことなく、その効果を強化するようにデザインされた。

トロールの道の建築は同時に2つの課題に取り組んでいる。すなわち、かつて一般
人は立ち寄れなかったユニークな体験への道を開き、また訪問者に自然に対する
過剰な冒険を禁じ、彼ら自身の安全性の確保と自然のリスクを減じた。
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Origin/team
Republique et Canton de Genève 
(State of Geneva), 
Group Superpositions, 
Georges Descombes and Atelier 
Descombes & Rampini SA, 
B+C Hydraulic engineers, 
ZS structural engineers, 
Biotec SA applied biology

Renaturation of the River Aire
ジュネーブ市、スイス

取組課題
農業の産業化の一部として、河川の排水路化がヨーロッパ中で実施され
た。その農地から効果的に排水するために、河川は直線的に変えられ、水
流の速度を緩やかにする植栽や石が取り除かれた。その他の考えが及ば
なかったことの中には、排水路化によって河川の生物多様性を大きく減衰
させる結果を急速に招いたことも含まれる。そこで、1980年以来、河川を
元来の形状や状態に戻す目的でその再活性化のプロセスが取り組まれ
た。人口密度が高く開発が高度に進んだ地域では、「文化」と対置する「
再自然化」や「自然」の概念が、文化と自然が深く密接に絡み合っている
が故に、逆説的な言質を誘引する。
 

事例の貢献概要
エール河はジュネーブの元は農業専用だった地域を流れ、2001年にジュネーブ
郡は水路化された河川を元の形状に戻すための制限付き設計競技を開催した。
この河川を純粋に元の状態に戻すという考え方に対し、優勝した提案の設計チー
ムは新たなダイナミックで波打つような河川の創造を既存の用水路と組み合わ
せ、訪問者に「従前・従後」の状況を理解させ、文化的変容としてエコロジカルな
改善を顕在化させた。デザインとしては、直線的な用水路の専有面積は維持さ
れ、新たな河川に沿った一連の花壇に変貌を遂げさせた。そして、その直線的な
形状はデザインの「野生」と組織化された様相を共に包み込んでいる。 それによ
って、多様な場の組織化された連続性から成る耕された田園の特徴が響き合う。

延長5kmの中で、新たな河川は自然のダイナミックな力と用意された土地の間の
相互作用によって形づけられている。この自ら自然にデザインする新たな河川をデ
ザインすることのパラドックスを認識しながら、この学際的チームはデザインを2段
階に分けて実施した。第一段階では、腐葉土の層を除去しながら新たな河川の正
確な位置の管理を維持することによって、菱形のパターンを掘り出した。そして次
の段階で土地は流水と侵食の自然な力に任せて河川の形状を仕上げた。この河川
は現在ではかなり変形した幾何学的な基盤を越えて流れている。
  

Photo: Fabio Chironi
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Origin/team
Văcărești Natural Park Association 
(VNPA)

Photos: VNPA

Văcărești Natural Park 
ブカレスト市、ルーマニア

取組課題
2012年の都市と生物多様性に関する国連の報告書によれば、2050年ま
でに63億人の人々が世界のまちや都市で暮らすと予想されている。都市
の成長は、社会が依存している生物多様性、自然な生息地、多くのエコシ
ステムが与える便益に対して、重大なリスクをもたらすことになるだろう。 
この開発に対して、報告書は次のように結論づけている。すなわち、単に現
存するエコシステムを保護するだけでは十分ではなく、「…この新たな都
市世界の生物多様性を保全するには、 我々が自然のエコシステムと考え
ているものを守り回復するという伝統的な保全アプローチを優れて凌駕
し、こうした都市空間のデザインにおける要素の影響を及ぼすかあるいは
擬態することを試みることが求められる。」

事例の貢献概要
ブカレスト国立公園は1988年に共産党政権によって開始された未完成の水系
技術プロジェクトの敷地に形成された沼沢地である。この地帯はブカレストの中
心市街地から6km離れたところに位置しており、183 ha以上の面積に広がって
いる。 自然の観点から見ると、この地域で数多くの鳥に出会うことができ。これ
までに170以上の種類が観察された。自然の種や生息地以外にも、この地域は
また素晴らしいランドスケープおよび市街地と広大なアシ群、湿地、沼沢地に独
特な樹木や植栽からなる自然な湿地と興味深いコントラストをもたらしている。 
2017年に公園内にいくつか作られたテーマ別の道が最初に公開された。それは「
都市的生物多様性の道」と呼ばれ、公園内に棲息する植物や動物の主な種に関
する情報と写真を掲げた7つの案内標識板が野生生物の展望台に取り付けられ
た。将来はランドスケープ建築計画が教育的活動の実践や訪問の可能性を改善
するように拡大される予定である。これは、公園の他の場所に野生生物の展望台
を設置し、体験型の新たな方法で自然を解説するツアーを催し、子供たちが自然
を守り保護する存在となるように養成するプログラムを着手することによって実
現される。VNPA（ブカレスト国立公園協会）は、2014年に自然愛好家、自然保護
および保護地域の運営の専門家からなる熱心なグループによって設立され、この
公園を立ち上げるプロジェクトを展開した。
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目標 16 に関する詳細は、以下を参照されたい。  
https://www.un.org/sustainabledevelopment/peace-justice/

1 国連報告書 WHY IT MATTERS – PEACE; JUSTICE AND STRONG 	
	 INSTITUIONS からの抽出

平和で、公正で、開かれた社会は、SDGsを達成するために不
可欠である。人々はどこに居ようがあらゆる種類の暴力の恐
怖から自由で、いかなる人種、信条、性的嗜好に拘わらず、そ
の人生を送る上で安心して暮らせる権利がある。

SDGs を発展させるには、質の高い教育、医療サービス、公正
な経済政策、そして包括的な環境保全をもたらすことのでき
る、効果的で包摂的な公的団体が必要である。¹

和と公正をすべての人に
持続可能な開発に向けて、平和で開かれた社
会を推進し、すべての人に四方からのアクセス
を提供するとともに、あらゆるレベルで効果的
で責任ある包摂的な制度を構築する

16

国会議事堂や裁判所、公共図書館などの市民施設は、公正で平和な社
会の礎となるものです。また、地域のコミュニティセンターや礼拝所、記
念施設は、社会の変革の他、包括的で温かい社会に対する市民のコミッ
トメントを表しています。

建築が社会秩序を正すわけではありませんが、建築物に込められた努力と価値
観は、正義、民主主義、包摂性に対する社会のコミットメントを表現することがで
きます。これには著名な公共建築からNGOが出資した記念館やコミュニティセン
ターに至るまで、さまざまな例があります。建築環境は、新しい建物や記念碑、構
造物が追加されたり、古いものが拡張されたり置き換えられたりすることで、継続
的に進化しています。このプロセスにおいて、すべての市民にとっての平等な正義
を表すものとして、すべてのステークホルダーを包摂し、全員との対話によって形
成される建築的な表現を見つけなければなりません。

建物や公共スペースを通じて社会が価値を表現する手助けをするために、建築と
プランニングによって公共スペースや各機関が包摂的で歓迎する雰囲気を持ち、
差別なく安全な場所であることを保証しなければなりません。その一環として、公
衆衛生対策やテロ対策は、すべての市民や利用者を包摂し、受け入れる形で開発
されることが必要です。図書館、コミュニティセンター、記念施設、礼拝所の設計に
よって、安全性、包摂性、手ごろ感が見えなければなりません。

窃盗、汚職、賄賂、その他あらゆる形態の組織犯罪を抑止するために、建築業界自
体が調達と建設のプロセスに細心の注意を払う必要があります。また、建築業界
は、建築資材の採取、生産、取り扱いが虐待、搾取、人身売買、児童労働に依存し
ないことを保証しなければなりません。
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Origin/team
Architect: Marina Tabassum
Consulting Firm: MTA
Site: Bazlur Rahman
Structure: Daud Khalid Sarwar
MEP: Rafiqul Islam

Photo: Hassan Saifuddin Chandan
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Bait ur Rouf Mosque
ダッカ市、バングラデシュ

取組課題
全ての都市や地域社会は、人々が集まり、祈り、そして単純に特殊な背景
や年齢を超えて一緒になるための包摂的な空間に込められたコミュニテ
ィづくりと、民主主義的な対話を支援する組織体が必要である。そして自
治体が、対処し難い都市の成長に対する注意や計画あるいは政策に欠
け、都市住人の基本的なニーズに応えられない場合、人々は健康な都市
生活に貢献するポジティブな生活環境に向けた意志と資源を連合しな
ければならない。小規模な参加型のプロジェクトは、現代の都市居住に
役立つユニークな方法である。

事例の貢献概要
Bait ur Rouf Mosqueはダッカの北で低・中所得世帯が急速に増加しつつある
地域に位置している。この建築は、3つのボリュームが互いに挿入され、連続した
空間で構成されている。その外側のボリュームとモスクのメインファサードは前
面道路に平行な四角形で、そこに筒状の立体が挿入され礼拝堂への導入が分か
りやすくなっている。玄関口、沐浴場、トイレ、イマーム（イスラム教の礼拝指導者）
のオフィス、階段といった、すべての付随的な機能は外側の四角形および筒状のボ
リュームによって形成された空間内に収められている。この部分は耐荷重の煉瓦
構法でデザインされ、一方礼拝堂はコンクリートによっている。このモスクは地域
の煉瓦を使った伝統的な構法の見事な職人技を見せている。そして基本的には8
本の柱で支えられたホールである礼拝堂を包み込む多孔質な煉瓦ファサードを
介して、自然に呼吸している。十分な天窓は一日中この内部空間に光を導き、美し
い精神性豊かな空間を創り出している。

地域のコミュニティから財政的支援を受けたこのモスクは、小規模ながら、世界
で最も急速に成長する都市の一つであるこのまちでより良い生活環境を目指す
人々の強い意志を如実に示している。建築によって効果が増幅されたこの事例
は、人口密度の高い近隣にあって、統合と連帯を強化する包摂的な組織、そして
必要なコミュニティスペースの優れた一例である。
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Origin/team
Architect: BC architects
Local material consultancy: BC studies
Community participation and organisation:
BC studies and ODEDIM Muyinga
Cooperation: ODEDIM Muyinga NGO, Satimo vzw, 
Sint-Lucas Architecture University, Sarolta Hüttl, 
Sebastiaan De Beir, Hanne Eckelmans

Photos: BC architects and studies

Library of Muyinga
ムインガ市、ブルンジ

取組課題
アフリカ中で障害者は平等な社会参加への道、平等な権利、平等な正義
の観点から理不尽な扱いに遭遇する。非公式の口伝えによるブルンジ文
化では、聴覚障害のある子供たちは歴史や情報や教育から除外されてい
る。このことは、彼らが社会への参加から孤立し、除け者にされることを意
味している。教育を受けた障害者は、教育の権利を奪われた人達よりも、
その権利の意味を理解し、公正なシステムを活用する上でより高い能力
を身に着けていると言える。

事例の貢献概要
ムインガ図書館は、聴覚障害を持つ子供達のための開かれた寄宿学校とリンク
している。ムインガではこの種のものとして初めての公共施設で、グループおよび
より幅広い地域社会に属することのできる可能性を示している。

この図書館は、地域で作られた圧縮粘土ブロックを使い、参加型のアプローチで
建てられた。そしてブルンジのバナキュラーな建築の実践に関して十分に研究した
成果が建築デザインの基本として用いられた。同地域やその周辺地域における2
ヵ月をかけたフィールドワークによって、建築家達は地方の材料や技術やタイポ
ロジーに関する深い共通理解を得た。これらの発見は、次いで地域のノウハウや
ムインガの伝統の枠組みの中で応用され、アップデートされ、再構成された。図
書館の全体的な形状は、材料の選択（圧縮粘土ブロック積み、焼成粘土屋根瓦
等）に由来する構造的なロジックの結果である。また、ブルンジやアフリカにおけ
る一般的な建築で非常に重要な要素は、現存する所有地の境界線である。この
伝統は、家族の住まいの部族による集合化の実践にまで遡る。ムインガ図書館で
は、構内を示す壁の位置はコミュニティと施主、すなわち地域NGOによる共同デ
ザインのプロセスを経て決定された。
　
今後の段階で、この学校は聴覚障害を持つ生徒達を、ムインガのより広域なコミ
ュニティにも役立つ学校の木工ワークショップや、将来できる多目的ホールによ
って、さらに広く社会に溶け込ませる予定である。
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Origin/team
Client: Christchurch City Council
Lead Design Architect: Schmidt Hammer Lassen Architects
Principal Collaborating Architect: Architectus

Photos: Adam Mørk

Tūranga
クライストチャーチ市、ニュージーランド

取組課題
都市や社会は、何十年あるいは何世紀にもおよぶ時間の投入、文化の開
発、そして人の特徴を通した歴史として、特別な意味を持ったアイデンテ
ィティを形成する。人工的あるいは自然の災害に拘わらず、それらによっ
て社会の全体が完全に破壊されると、自らが作り上げたアイデンティテ
ィを再び喪失するリスクに直面することになる。

事例の貢献概要
2010年と2011年の15ヵ月以上の期間に、ニュージーランド南島最大の都市である
クライストチャーチは4つの大地震で破壊され、良く知られるその芸術、文化、 周
辺の美しい自然が大きく傷ついた。地震は185人の命を奪い、都市のインフラと建
物も甚大な被害を受け、約40万人の市民がこの自然災害の直接的な影響を被っ
た。クライストチャーチを再建し、地震でホームレスとなった人々に住まいを再び
供給し、都市のインフラを回復することは、大きな課題であった。しかし、都市はま
たそのアイデンティティを再興し、コミュニティが信頼と自信を再び獲得するため
に、その文化的な力を復興する必要もあった。この新図書館は中心市街地の再開
発にとって極めて重要であると位置づけられた9つのプロジェクトの一つである。
そして、希望と団結と再生のシンボルとしてデザインされ、クライストチャーチの人
々のための結束を促す出会いの空間となった。
　
クライストチャーチの歴史的なカテドラル広場に建つ図書館のデザインは、コミ
ュニティを強化し、リテラシーと生涯学習を促進し、文化と遺産の多様性を愛で、
人々をシティーセンターに戻るよう惹きつけ、革新を募る公共空間に対する市の
要望を支援するものである。デザインプロセスの初期に、建築家達は地域の人々
と建築材料や物理的なデザインの方向性といった側面について共同し、 祖先
から受け継いだ豊かなタペストリーや、伝統的な知識や文化が図書館の至ると
ころで織り込まれた。また、建築構造は2011年にクライストチャーチで非常に多
くの建物を破壊した震度と同等以上の地震にも耐えうるように設計されている。
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Origin/team
Taawon Welfare Association, 
heneghan peng architects, 
Lara Zureikat, Arabtech Jardaneh,
Consolidated Contractors Company, 
Tubaila Target United, ARUP, 
Bartenbach GmbH, 
T/E/S/S atelier d’ingénierie, 
Projacs International, 
Cultural Innovations, 
Davis Langdon/AECOM

Palestinian Museum 
ビルザイト市、パレスチナ自治区

取組課題
中東の状況は、今も続く何十年もの衝突という悲劇的なイスラエル／パレ
スチナ戦争によって、地域の人々の多くの犠牲を招いてきた、地球上の社
会で最も長期にわたり、最も複雑な対立の一つである。国際的な外交・政
治の介入によって一時的な休戦や会談のプロセスという結果を生んでき
たが、この紛争はいまだ解決する糸口さえ見えていない。

事例の貢献概要
ビルザイトのパレスチナ博物館は、パレスチナ最大の NGO である「ターウオン福
祉協会」によって構想された。この文化的な団体はパレスチナの遺産を世に知らし
める役割と、対話の文化を強める希望に基づいて設立された。

ビルザイト市はパレスチナ西岸に位置し、この博物館は西岸地域に材料と職人を
持ち込むことが厳しく制限された困難な状況の下で建設された。またその近傍に
はビルザイト大学があり、同大学もまたパレスチナの文化と遺産に関する研究と
知見によって、博物館の開発と実現に多大な貢献をした。 建物のデザインは、パ
レスチナの伝統的な建築とバナキュラーなランドスケープおよび地域独特な作
り方に影響を受けている。建築とその周辺のランドスケープに見られるジグザグ
状の形は、地域の段状農地を参照し、博物館の庭はカフェのための収穫の場と
なっている。ファザードと舗装部分には、ベツレヘムの周辺地域で採掘されたパ
レスチナ石灰岩が用いられた。

終わりの無いように見える紛争の只中にあって、国立博物館の建設を構想する
ことは、地域のコミュニティにとり大きな希望の行為として受け止められた。パレ
スチナとその人々の歴史が余りにも悲惨な紛争と密接にリンクしているがため
に、より広い人々の豊かな文化と遺産は忘れ去られている。従って、この新たな
博物館とともに、パレスチナの人々は彼らの文化遺産センターとして、現在と未
来の世代の対話、寛容さ、希望を抱くための、ポジティブで前向きなランドマー
クを手にしたことになる。

Photos: Reiulf Ramstad Architects 

232



Origin/team
The Equal Justice Initiative, 
MASS Design Group, 
NOUS Engineering, Mazzetti, 
Lam Partners Engineering, 
Howe Engineers, Delta Fountains, 
Robert Schwartz and Associates, 
Steiner Studio, Small Stuff, 
Kwame Akoto‑Bamfo, 
Dana King, Hank Willis Thomas

Photos: MASS Design Group 

The National Memorial for 
Peace and Justice
アラバマ州モントゴメリー市、 USA

取組課題
人工的な災害、組織的な戦争犯罪、そしてシステマティックなテロ行為
は、何十年、何世紀もの間、社会に深い傷跡やトラウマを生む。アメリカ
合衆国では、奴隷の歴史がいまだに社会的なダメージ、紛争、痛みの原
因となっている。過去何世紀もの間、特に南部の州で長期にわたる人種
間のテロ、リンチ、差別を見てきた。これが原因で北部への大量の移民
を生み、人種的な従属関係や分断が何世紀にもわたって強要され、今も
なお社会を悩ませる辛い環境を創り出した。

事例の貢献概要
社会をそのトラウマやテロから前進するためには、そこで起こった事実を認識し
正当に評価することが重要で、歴史の表裏両面から発生したことの意味を理解
する必要がある。
　
アメリカ合衆国の奴隷、リンチ、人種テロの歴史は、大変必要かつ極めて困難な癒
しのプロセスに着手するためには不可欠な話し合いに仕向けることを目的とする「
国立平和・正義記念館」によって光が当てられた。4千を超える人種間リンチの実
態が文書に記録され、記念館はこの客観的資料に基づいている。
　
本記念館は、リンチの犠牲者に捧げるアメリカ合衆国で最初の国立記念館であ
る。その構造体は。人種差別のテロが起こったアメリカの郡を表す8百のコールテ
ン鋼の記念碑を吊り下げ、個々に犠牲者の名前が刻印されている。一方記念館の
床の上には、奴隷と人権時代から現代の警察による暴力と大量投獄までの国家の
歴史の重要な時を表す彫刻が置かれている。そして各彫刻の複製が主要建築の
外部にある記念庭園に設置されている。関係する郡はそのモニュメントを請求し
正当な評価の行為として自身のコミュニティの印として置くことを求めることがで
きる。その結果、記念館のランドスケープはテロの真実と立ち向かった国の部分に
よる記録として変貌しつつ、 記憶を辿ることに役立っている。
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目標17に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/globalpartnerships/

1	�国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/globalpartnerships/

持続可能な開発を成功させるには、行政、民間セクター、市
民社会の間のパートナーシップが必要である。これらの排
他的でないパートナーシップは、共有されたビジョンと、人
と地球を中心に置いた目標の原理と価値の上に創られ、地
球、地域、国、地方のそれぞれのレベルで不可欠である。
  
持続可能な発展を達成するには、数兆ドルという民間資金
がもたらす力を結集し、注ぎ直し、鍵を開ける必要がある。
特に開発途上国や、主要なセクターにおける、海外の直接
投資を含めた長期投資が必要である。¹

パートナーシップで目標を達成
しよう
持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する

17

すべての住宅、建物、住環境は多くの人手によって築かれています。これ
と同様に、持続可能な未来を築くためには私たちが協力し、パートナー
シップを築くことが必要です。国連の17の持続可能な開発目標は、1人
のステークホルダーだけでは達成できません。

目標を達成するためには、政府や各種機関から研究者、企業、市民に至るまで、
あらゆる人の関与が必要となります。建築家、デザイナー、プランナーは知識を
共有し、持続可能なソリューションを推進し、研究機関や組織のパートナーと
協力して持続可能なソリューションを開発および実施することで貢献が可能で
す。例えば、家を失った人々に家を提供する非営利のパートナーシップから、建
築業界の持続可能な新しい製品やサービスを開発する商業パートナーシップ
に至るまで、さまざまあります。パートナーシップの鍵となるのは、新しい知識を
取り入れ、新しい手法を試し、現地の気候や文化、資源に関わり、エンドユーザ
ーと協力して、ライフサイクルの観点からコミットメントとオーナーシップを確保
しようとする積極的な姿勢です。

開発目標のためのパートナーシップには、その目標に取り組むことを約束した
専門家の団体やネットワークも含まれます。320万人の建築家を代表する世界
各国の建築家協会をまとめる国際建築家連合（UIA）から、グリーンルーフィン
グシステムのノウハウを共有する地域の研究会に至るまで、さまざまな活動が
行われています。 

持続可能な開発目標によって対処される課題はグローバルなものであり、これ
らを達成するためには専門分野や国境を越えた協力が必要です。建築はこれら
の各目標と相互作用し、それぞれの目標については他の専門家、当局、市民、研
究者と協力して、あらゆる場所でより持続可能な解決策に向かって進んでいか
なければなりません。
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Origin/team
Conselho Municipal de Maputo (CMM), 
Arquitectura Sin Fronteras (demarcación de Catalunya), 
Ordem dos Advogados de Moçambique (OAM) 
Water & Sanitation for the Urban Poor (WSUP),
City Council of Barcelona – Global Justice Program-, 
SELAVIP Foundation, 
Radio Comunitaria Maxaquene
Instituto Politecnico de Ciencias de Terra e Ambiente (IFCTA)

The Habitat Project 
マプート市、モザンビーク

取組課題
「国際連合人間居住計画(UN Habitat)」の定義によれば、居住者が法的
権利を持たない不法に住む土地に建てられた住宅地域のことを「不法住
宅」と呼び、世界中に拡大しつつある。こうした住居に住むことは、衛生、下
水設備、食糧備蓄庫、飲料水の供給がないため、重度の健康リスクに晒さ
れることになる。また、都市計画や建築基準に適合しないために安全でな
い住居状態を招き、また多くの場合消防車や救急車がその狭い道路網を
通り抜けることができない。
 

事例の貢献
スペインのNGO、Arquitectura Sin Fronterasによれば、マプートの不法住居に
住む人の48%は脆弱で健康リスクを抱えているという。彼らは混雑した長持ちし
ない住宅の中できれいな水と衛生に欠け、 国から支給される土地の権利 (DUAT)
を得る術がない。このHabitat Projectの主な目的は、住人に土地の権利を確
保することである。公共機関、NGO、Water & Sanitation for the Urban Poor  

（都市に住む貧者のための水と衛生）、そして地域のパートナーと共同した建築家
集団Architectura Sin Fronteras は、住人に住む権利を確保するとともに、交流
できる近隣として機能し得る住居を開発する支援に全力を投じた。これは「DUAT
への6ステップ」と呼ばれる土地を法的に所有する公共機関と住人の参加プロセ
スと交渉によって、土地へのアクセスを求める方法で実現された。そのプロセスの
一部として、土地の一画への法的権利を獲得するために住人は彼らの不正な敷地
の廃棄を通告する。その結果法的な境界線と区画整理を確定する道具が適切に
利用され、十分な幅員の道路や、機能的な公共空間を整備することが可能となる。 
この手法によってマプート市の一部であるチャマンクロのいくつかの近隣住区は 
DUATを獲得し、社会的空間としての道路景観も再生された。
　

「国際的国境なき建築」は独立したNPOで、脆弱なコミュニティが建築的なサー
ビス、研究、教育的資源を得られるよう支援している。そしてその共同は組織的、 
政治的、実践的なレベルに及び、広範囲な専門的分野を含んでいる。
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Origin/team
Institute for Urban Development of the Republic of Tatarstan. 
Ministry of Construction, Housing and Utilities of the Russian Federation. 
Cabinet of Ministers of the Republic of Tatarstan, 
Ministry of Construction, Architecture, Housing and Utilities of the 
Republic of Tatarstan, SBI (State Budget Institution). 
“Main Investment and Construction Administration of the Republic of 
Tatarstan”. “Project Group 8”. 
LLC. Directorate of Parks and Squares., Executive Committee of Kazan. 
Architectural Bureau “Architecturny Desant”. 
The citizens of Kazan
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Gorkinsko-Ometevsky Forest 
タタルスタン共和国カザン市、ロシア

取組課題
政治的な体制は、それが規定する社会の建築やインフラを含めた文化と
独自性に影響を与える。タタルスタンではソヴィエト連邦時代の間、 多様
な都市部にあっても同様に見えるように作られ、階層的に集中化した計
画が実施された。宗教的、歴史的な記念碑や建築物はその過程で破壊さ
れ、多くの公共空間はオリジナルな機能や独自性を失ったままとなった。
 

事例の貢献
2015年にタタルスタン共和国は、その地域の公共空間を再生し拡大する「公共
空間開発計画」によってコミュニティの独自性を再創造するプログラムに着手
した。2015年の開始時から2019年の末までに、このプログラムは共和国内にあ
る村、まち、都市をカバーする45の市区それぞれに計400の公共空間を作り変
えた。その一つ一つが地方自治体と市民と企業のパートナーシップで実現した。
　
このプログラムの一つのプロジェクトがカザン市郊外にあったゴルキンスコ・オ
メテフスキー森林の再生である。この森林は、住居地域といくつかの地区に分断
した高速道路の建設のために大幅に減少した。今日ではこの森林は3つの機能
的ゾーンからなる自然保全地域となっている。それらはエコロジーゾーンのゴル
キンスコの森、レクリエーションおよびスポーツゾーンであるオメテフスキーの
森、そして家族のレジャーゾーンである公園の中心部である。 特にオメテフスキ
ーの森は非常に多くの珍しい樹木、動植物が見られるユニークな自然地域であ
る。一般の人々が気安く来られて、その一方動植物を保全するために、訪問者は
游歩道や自転車道から自然を体験し、情報スタンドが自然の理解を支援している。
　
ゴルキンスコの森と家族ゾーンにはスキー小屋、スポーツ用具のレンタル、カフェ、
遊び場といった施設が含まれている。また観察台のあるエコセンターは、森林の自
然に関する教育ができる。そしてさらに映像を鑑賞できる施設もあり、そこでレク
チャーしたりお祭りを催したりして、この森林がカザン市のあらゆる年齢層の市民
にとっての出会いの場となっている。
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Origin/team
CatalyticAction, American University 
of Beirut (AUB) Center for Civic 
Engagement and Community Service 
(CCECS), Kayany Foundation, ARUP, 
Vimala Foundation
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IBTASEM Playground 
バー・エリアス市、レバノン

取組課題
シリアの危機は世界で最大の難民危機であり、これまで「UNHCR (United 
Nations High Commissioner for Refugees：国連難民高等弁務官事
務所）」の権限の下でほぼ4分の1世紀続いてきた。これは住まいから家族
の屋根を奪い、どこか別の場所に安全を求めて母国を離脱させるなど、
人々の生活を荒廃させた。その紛争の結果としてシリアを逃れた5百万
人以上の難民の内から、百二十万人をレバノンが受け入れたが、その半
分が子供達である。仮設の難民キャンプは家族のためにシェルターと安
全を与えたが、多くの場合子供達がそこで育つための健康なコミュニテ
ィを創り出せないでいる。

事例の貢献
典型的な難民住宅は、仮設シェルターを必要とする人々のために安全で衛生的
な生活状況を創り出すことに焦点が置かれている。しかしながら、「仮設」とは相
対的な言葉で、家族は多くの場合難民キャンプに何年もあるいは何十年も住み
続け、 子供達もキャンプで生まれ育つこともよくあることだ。

2015年8月に「Ibtasem」というパイロットプロジェクトの建設がレバノンのバー・
エリアス市に完成した。これは建築家と大学と地域のNGOの共同によるもので、
その結果として緊急的な状況で必要となる遊び場のデザインがなされた。多くの
場合、子供達のための遊び場や公共空間は緊急事態で必要と見なされていない
ため、優先順位が低い。
　
子供達自身はボランティアや地域の人 と々一緒になって、木や野菜の木箱、タイ
ヤ、ロープなど地方で手に入る再利用した材料を用いてデザインし作られたイブ
タセムの遊び場で行われたワークショップに参加した。
　
このプロジェクトでは子供が遊びの専門家であると認識し、参加型のアプローチ
によって子供達にユニークな遊び場と強い所有感覚を与えた。そしてこの遊び場
はバー・エリアスの子供達に地域への所属感を与え、それと同時に子供達がどこ
に住もうが安全性、教育、遊びに対する権利に関する自覚を生み出す。
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Origin/team
Lakea Oy, OOPEAA Office for Peripheral Architecture, 
Engineering Pertti Ruuskanen Oy, 
SWECO rakennetekniikka Oy, A-Insinöörit Oy, 
Engineering Koski-Konsultit Oy, VSU Landscape architects, 
KK-palokonsultti Oy, Firecon Group Oy, Vahanen Oy, 
Jwood Ky 
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Puukuokka Housing Block
イヴァンスキュラ市、フィンランド

取組課題
手に入りやすい住まいへのアクセスは、社会的なサステイナビリティの
鍵であり、その一方で手頃な住まいの建設に使われる材料や構法は環
境のサステイナビリティの重要なポイントである。コンクリートや鉄のよ
うな大量生産でコスト効率の良い新たな材料は、戦後の建設ブームに
おける先進工業国の労働階級のために安い住まいを大量に供給した。
しかしながら、その後巨大な住居郊外は環境的に、社会的に高いコスト
がかかることが判明した。

事例の貢献概要
Puukuokka Housing Blockにおいて、建築家はモジュールシステムの安価な住
宅を鉄とコンクリートではなく、地域産の木製プレハブによるデザインに取り組
んだ。CTL (Cross Laminated Timber)は Puukuokkaにおける3棟の8階建て
の建築材料として十分な強度を有している。その第1棟は2015年の完成時にフィ
ンランドで最も高い木造建築であった。
　
木材はフィンランドで手に入る自然の再生資源であり、その生涯を通じてCO2を
蓄積し、生産工程で化石燃料を燃やす必要がない。木材はまたリサイクル可能で、
石や砂や金属のような採掘された材料と異なり、大地に戻すことができる。また自
然の材料で建てることは、住み手の健康の便益も確認されており、湿気を吸収す
る性質によって室内気候の改善に寄与できる。
　
フィンランドでは、政府と安価住宅協会が協力して高質な安価住宅の建設に投
資し、同時に新たな持続可能な材料、構法、賃貸および分譲の経済モデルのプ
ロトタイプ化を試みている。
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Origin/team
Philip Bay, Shigeru Ban Architects Europe, 
PWA Architects, Jeyasuthan Poornampillai, 
Shitanee Ivonne Balasunya, 
University of Moratuwa, Keio University

Photos: Eresh Weerasuriya

Kirinda House 
ハンバントータ州キリンダ市、スリランカ

取組課題
津波や地震や洪水のような自然災害は、コミュニティにとって大きな課
題となる。災害に襲われると村や近隣の全域が壊滅し、その後何年もの
間被災者から住まいと生活手段を奪い取る。もし運が良ければ被災者
は仮設住宅を与えられるが、それは不確定な時間に亘って衛生設備や、
プライバシーや、コミュニティや、日常生活なしになんとか生きていくこ
とを意味し得る。

事例の貢献概要
2004年にスリランカの南東海岸にあるイスラム教の漁村キリンダ村が津波に襲
われ、小さな漁業のコミュニティが破壊された。漁民とその被災家族は仮設住宅
に住むことを強いられた。そこで国際的な実績で著名な日本人建築家の坂茂が招
かれ、被災した家族達によって記録されたニーズに基づき、家族住宅のプロトタイ
プを地域の労働力と材料を用いて開発し、建設するリーダーとなった。
　
これは復興プロジェクトであったため、総コストと工期を減ずることが重要であ
った。主要な建築材料は土、粘土、セメントを混ぜて圧縮したCEBブロックであ
り、地域で非常にローコストに手に入るものであった。この新たに作られたコミ
ュニティへの変遷を被災家族がたやすく実現できるように、シェルターは建築
家によってデザインされ、ゴムの木でできた家具で完全に装備された。ゴムの木
は地元で採れる自然材料で、スリランカで主要なタイヤ産業故に国中の大農場
からローコストで手に入る。

それぞれの住宅には2つの寝室と、ホールと、家族がその隣人たちと交流できる
半開きの屋根がかかった中庭がある。この中庭は日照を防ぎ自然に通風ができ
る。すなわち、この場所はもう一つの居間、あるいは漁民が漁網や設備を修理し
準備できる空間である。
　
坂茂は、1995年の阪神淡路大震災後に被災した地域とコミュニティを支援するた
めに、「ボランティア建築家ネットワーク(VAN)」を設立した。このネットワ
－クは国際的に有能な建築家や学生を集め、国連、地方のNGO、行政、コミュニテ

ィ、そして建築家からなる戦略的なパートナーシップの触媒となるまでに育った。
キリンダ住宅の他にも、VAN は日本、ネパール、 ハイチ、 ニュージーランドなどの
国々で災害復興のデザインに貢献した。そのアプローチは、創造的、革新的なデザ
イン、地域のノウハウ、技能、材料、関わりとの連携によって特徴づけられている。
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1  NO POVERTY 

Grand Parc 
https://www.lacatonvassal.com/index.php?idp=80
https://www.christophehutin.com/portfolio/transformation-de-530-logements-batiments-gh-et-
i-du-grand-parc/
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https://onv.dk/projekt/venligbolig-plus/
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https://www.unhcr.org/ke/kalobeyei-settlement

Terada,Yuka. Jerimah Ougo et al. “KALOBEYEI NEW SETTLEMENT.” United Nations Human 
Settlement Programme Urban Planning and Design Branch (2020): 1, 3, 9.
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production%20among%20local%20farmers.
http://www.fao.org/home/en/
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equitable coverage. This work was conducted through the Livelihoods Working Group (LHSWG), 
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throughout the camps which continue to be mapped and overseen by the LHSW

The Rwanda Institute for Conservation Agriculture (RICA) 
https://massdesigngroup.org/work/design/rwanda-institute-conservation-agriculture
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Department of Economic and Social Affairs of United Nations “68% of the world population 
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英文和訳・編集
岩村 和夫（いわむら かずお）
早稲田大学理工学部建築学科卒業後、1973年同大学院で修士課程修了（工学修士）。同年にフ
ランス政府外務省給費技術交流研修生として渡仏。その後在パリ「Georges Candilis事務所」
を経て、1977年ドイツ、ダルムシュタットに「建築都市設計同人AG5」設立。1980年に帰国し、東京
に「岩村アトリエ」設立。

1998年武蔵工業大学環境情報学部教授、同大学院教授等を経て、2011年東京都市大学都市生活
学部教授に就任（2014年3月まで）、その前後に千葉大学、早稲田大学、東京工業大学をはじめと
する多くの大学・大学院の非常勤講師を歴任した。

日本建築家協会理事・副会長、日本建築学会理事、国際建築家連合（UIA）理事・副会長、横浜市
都市美対策審議会会長等を歴任。環境に配慮した建築・住まい・まちづくりの作品、関連する著書
多数。それらの業績に対し、日本建築学会賞をはじめとする受賞多数。

現在、東京都市大学名誉教授、㈱岩村アトリエ代表取締役、香港・珠海学院客員教授、UIA/SDGs

常置委員会委員（2017.10~）。詳細は www.iwamura-at.com 参照。

訳者あとがき

本書は国連17のSDGs目標の建築ガイド第2巻として2020年10月に発行された。
2018年12月に刊行された第1巻から、収録された事例の所在国と数がそれぞれ
49、81と大幅に増加し、その内容もきわめて充実したものとなった。

全体の構成は第1巻と同様、目標ごとの国連の定義と国際建築家連合（UIA）によ
る建築環境に期待される役割の概要から始まり、次いで4つあるいは5つの優れ
た既存事例が掲載されている。各事例は関連する課題の概要と事例の貢献の概
要が端的に文章で表現され、それに対応する分かりやすく美しい写真が数葉掲
載されている。巻末の参考文献と合わせ、総じて大変明快なガイドブックとなっ
ており、手にした誰もがページをめくりたくなる。

訳者は本書の制作に関わったUIAのSDGs常置委員会創設（2015年)以来の一
員であり、日本建築家協会（JIA）の下でまず第1巻を発刊直後に和訳した。次い
でJIA六鹿正治会長のイニシアティブで2019年4月に立ち上げた特別委員会の
場で、その委員長として和英併記の日本版を同10月に作成した。したがって、本書
の和訳はなじみのある作業だったが、49ヵ国に及ぶ事例の立地背景を理解する
のは簡単ではなかった。しかしそれ故に大きな学びの機会となった。

本書はデンマークに拠点を置く多くの関連団体のネットワークと支援によって
実現したが、2023年にデンマークで開催予定のUIA大会の主体的な文献とし
て活用されることになるだろう。大会のキーワードである「誰一人として取り残
さない」というSDGsの理念を巡って、その具体的な理解と知見を得るために、
ぜひ多くの人々に読んでほしい労著である。
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ARCHITECTS’ CALL FOR ACTION

国連17のSDGsは国連に関わる人々による、よりサステイナブルな未来
のために取り組む目標を提示している。

建築と建築環境は現在の主要な問題の一部であるが、また目標を達成す
るために我々が必要とする役割を果たすことができる。

本書はその目標の達成に向けた建築ガイドの第2巻である。
17の章は国連によって定義された目標に対応おり、それぞれがどのように

建築環境と対応しているかを概説し、いかにして建築が貢献できるか
を示す実践されたプロジェクトのすぐれた事例を収録している。
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